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      　我は血ち塗まみれの竜王女。

　戦死者の館やかたにて久遠の時を七人で踊り狂い、

　契りの言霊にて飼い馴ならされる。



    

  
    
      
第一章



（ロッテって着やせするタイプだよなあ）

　幼なじみの少女のほっそりした腰に両腕を回し、シグは胸中で独りごちた。ちょうど背中から抱きつくような格好だ。腰に回している腕には、ふにふにとした柔らかい二つの感触がある。

（多分、Ｇカップくらい……？）

「シーくん」

「はぃ？」

　思わず声が裏返る。やましいことを考えていたせいで、わずかに口元が引ひき攣つった。

「もう少しぎゅっとしないと危ないですよ」

　言われたとおり、腰に回す腕に少しだけ力を込める。

　風に揺れる黒髪に、やや三白眼気味の黒い双そう眸ぼう。あどけなさと精せい悍かんさの間をさまよっているようなシグの顔つきは、少し皮肉げに見えた。その格好は外がい套とう、シャツ、ズボン、ブーツまで黒ずくめだった。背中のバックパックからは、鞘さやに納められた細身の長剣が突き出ている。

「シーくん」

　不意にシャルロッテが振り返った。緑がかった少し癖くせのある黒髪が鼻先をくすぐってくる。大きな黒い瞳ひとみをおおう銀縁の眼鏡めがね。絵に描いたように生き真面目まじめな、優等生然とした少女と目が合った。口元をにんまりとさせながら言ってくる。

「エッチなんですから」

「……！」

　思わず両腕を彼女の腰から離し、シグは大きく後ろに仰のけ反ぞるようにして体勢を崩した。乗っているものから落ちそうになる。目を見開いて息を呑のみ、シグの視線は太陽が輝く紺こん碧ぺきの空をさまよった。

　天を見上げれば真っ青な空。

　地を見下ろせば真っ白な雲。

　遥はるか彼方かなたの向こうまで、延々と続く空平線。

　空と雲海に囲まれた世界。

　二人はそんな蒼そう天てんの世界を――飛んでいるのだ。

　このままだと、空に放ほうり出される。

　落下し続けて、雲海に突き刺さる。その雲の向こう側になにがあるのかは誰だれも知らない。無数の探険家や冒険家が功名心と好奇心から、あるいは国家の野心と野望からその謎なぞの解明に挑んだが、ついぞ誰も戻ってはこなかった。と――右手をしっかりと掴つかまれて引き戻された。

「だから危ないと言ったじゃないですか」

「お前なあ！」

「意外に成長してた幼なじみの身体からだに欲情しちゃったりしますか？」

「するか！」

「むぅ……胸の感触をこっそり楽しんでたくせに。思春期の男子の性欲は恐ろしいです」

「俺おれはお前の露骨さの方が恐ろしいわ」

　シャルロッテが生き真面目まじめで優等生然としているのは外見だけで、中身はこのとおり。彼女は喋しやべると全てが台無しなのだ。シグは明後日あさつての方向に視線を逸そらしつつ咳せき払ばらいした。

「そんなことよりちゃんと前を見てくれ。頼むから」

「あ、ごまかしましたね」

　シャルロッテの手には手綱が握られている。二人が乗っているのはワイバーンだった。ワニみたいな凶暴な顔つきに細長い首、屈強な後ろ足と長い尻尾しつぽ、かぎ爪づめだけになった前足、そして背中の巨大な翼。飛行トカゲとも呼ばれる、非常に珍しくなった生物である。

　シャルロッテはかたい鱗うろこに覆われた背中に取りつけた騎乗用の鞍くらにちょこんと座っていた。もともと二人乗りではないので、シグはその後ろにしがみついているような格好だ。なので、シャルロッテから手を離すと空へとまっ逆さまなのだ。

「クラウゼヴィッツ、シーくんが怖がってるからもう少しゆっくり飛んでください」

　シャルロッテがクラウゼヴィッツと名づけ、幼生の頃ころから育てたこのワイバーンは実に利口だった。大きく羽ばたき気流に乗って滑かつ空くうし、速度が気持ち程度ゆったりする。

　とにかくもシグは一息つき、遥はるかに続く空の彼方かなたを見渡した。

「そろそろ追いついてもいい頃だろ？」

　紺こん碧ぺきの空には大小無数の島々が浮かんでいる。人が一人立つのがやっとの小さな岩から、それこそ何万人もの人が暮らす都市がある巨大なものまで。この世界は空と雲、そして空に浮かぶ島々によってできている閉鎖型の世界である、と大昔の伝説的な魔術士は言った。

　その言葉は確かに正しい。この世界は閉鎖されている。空に囲まれた世界。

　蒼そう天てん世界、と人は言う。人々は空で生まれ、暮らし、死んでいくのだ。

「シーくん、あれですよ」

　眼下をゆっくりと航行する巨大な飛行船が見えた。ファーレンハイト航空九〇三便――飛行客船〈竜王女〉号。二人が遥はる々ばると空を飛んで目指してきたものだ。

　シャルロッテはワイバーンを巧みに操って飛行船へと近づいた。人類の叡えい智ちが創つくり上げた空の怪物の巨体が迫ってくる。実際、それは唖あ然ぜんとしてしまうほどの巨大さだった。なにせ乗員乗客合わせて五〇〇〇名が乗船できる、世界最大級の硬式飛行船である。

　幾重もの客室甲板が備えられている目がくらみそうな船体ゴンドラ、そしてそれを浮かび上がらせているさらに巨大なエンベロープ。

　シグとシャルロッテはそのエンベロープを見下ろすようなかたちになっていた。船体ゴンドラはすっぽりと隠れ、投げナイフのような細長く洗練されたシルエットだけが見える。

　シャルロッテはワイバーンを下降させてエンベロープの下側へと回りこんだ。

　途端に真っ白な船体ゴンドラが姿を現した。無数に並ぶバルコニーのついた客室。一目見て豪ごう華か絢けん爛らん、頭がくらくらするようだった。さらに下降していくと、船底付近に長い飛行甲板が延びていた。空賊対策で格納している迎撃用の飛行機を発進させるためのものだ。

　見ると甲板員が手旗信号でこちらを誘導している。

　シャルロッテは誘導に従って、見事にワイバーンを甲板に着陸させた。

　重量感のあるずしんという音が甲板に響く。

　シグは外がい套とうの裾すそをはためかせてワイバーンの背中から飛び降りると、背負っていた荷物を足元に置いた。外套から手帳を取り出し、慣れた手つきで上下に開く。そこには正方形の箱を抱える竜の紋章と、写真になるとなおのこと目つきが悪い顔写真があった。

「シグ・ヘンケルスです。魔術士養成学校〈竜の箱庭〉高等部第二学年。ザウエル教室」

　学生証の写真と肩書きを確認する甲板員は、ワイバーンに腰が引けていた。

「そんなに怖がらなくて大丈夫ですよ。こいつは人を喰くったりしないんで」

「そのとおりです。この子は野菜しか食べないのです」

　続けてシャルロッテが甲板に降り立つ。

　爽さわやかな白いミニのワンピースと黒いタイツは有名な学校の制服だ。腰のベルトには柄つかまで金属製で凝こった意匠が施された金かな槌づちがアクセサリーのようにして下げられており、足元は似つかわしくないごついブーツだった。彼女はワイバーンの首に吊つり下げていた大きな旅行用の鞄かばんを手に取り、シグと同じく学生証を取り出した。

「シャルロッテ・ファーバーカステルです。途中乗船の許可は下りているはずですが」

　話はとおっているらしく、甲板員はワイバーンに怯おびえながらも精一杯の笑顔をつくった。

「ようこそ、〈竜王女〉号へ。お迎えの方がもうすぐこられると思いますが――」

「お迎え、ね。先生も人使いが荒いっての」

　シグは学生証を外套のポケットに突っ込むと、足元の荷物から突き出ている長剣を佩はい刀とうした。それなりにサマになっている姿だった。びくびくとワイバーンを格納庫へと誘導している甲板員から、風ではためくワンピースを押さえているシャルロッテへと視線をやり、

「で、着いたはいいけど。なんか詳しいこと聞いてるか？」

「いえ。わたしはシーくんを叩たたき起こして連れてくるように言われただけですから。先生とルッツが学校の執行部からなにか命令を受けたことは知っていますが」

「あの人が肝心なこと教えてくれるわけもないか」

　シグはがりがりと頭をかいた。担当講師であるワルサー・ザウエルとは初等部の頃ころから五年のつき合いだが、シグが思うに煮ても焼いても食えない掴つかみどころのない男だった。

「ルッツも気の毒だよ。ろくでもねえ」

　年齢も学年も一つ上にあたるザウエル教室の同門のことを思い、シグは小さく嘆息した。講師の野暮用につき合わされるのは教室の筆頭生と相場は決まっているのだが、どうにも今回はそれだけでは足りないらしい。

「しっかし、なんでお前はああいう起こし方をするかな」

「お目覚めのチューをしようとしただけですが、なにか？」

「なにか、じゃねえ。もう少し起きるのが遅かったら危なかっただろうが」

　シャルロッテはくふくふと含み笑いをもらした。

「危ないとは、チューしちゃったらそのまま最後までいっちゃうかもしれないという――」

「違うわ！」

　思わず頭にずびし、と手刀をかます。

「うぅ……痛いです。こうやってわたしはＭ属性に開発されていくわけですね」

「だーかーらーっ！」

　シグはどうしようもなく地団駄を踏んだ。幼なじみの乙女回路はどういう構造をしているのだろうか。わざとらしく意味深な視線をこちらに送ってきているシャルロッテに言葉を続けようとして――だが、虚こ空くうに響いたなにかが弾はじけるような音に遮さえぎられる。枯れ木をへし折ったような乾いた音――銃声だった。

　さらに続けざまに、銃声。銃声。銃声。

　反射的に音が聞こえた頭上に視線を向けた。飛行甲板の上にそびえる船体ゴンドラ。無数の部屋。無数の窓。

　見上げた視線はそのままに、シグは無意識に腰の長剣の鞘さやを下げ、柄つかに手をかけた。

「まさか飛行船強盗ってわけじゃないよな」

「どうでしょうか。〈竜王女〉号にはたくさんＶＩＰが乗っているらしいですよ」

　シャルロッテはベルトから下げていた金かな槌づちを手にした。器用に片手でくるくると回転させると、足元に向けて一振りする。その勢いで柄が伸びた。特殊警棒のような細工がされているらしく、長さは一メートル近くある。

　銃声はもう聞こえてこない。代わりに聞こえたのは、ガラスが砕け散る硬質な音だった。

「あっははは……バカめが！」

　同時に女の哄こう笑しよう。ぎょっとした。粉々に砕け散ったガラス片が光に反射してキラキラと輝き降り注ぐ中、割れた窓から女が飛び出してきた。そのままこちらへと落下してくる。

　女は両手に持っていた自動拳けん銃じゆうを投げ捨てると、中空で巧みに体勢を整えた。羽織っているカーキ色の軍用コートが風に煽あおられ、派手にはためいた。

　シグはその光景を見上げていた。一瞬だけ、視線が交錯する。猛もう禽きん類るいのような橙だいだい色いろの眼光。ぞっとした。抜き身の刃物のように、鋭く怜れい悧りだった。

　女は甲板に着地した。鉄骨が入っている軍ぐん靴かが鈍い音を立てる。そのまま衝撃を逃すようにして転がり、反動で立ち上がりざまに頭上を仰ぎ見る。いつの間に手にしたのか、両手には別の自動拳銃が握られていた。

「シーくん、あれ見てください」

「先生かよ！」

　女が仰ぎ見た頭上。追うようにして飛び下りてきたのはよく見知った男だった。一切の躊ちゆう躇ちよなく中空へと身を躍らせ、咥くわえていた煙草たばこを握り締める。次の瞬間、

「〈戦いくさ乙女おとめは蒼そう槍そうに貫かれ〉！」

　その右手に蒼あお白じろい炎の槍やりが出現した。

「そうやすやすと、あたしを殺やれるとお思いかい、ええ!?」

　女が叫んだ。同時に自動拳けん銃じゆうの引き金が絞られた。連続する銃声。瞬く銃火。だが、ただの牽けん制せいだ。すぐさま踵きびすを返して走り出す。

　弾丸を無視するようにして男が炎の槍を投とう擲てきした。背中を向けた女の足元を容赦なく襲い、右のふくらはぎを貫く。女は足払いを喰くらったようにもんどり打って倒れ込んだ。

　続けて男が一瞬遅れて着地し、派手な音が響く。

「そう簡単に俺おれを出し抜けると思うなよ」

　衝撃でずれた色いろ眼鏡めがねの向こう側から、左目が斜視の碧へき眼がんが冷たい光を湛たたえていた。それを隠すかのように、男は色眼鏡を静かに押し上げる。

　傷口が炎で焼かれる激痛を無視するようにして、女は降参だとばかりに仰あお向むけになって薄ら笑いを浮かべた。

「追っ手が〈竜の箱庭〉の斜視の魔術士――〈蒼そう焔えん使つかい〉のワルサー・ザウエルとはねえ」

「ご名答」

　女の顔を覗のぞき込み、男――〈竜の箱庭〉のワルサー・ザウエル講師は不敵に笑った。

「まったく。なにやってんですか、あんたは。迎えにくるなら穏便にきてくださいよ」

　シグはようやっと強く握り締めていた長剣の柄つかから手を離した。大きく息を吐く。

「おお！　シグかー、すまん。ちょっとばかり予定が狂ったんだわ」

　ザウエルは顔の前で両手を合わせるとこちらを拝むようにして頭を下げた。

「ロッテもご苦労さん」

「いえ。わたしは別に構いませんが。それより先ほどから呼んでます」

　シャルロッテが指差した頭上、割れた窓から身を乗り出すようにしているのはザウエルとともに〈竜王女〉号に乗り込んでいるルッツ・シュタイフだった。

「ザウエル先生ー、大丈夫ですかー」

「おー、問題なし。ルッツ、船長に言って営倉の鍵かぎをもらってこい」

　女に一いち瞥べつをくれる。

「これからおたくにはたっぷりと聞きたいことがある」

「先生ー、そんなことよりガラスの弁償どうしますか。学校から経費出るんでしたっけ？」

「あー……それね」

　ザウエルは苦い表情で天を仰ぎ、頭をがりがりとかいた。恐らくは給料から天引きされることになるだろう。誰だれに言うともなしに独りごちる。

「頭痛いわ」



◆◇◆◇◆



　途中乗船許可証と武器携行許可証に船長と副船長のサインをもらい、エントランスロビーで三等客室への宿泊手続きを済ませ、受付のお姉さんに愛想を振りまいたところをシャルロッテに肘ひじ打うちを喰くらい、シグは割り当てられた部屋に荷物を投げ込んだ。

「しっかし、豪勢な船だな」

　三等客室といっても、船内を彩る白亜の壁には染み一つなく、落ち着いた色合いの赤い絨じゆう毯たんは踵かかとが沈み込むくらいに上等なものだ。通路は人がゆとりを持ってすれ違えるくらいに広く、頭上には煌きらびやかな照明が輝いている。

「ふむふむ……『〈竜王女〉号は第三帝国のファーレンハイト航空が就航させた最も新しい飛行客船です。快適な空の旅を実現する万全の設計により完全なる安全を保証いたします』と書いてありますね。なんと、一等客室の浴よく槽そうは大理石だそうです」

　前を歩くシャルロッテが、受付でもらった案内パンフレットを開いて言ってくる。

「ちなみに、航行中に式と披露宴をする婚礼プランが人気だそうです」

「なんだその情報は」

「いえ。わたしとシーくんの将来のために……って、なぜ睨にらむのですか」

　シグは無言でパンフレットを取り上げた。

「ああ……なぜです？」

「お前らなあ、もうちょっと緊張感を持ちなさいよ。緊張感を」



    

  
    
      



    

  
    
      　背中を丸めて先頭を歩くワルサー・ザウエルは呆あきれたように二人を振り返った。禁煙であるのもお構いなしに火が灯ともった煙草たばこを咥くわえている。

「先生こそ船内は禁煙でしょうが。緊張感ないんですか」

「そう言いなさんなって。この船の気き嚢のう区画は加圧された上に厳重な隔壁扉で密閉されてるんだよ。万が一にももれた水素ガスが船内に回らないようにな。だから禁煙は建前だよ、建前。それに俺おれは、煙草をすってないと死んじゃうの」

　ザウエルはなんとも豪華飛行客船には馴な染じまない雰囲気だった。くたびれた黒の上下に、皺しわがある白いシャツ。整髪料をつけているくすんだ金色の髪は、無理矢理にシチサン分けにされていた。さらには黒い色いろ眼鏡めがねである。三〇歳前後に見えるが、年齢も不詳だ。怪しいことこの上ない。

「ったく……それでなんなんです、俺たちを呼んだ理由は。あの女と関係が？」

　シグとシャルロッテの目の前で派手に拳けん銃じゆうをぶっ放し、ザウエルの魔術で仕留められた女は今、乗員区画の営倉に監禁されている。短く整えられた赤みがかった黄き褐かつ色しよくの髪に浅黒い肌、なによりも鋭く怜れい悧りな橙だいだい色いろの眼光。身にまとっていたあの空気は堅かた気ぎではない。

「ま、あれがお前らを呼んだ理由の一つだったんだがな」

　ため息のように吐き出した紫煙を黒い色眼鏡の奥にある瞳ひとみで追いながら、ザウエルは下層へのエレベーターのボタンを拳こぶしで軽く叩たたいた。

「〈砂漠の楼ろう閣かく〉は知ってるか？」

「第七帝国空兵隊の、魔術戦技教育校ですね」

　シグからようやっとパンフレットを取り返したシャルロッテが優等生らしく答えた。第七帝国は蒼そう天てん世界のほぼ全てを版はん図とに治める神聖連合皇国を構成する七番目の帝国。連合皇国に与くみしない極東のスバールスバール帝国と何十年も紛争を続けている軍事大国だ。

「あの女はそこの出身者だって噂うわさなんだよ。手の内も分からんし、生け捕りにする必要があったんでな。厄介そうだからお前らを呼んだんだが、その前に鉢合わせてあのザマだ」

　到着したエレベーターがチンッ、という小気味いい音を立てて扉を開いた。

「じゃあ俺たちは呼ばれ損ですか」

「いいや、そういうわけでもない」

　ザウエルは二人をエレベーターに乗り込むように促うながすと、乗員区画へのボタンを押した。一瞬の浮遊感のあと、三人を乗せた長方形の箱が動き出す。

「〈砂漠の楼閣〉出身なら黒ベレーに蠍さそりの団旗のエリートでしょうが。それがなんでまた」

「ま、人生色々ってやつさ。お前らには分からんだろうが」

「〈竜の箱庭〉を史上三番目の若さで卒業した先生みたいに、ですか」

　少しばかり皮肉げなシグの言葉に、ザウエルは明らかな自じ嘲ちようを浮かべた。

「連合皇国指導部の宰相官房にまで上った俺が、今じゃ母校に出戻ってしがない講師か？　まったくそのとおりだよ。ま、さし当たっての問題は人生が色々って話じゃないがな」

「あの女を捕らえることが執行部からの命令ではないということですか」

　シャルロッテがそう言うのと、エレベーターが乗員区画に着くのとはほぼ同じだった。再び小気味よいチンッ、という音とともに扉が開く。

　乗客用の華やかな姿とは違い、乗員区画の通路は殺風景なものだった。絨じゆう毯たんや壁紙などあるわけもなく、天井や壁にはなんの配管か分からないパイプや野太いケーブルが這はっていた。飛行船の建材の一部である特殊軽合金の骨組みが剥むき出しで、消火器や船内電話が設置された通路の幅は人がようやく擦すれ違えるくらいのものだ。

「五日前の話だが――」

　短くなった煙草たばこを携帯灰皿に捻ねじ込み、ザウエルが先頭を切って狭い通路を歩き出す。

「大図書館から、学校がたんまり溜ため込んできたお宝の一つが強ごう奪だつされた」

　シグとシャルロッテは顔を見合わせた。強奪だって？　あの要よう塞さい化かされた学園都市である魔術士養成学校〈竜の箱庭〉から？　子供でも知っている伝説的な魔術士カールツァイス・マウザーの手によって創つくられてより数世紀。その間、学校が収集してきた貴重な資料が眠る大図書館からなにかを盗み出すなど。そんなことがあれば大事件だ。

「もちろん、こいつは執行部以外にはもれていない。沽こ券けんに関かかわる不祥事だからな」

　こちらの言いたいことを悟ったのか、ザウエルはそう言って新しい煙草を咥くわえた。

「だが、執行部だってバカじゃない。世界中に張り巡らせた情報網を駆使して、すぐさま犯人の尻尾しつぽを捕まえた。そして、送り込まれたのが俺おれとルッツってわけだ。任務は単純明快。実行犯を捕らえて盗まれた代物を取り返し、背後関係を調査すること」

「で、あの女が実行犯ってわけですか」

　シグのつぶやきは問いかけではなく、確認のようなものだった。

「ま、そのとおり。あれがかの有名なウーフーくんだ。凄すごいだろ。本物だぞ？」

　ザウエルの口調はあくまでも気楽なものだったが、ウーフーといえば政治的な主張のために暴力を使うテロリストでもなければ、単なるチンピラでもない。思想信条クソ食らえの商売人。金額さえ折り合えば、どんな仕事もこなすビジネスの傭よう兵へいだ。

「誰だれも会いたかないですよ。そんな有名人」

　そう言ったシグは視線をザウエルの先に向けた。

　固く閉め切った鉄てつ扉ぴを横目に壁に背を預ける、金髪碧へき眼がんの几き帳ちよう面めんそうな青年の姿がある。パリッとしたジャケット、きっちりと締めた細身のネクタイにサスペンダー。手入れのいき届いた長い金髪はうなじの辺りでくくられていた。白衣でも羽織れば学者にも見える。

「相変わらず身の程を知らない格好をする奴やつだな、君は」

　目を落としていた文庫本から顔を上げ、ザウエル教室筆頭生のルッツ・シュタイフはからかうわけでもなく、至極真面目まじめにそう言った。白い肌の、一見ひ弱そうな青年だった。

「どんな格好しようと俺の自由だろうが」

　涼しい顔の友人に向けてシグは口を尖とがらせた。

　黒ずくめは世の魔術士にとっては一種のステータス・シンボルのようなものだ。魔術士の始祖であるカールツァイス・マウザーがそうだったからだ。もっとも、どれだけ実力があっても半人前でしかない学生でそんな格好をしている者はまずいない。

「ロッテもなんとか言ってあげな。このままだとシグがただのアホになるぞ」

「実力がヘボでも、シーくんは似合っているからいいのです。ハアハアですよ？」

「お前ら……！」

「その辺にしときなさいよ。学校での退屈な講義の時間とは違うんだ」

　鉄てつ扉ぴの格子窓から中の様子をうかがうザウエルの一言に、三人はそれぞれ口をつぐんだ。

　鉄扉の向こう側。狭く薄暗い部屋の照明は、天井に吊つるされた裸電球だけだった。豪ごう華か絢けん爛らんな飛行客船とは思えない簡素で殺さつ伐ばつとした部屋だ。

「ルッツ、奴やつの様子はどんなもんだ」

「見てのとおりです、大人おとなしいものですよ。少なくとも、今はですが」

「得体が知れないったらないな、まったく」

　部屋の中央には捕らえられたウーフーが、飾り気のない木製の椅い子すに座らされていた。後ろ手に手錠をかけられてしっかりと拘こう束そくされている。

　ザウエルは三人に外で待っているように告げると、部屋の中に入っていった。鉄扉が閉じる重々しい金属音が響き渡る。

「さて、ウーフーくんよ。単刀直入にいこう。物事ってのは、シンプルが一番だからな」

　ザウエルは椅子につながれているウーフーの周りをゆっくりとした足取りで回る。相変わらずの猫背で、咥くわえている煙草たばこは随分と短くなっていた。やがてウーフーの正面で立ちどまり、底冷えする乾いた声で言った。

「〈竜の箱庭〉はなにもおたくの命が欲しいわけじゃない。うちの魔術士を四人も殺してくれたが、ま、そこには目をつぶると執行部の連中は言ってる」

　頭こうべをたれるわけでもなく、双そう眸ぼうに恐怖を映すわけでもなく、ウーフーは平然とその言葉を聞いていた。口元を引ひき攣つらせるような笑みを浮かべながら。

　煙草に火を灯ともすような自然な仕草で、ザウエルはその横面を左ひだり拳こぶしの裏うら拳けんで殴りつけた。

　強烈な一撃だった。鈍い音が響き、ウーフーの上体が派手に仰のけ反ぞる。

「もっとも、おたくの出方次第だってことを忘れてもらっちゃ困るがな」

「お優しいことで」

　血の混じった唾つばを床に吐き捨て、ウーフーはしゃがれた声で続けた。

「あたしの商売は信用第一だ。依頼人の情報を謳うたうと思うか？」

「その商売も命あっての物だねだ。違うか？」

「あたしを殺しちゃ意味がないだろうさ」

「なるほど」

　ザウエルは軽く嘆息すると、やおらウーフーの喉のどを右手で鷲わし掴づかみにした。そのまま宙に浮くのではないかと思えるほどに力を込め、身を屈かがめて淡々とした口調で耳元に囁ささやく。

「俺おれの言葉をよく聞いてなかったのか、ウーフーくん。執行部の連中は、と言ったんだ。俺は違う。おたくが殺した四人のうち、一人は俺の元教え子だよ。成績は平凡で卒業してもどこももらい手はなかったが、真面目まじめでいい奴やつだった。理解したなら分かったと言え」

「……なるほど、ねえ。分かったよ」

　ウーフーはしゃがれた声をどうにか絞り出した。右手の力を緩めてやる。首の骨がへし折られたかもしれないというのに、その表情からは恐怖はまったく感じられなかった。

「いいか。実に単純な取り引きだ。おたくが謳うたわないなら、俺おれは私し怨えんで殺す。謳えば、なし。理解したか？　おたくみたいな下げ衆すな商売人が、依頼人の情報をそう多く知っているとは思ってない。だが、学校からくすねたブツを引き渡すはずだ。取り引きはどこでする」

　ウーフーは陰惨な笑みを浮かべてこちらを観察しているようだった。先ほどの警告がどこまで本気かを確かめているのだろう。謳う――情報を吐かなければ本当に殺すのかどうかを。

　やり難にくい相手だ。ザウエルは内心で舌打ちした。学校の執行部の意志を無視してこちらが勝手なことをするはずはないという確信があるのだろう。その実、それは正しかった。

「歯医者は知ってるか？」

　腰の後ろから音もなくナイフを引き抜き、やおらザウエルは言った。

「いいか、俺は力ずくも嫌いじゃないんだ。謳わせるだけなら色々とやり方は知ってる」

「歯医者なんて拷ごう問もんを知ってる奴は、地獄の一丁目一番地を見たことがある奴だけさ」

「なら、お互いにそうだってことだ」

　冷酷に言い放ち、ウーフーの髪を引っ張って顔を上げさせる。

「急いで損得勘定をするんだな。俺はそう気が長い方じゃないんだ」

　ナイフの切っ先を頬ほおにぴたりと当てた。

「取り引きはどこでする」

　ウーフーはそれでも口元を引ひき攣つらせるように笑っていた。橙だいだい色いろの瞳ひとみには酷薄な乾いた光だけがある。数瞬の沈黙を経て、

「船内」

　彼女は謳った。そうやって生き残ってきたのが、彼女の流儀だった。



◆◇◆◇◆



　シグは左腕の時計をちらりと見た。ザウエルが中にこもってから一五分といったところか。怒鳴り声も、物音も、なにも聞こえてはこない。静かなものだ。だが、話して分からないなら、そろそろ本格的な拷問が始まる頃ころ合あいだ。〈竜の箱庭〉の最近の学生はそういった訓練を受けてはいないが、一昔前の世代では必修だったと聞く。もちろん、ザウエルもだ。

　狭い通路の壁に背を預け、シグはなにをするわけでもなく虚こ空くうを眺めていた。シャルロッテは隣でパンフレットを読んでおり、向かいには文庫本を読んでいるルッツの姿がある。

「僕と先生がこの船に乗り込んだ理由は聞いたか？」

　文庫本から顔を上げるわけでもなく、ルッツが何気なく言った。

　シグは視線をそちらへ向け、

「まあ、一応は」

　ザウエルの話を整理する。〈竜の箱庭〉の大図書館から強ごう奪だつされたものがある。犯人を追って派遣されたのがザウエル教室のワルサー・ザウエルと、ルッツ・シュタイフ。さらに追加で招集されたのがシグとシャルロッテ。実行犯は鉄てつ扉ぴの向こう側。強奪された代物の回収とさらなる背後関係を探るのが残された任務。だが、ひとつ肝心なことが分からない。

「一体、なにが盗まれたってんだ」

「それだ」

　ルッツが文庫本から顔を上げ、こちらの顔を指差してくる。

「僕も知らない。君やロッテも知らない。学校は奪還を命じた者にすら知られたくないみたいだな。先生だけは知っているのかもしれないけどね。中々に興味深い」

　ルッツが文庫本を勢いよく閉じた。ページの間に挟んでいた栞しおりがその拍子に飛び出し、ひらひらと宙を舞った。そのまま床を滑るようにしてシャルロッテの足元に舞い落ちる。

　彼女は無言でその栞――ではなく写真を拾い上げた。満面の笑みの少女の写真だ。くりくりとした大きな碧へき眼がんに、肩くらいまでの金髪。どこかルッツに似ているその少女は、一二、三歳くらいに見える。

「ロリコン」

　至極真面目まじめな表情でルッツを見やり、シャルロッテは一言だけ言った。

「違う。それは僕の妹だ」

「じゃあシスコン」

　写真を覗のぞき込みながら、彼女はうなずいた。確かに実に愛らしい妹さんである。

「ロリコンでシスコンですよ。変態です。間違いありません。夜な夜なこの写真を見ながらそれはもう凄すごい妄想で――」

「す・る・か」

　ルッツは普段見せないような形相で写真を奪い返すと、慎重に文庫本に挟み直した。

「まったく、君はろくでもないな」

「仮にもザウエル教室の筆頭生がシスコンだということの方がろくでもないと思います」

「うるさいよ。シグ、君の幼なじみはどうしてこう、あれなんだ」

「俺おれに言われても困るが。と、いうかむしろなんとかしてほしいわ」

　それ以上なにも言わないようにシャルロッテの口を塞ふさぎながら、シグは深く嘆息した。

　と、不意に鉄扉が重々しい金属音を上げて開いた。

　三人は一斉に顔を出したザウエルを見やった。

　今までの騒ぎが嘘うそだったように、ルッツが冷静な声で囁ささやいた。

「謳うたいましたか。思ったよりも早かったですね」

「ま、一応な。自分のことがなによりも大切な奴やつでよかったよ。シグ――」

「なんです」

「ロッテとこの部屋を探れ。うちから強ごう奪だつしたブツがあると言ってる」

　手渡されたメモには、三等客室の部屋番号が書かれてあった。

「話のとおりブツを確認できたらそのまま確保しろ」

「そうは言われても、なにが強奪されたのか知りませんよ」

「一目見ればすぐに分かるさ」

　やはりザウエルは強奪されたものがなんであるのかを知っているらしい。

「僕はどうします」

「ルッツは残ってろ。これが嘘うそなら奴の身体からだに聞いてもう一度謳うたわせる。その時に確認にいく人員がいる」

　ザウエルはそれだけを言って黒い色いろ眼鏡めがねの奥からこちらに目配せをした。再び拘こう束そくされているウーフーに向き直ろうとして、

「魔術士殺しの極意を知ってるか」

　ウーフーのしゃがれた声を聞いた。どうやって手錠から抜け出したのか、両手が自由になっている。口元を引ひき攣つらせるようにして笑い、彼女は両腕を振り下ろした。袖そで口ぐちから飛び出てきたのは二二口径の自動拳けん銃じゆう。

「魔術を使う前に殺やるんだよ」

「先生！」

　悲鳴じみた声を上げたシグの他ほかは、誰だれも反応できない。

　反射的に佩はい刀とうの柄つかに手をかけた。ザウエルと鉄てつ扉ぴの間をすり抜けるようにして前に出る。同時に抜刀。ウーフーが引き金を絞るよりも速く、シグは袈け裟さ懸がけに刃やいばを一いつ閃せんした。

　次の瞬間。甲高い金属音とともに長剣が蹴けり返された。ウーフーが頭の近くまで鉄骨を仕込んである軍ぐん靴かを振り上げ、こちらの一撃を弾はじき返していた。

「んな!?」

「いい反応だったが、残念だったねえ。お前にゃ黒ずくめはまだ早い」

　蹴り上げた足を振り下ろす反動を利用して、ウーフーは強烈な回し蹴りを放った。鈍い音がして、シグの身体が軽々と吹き飛んだ。営倉の壁に激突して、長剣が手を離れて床を転がり、肺から声にならない空気がもれた。

「身の程知らずのガキが。世紀の大バカ野郎ルガー・ヘンケルスにでもなったつもりかい」

「んだとぉ……！　もう一回言ってみろ！」

　シグは鈍痛を無視して飛び起きた。眉み間けんに皺しわを寄せ、犬歯を見せるようにしてウーフーを睨にらみ据える。誰もがぎょっとするほどに頭にきている顔だった。漆黒の相そう貌ぼうに睨まれたウーフーは意味も分からずぞっとした。それは魔術士の防衛本能のようなもので、シグがなにか魔術を使おうとしたことを察知したからだった。だが――

「はいそこまで」

　言うが早いか、ザウエルは咥くわえていた煙草たばこを右手に握り締めていた。姿勢を低くするなり、猛烈な勢いでウーフーに飛びかかった。

　同時にシグは後ろから襟えりを鷲わし掴づかみにして引きずり倒される。

「シーくん！」

「痛いだろうが！　ロッテか!?」

「まったく君は見境がない。あまり狭いところで長物を振り回すのは感心できないな」

　文庫本を手に部屋の入口を塞ふさぐようにしているルッツが呆あきれたようにして言ってくる。

　ザウエルとルッツが魔術を使おうとしているのだ。シグには魔術を行使する前兆が見える。実際には見るというよりは感じる。世の魔術士ならば幻視する、と言うだろう。野生動物が本能で気配を察知するのに近い感覚だ。

　それは世界が変わる様だった。今ここにある世界の森羅万象、万物の全てを構成している複雑怪奇で精せい緻ち極まる設計図。それは無数の糸が編み合わさって現実という模様を作っている〈タペストリー〉のようなものだ。

　魔術士はその世界の設計図である〈タペストリー〉の糸を編み変えることができる。極一部を瞬間的に編み変えるにすぎないが、それでも自分が好きなように現実を変化させることができるのだ。

「くそったれが。とんだ時間稼ぎになっちまったか！」

　ウーフーは両腕を交差させるようにして突き出し、自動拳けん銃じゆうの引き金を絞った。

　その数瞬前。ルッツの手にしていた文庫本のページがもの凄すごい勢いでめくれだし、

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

　全てのページが一斉に舞い上がった。紙かみ吹雪ふぶきのごとく周囲を舞い踊り、一枚たりとて落下しようとはしない。

　二に挺ちようの自動拳銃が火を噴いた。一瞬で弾丸がばら撒まかれた。けたたましい音を立てて弾丸は天井から床までを薙なぎ払い、無数の弾だん痕こんをあらゆる場所に刻印した。

　同時に金属質な悲鳴も連続する。それは宙に舞っている文庫本のページに弾丸が当たった音だった。弾丸を防いだ文庫本のページが元の紙へと戻って床へと舞い落ちる。その名のとおり、ただの紙切れを鋼はがねの強度にして自在に操るのがルッツの魔術だった。

「賢さかしい魔術を使うじゃないか！」

　素早く弾倉を交換しながら、しゃがれた声でウーフーが叫ぶ。足元に使用済みの弾倉を投げ捨て――だが、遅い。すでにザウエルは眼前だった。

「〈戦いくさ乙女おとめは右手より焔もゆる〉！」

　煙草を握り締めたザウエルの右手から蒼あお白じろい炎が燃え上がった。肘ひじまでを包み込む魔術の炎。

　身体からだを交差させるようにして、右の拳こぶしをウーフーの腹部へと当てる。軽く押すようにしてやると、反射的に相手が押し返してくる。その動きに合わせて拳を突き出し、左足を踏み込む。ずだん、という強烈な音がした。

　服と肉が焼け焦げる嫌な臭におい。ウーフーは自動拳けん銃じゆうを放ほうり出し、身体からだをくの字に曲げながら吹き飛んだ。そのまま営倉の壁に激突し、もんどり打って床に倒れ込む。

「ごほっ……げえっ……！」

　よつん這ばいになって胃液を床に嘔おう吐とするウーフーの髪を容赦なく鷲わし掴づかみにすると、ザウエルは無理矢理に顔を上げさせた。乾いた声で耳元に囁ささやく。

「あんまり手を煩わせてくれるなよ、ウーフーくん。間違って殺しちまったらどうするつもりだよ。おたくにはまだやってもらうことがあるんだ」

　それはほんのわずかな間のできごとだった。

「やれやれだな。ルッツ、身体検査はちゃんとしなさいよ」

「しましたよ。どこにどうやって隠し持ってたんだか。くそっ……」

　シグは再び拘こう束そくされるウーフーを見やりながら、ゆっくりと立ち上がった。

「シーくん、怪け我がはないですか？」

「ああ、お前に引きずり倒された以外はな」

「あう。ひどいです」

　ショックを受けているシャルロッテを無視して、シグは奥歯を鳴らした。世紀の大バカ野郎だと。言ってくれるじゃないか。お前が一体、なにを知ってるってんだ……！

「シグ、あまりムキになるなよ」

　こちらの意識を確かめるようにザウエルが眼前でひらひらと手を振ってくる。

「親父おやじさんを話のネタにしてる世界中の奴やつらを一人ひとり殴っていくつもりか、お前は」

「分かってますよ。んなことは」

「なら、感情をコントロールしろ。でもって、今すべきことをしろ」

　シグは大きく息を吐いた。感情の、コントロールだ。やるべきことを思い出す。ザウエルから受け取ったメモは、思い切り握り締めてしまったせいでくしゃくしゃだった。



◆◇◆◇◆



「で、どこだよ三一一八号室は？」

　およそ一般人とは縁のないと思われている豪華飛行客船だが、リーズナブルな三等客室となると別だった。その分部屋数が一番多いため、三等客室甲板はだだっ広いの一言だった。白亜の壁と赤い絨じゆう毯たんの廊下が何本も走り、その左右に同じ造りの扉がずらりと並んでいる風景はどこも同じで、冗談抜きに迷子になりそうだった。

　シグはパンフレットの広大な案内図で目的の部屋を確認した。現在地を確かめ、ふと裏表紙の広告が目に入る。船内で催されるコンサートの告知広告だった。

「見ろよロッテ。この船、リラ・フィオーレが乗ってるのな」

　リラ・フィオーレは抜群の歌唱力と清潔感のあるルックスが評判になっている売り出し中のアイドル歌手だ。腰まである艶つややかな黒髪に、吸い込まれそうな魅力のある金色の双そう眸ぼう。その容姿と黒い衣装から名づけられた〈黒い歌姫〉のキャッチフレーズも有名だ。

　シグは別に熱烈なファンというわけではなかったが、顔と名前を知っている芸能人を生で見たいという思いは誰だれにだってある。

「そんなにあの女がいいんですか。ミーハーな」

「なんで睨にらむ」

「確かにちょっとだけ可愛かわいいかもしれませんが……貧乳ですよ」

「なに？」

「胸でしたりとかできませんよ」

「下ネタはやめなさいって」

　思わず軽く額ひたいに手刀を喰くらわせる。

「痛いです」

「ああ、痛かろう」

「でもこの痛さがいずれ快感に」

　シグは肩を落として嘆息すると早足で歩き出した。

「ああ、無視しないでください」

　目的の部屋はパンフレットの地図のおかげでほどなく見つかった。三等客室とはいえそれなりの意匠が施された扉だ。掲げられているプレートで部屋番号を確認する。間違いなし。ノブに手を伸ばす。鍵かぎはかかったままだった。

　シグとシャルロッテはそれぞれ扉の左右に張りついた。

「破りますか？」

「先生の給料から引かれるらしいからやめとこう。あの女の仲間がいるわけでもないし」

　それを考慮してザウエルは自分たちを呼び寄せたのだろうが、いればとっくに助けにきているはずだ。あの女は単独犯。むしろ単独で〈竜の箱庭〉を出し抜いたのなら、驚嘆に値すべきことではあった。あるいは学校の金看板も今やかび臭いということか。

　シグは佩はい刀とうを腰の後ろに回し、催促するように指をちょいちょいと動かす。

「髪留めのピン持ってるか」

「そういう手て癖くせの悪いところはおじ様譲りですね」

「ああ。トレジャーハントに必要なことは子供の頃ころに嫌ってほど教えられたからな。ピッキング、トレッキング、古文の解読に、よく分からない剣術――」

　シャルロッテが渡してきたピンを真まっ直すぐに伸ばし、躊ちゆう躇ちよなく鍵かぎ穴あなに突き立てる。

「今いま頃ごろどこでなにしてるやら」

「おじ様のことですから、どこかでよろしくやってると思いますが」

「雲の向こう側でかよ」

　蒼そう天てん世界の雲の向こう側に挑んだ、人類最後の冒険家――あるいは人類最後の大バカ者――それがシグの父親の世間の評価である。マウザーの再来とまで言われた魔術士にして、偉大なる冒険家。その男もまた全身黒ずくめだった。シグは幼い頃からその姿に憧あこがれていたし、それは雲の向こう側に姿を消してしまった今でも変わっていない。

「だって、シーくんはそう思ってます。わたしも同じです」

「あの親父おやじがそう簡単にくたばるかよ。〈竜の箱庭〉を弱冠一四歳で卒業して、任官の話を全部断ってやりたいことをやってた生きつ粋すいの自由人だぞ。遺跡の発掘や雲海からの沈没船サルベージで連合皇国成立以前の貴重な宝をいくつも発見して、新種の動植物も五〇種類以上発見した前代未聞の冒険家だ。俺おれの年くらいにはもう知らない奴やつはいないくらいの有名人だった」

　だが、世間は本人がいなくなった途端に笑ったものだった。あれだけの才能がありながら生き方を間違ったと。自分が思うがまま自由に生きることは難しい。自分に向けられるそうできない人々の感情を受けとめ、跳ね返し続ける覚悟をしなければならないのだから。

　シグが子供心に覚えているその背中は、だからこそ確かに格好よかったのだ。

「おじ様がそうやって好みの女の子の家に忍び込んでいたことを思い出します」

「あのバカ親父……」

　小さな音を立てて鍵かぎが開いた。シグは静かに扉を押し開いた。不測の事態に備えシャルロッテを待機させ、足音を殺して中へと滑り込む。

　誰だれもいないと思ってはいたが、一応は警戒しながら部屋の電灯を灯ともした。シグが荷物を投げ入れてきた部屋と変わりない。室内の半分を占拠しているベッドと、小さな机、椅い子すが一脚。念のためシャワールームも確認したが、やはり無人だ。

　シグはザウエルの言葉の意味がすぐに分かった。確かにそのとおりで、それは探すまでもなかった。壁に立てかけるようにして、白い布に包まれた長方形のなにかがある。シグの身長よりも少し高いくらいで、横幅も人がすっぽり納まるくらいだった。

　慎重に近づき、布を外す。出てきたものに息を呑のんだ。漆黒の棺ひつぎだった。ただし、蓋ふたの継目らしきものは一切ない。慎重に観察してみるが、それ以上はなにも分からなかった。

「……ったく、なんだってんだ」

　シャルロッテを呼ぼうとして、不意に棺の蓋に書いてある文字に気づいた。

（私……いや、我は……？）

　今では使わなくなった恐ろしく古い語ご彙いだ。学校の古典の授業でも習わない。だが、シグにしてみれば父親から叩たたき込まれた知識の一つだった。

（我は、血ち塗まみれの、竜王女――）

　彼は途切れ途切れに読み進めた。無意識に声に出す。

「我は血塗れの竜王女。戦死者の館やかたにて久遠の時を七人で踊り狂い――」

　まだ続く。

「――契りの言霊にて飼い馴ならされる……？」

　シグはどこかで聞いたことがある言葉だと思った。だが、それを思い出すよりも先に、軋きしむような鈍い音にぎくりとする。まるで読み上げた言葉が開封する鍵だったとでもいうように、継目がまったくなかった棺の蓋が開いた。こちらに向かってゆっくりと倒れてくる。

「なっ!?」

　シグは横に転がるようにしてどうにかその場を離れた。重々しい音を立て、分厚い棺ひつぎの蓋ふたが床に倒れ込んだ。大きく息を吐く。と、

「おい」

　自分以外の声にぎょっとした。視線を棺の蓋から中へと向ける。声のした方へ。

　少女だった。棺の中から一歩を踏み出し、こちらを怜れい悧りな表情で睥へい睨げいしている。一糸まとわぬ姿で。一切の恥じらいを見せることなく、堂々と佇たたずんでいる。

　血がかよっていないのではないかと思うほどに白い肌と、膝ひざ裏うらまである白銀の髪。部屋の照明に照らされて、まるで彼女自身が光り輝いているかのように見える。胸の膨らみや腰のくびれ、ほっそりとした脚は、完かん璧ぺきな彫刻のようだった。

　こちらを見据える黄金色の目はいくらか吊つり上がり気味で、人に媚こびることを知らない冷たく気高い野生動物を思わせた。桜色の薄い唇は真一文字に結ばれ、その表情からは感情を窺うかがい知ることはできない。人間というよりは神話やおとぎ話に出てくる女神や妖よう精せいのようだった。

　少女は鋼はがねの刃やいばを思わせる硬質な声で、凛りん然ぜんと言い放った。

「頭ずが高い。わたしを誰だれだと思っている」

　突然のことで思考回路が完全に停止したシグは、呆ほうけたようにしてその少女を見上げた。

「頭が高いと、言っているだろうが！」

　ごっ、という鈍い音。強烈な踵かかと落おとしが頭に炸さく裂れつする。

　シグは声にならない悲鳴を上げ、冷たい床に這はいつくばった。

「痛いだろうが！」

　シグは突然のことに混乱しつつ、痛む頭を押さえて改めて少女を見上げた。

「わたしに対する態度がなっていなかったからだ」

「知るか！」

　涙目になりつつ、叫ぶ。叫んでから、眼前の少女が裸であることに改めて気づいた。

　シグは慌てて目線をそらしたが、彼女はお構いなしだった。

「まあいい。ようやくマウザーの魔術から目覚めることができたのだからな。お前には特別にわたしを名前で呼ぶことを許してやるぞ。光栄に思え」

　少女は口元に不敵な笑みを浮かべると、こちらを観察するようにして見下ろしてくる。

「……名前？」

「ふん。気高きリンドブルムの血統――ルノア・ローゼンタールだ」

「リンドブルム、だと……？」

　遥はるか彼方かなたの昔、雲の向こう側にある世界から竜に姿を変えて蒼そう天てん世界に侵入してきたと言われている種族。この世界に魔術というものを持ち込んだ種族。人間との長い戦争を経て魔術を盗まれ、この世界からある日を境に忽こつ然ぜんと姿を消した種族。

　それがリンドブルムだった。伝説や、おとぎ話の中だけでの存在。

　シグは棺ひつぎに刻印されていたあの言葉をどこで知ったのかを思い出した。父親が生涯をかけて探し求めていた、カールツァイス・マウザーの遺物。魔術によって七人に分割されたリンドブルム〈血ち塗まみれの竜王女〉の伝説。またの名を――

「〈ヴァルハラ舞踏会〉の、竜王女……？」

　かのカールツァイス・マウザーは戦時中〈血塗れの竜王女〉と呼ばれたリンドブルムを魔術によって七人に分割して封印したという。それぞれに別の人格を与えて。七人になってしまった〈血塗れの竜王女〉は、封印を解いた者につき従って残りの自分自身と殺し合いをしなければならない。六人の自分を殺した者が、本当の〈血塗れの竜王女〉となり、マウザーの魔術から解放される――それは父親から嫌というほど聞かされてきた話だった。

「他ほかの自分に殺されるか、六人の自分を殺し尽くすまで、永遠に続く殺し合い――それが〈ヴァルハラ舞踏会〉」

　そんなものはただの伝説のはずだ。永遠に続く魔術などあるわけがない。魔術士がいくら〈タペストリー〉を編み変えて思いどおりの現実を作り出したところで、元に戻そうとする力――魔術士は〈矛盾の蛇〉と呼ぶ――が働いて、世界はすぐに元の姿に戻ってしまう。魔術をずっと維持できるのだとしたら、それは世界を創造することに等しい。それはもう人の為なせる業ではない。だが、その伝説が本当なのだとしたらまだ続きがある。

「最後まで生き残ったリンドブルムのパートナーには、望む叡えい智ちが手に入る……？」

　これが無数の冒険家たちを魅了し、野心的な国家を動かし、そして最後には挫ざ折せつさせてきた伝説の謳うたい文句だった。

「そのとおりだ。わたしの魔術の力も、様々な叡智も、一緒に分割されてしまったからな」

　ルノアは身を屈かがめ、値踏みするようにして黄金色の瞳ひとみをこちらに向けていた。

「そしてお前がわたしのパートナーというわけか」

　形のいい胸が目の前で揺れて、シグは思わず目をそらした。

「不本意だ」

「は？」

「わたしのパートナーには教養高く、礼節を弁わきまえ、勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士が相応ふさわしい。お前はどれにも当てはまっているとは思えない」

　なんとも尊大な態度だったが、シグは未いまだに混乱しており、腹が立つというような感情は湧わいてこなかった。実際、教養高く、礼節を弁え、勇猛果敢かと問われれば、胸を張ってそうですとは言えない。

「で、お前の名は」

「その前に……」

「その前に？」

　シグは真っ先に言っておかなければならないことをようやっと言った。

「服を着た方がいいんじゃないか」

　彼女はそこではたと自分の姿に気づいたようだった。冷や水を浴びたかのように動きをとめ、

「なぜ早くそれを言わないのだ！」

　顔を赤くして胸を両腕で隠すようにした。眉み間けんに皺しわを寄せて射殺すような視線を向けてくる。

「お前の服を寄よ越こせ！　早く！」

　シグの外がい套とうをひったくるようにして手にすると、ルノアはシグを睨にらみ据えた。

「この痴しれ者ものめ。散々わたしの身体からだを――」

　なんとなく殺されかねない気がしたので、シグはぶんぶんと首を振った。

「見てない！」

「あの状況で見ていないわけがないだろう、バカ者！　わたしは寛大だ。今なら本当のことを言って謝れば許してやるぞ」

　底冷えするような眼光から視線をそらす。冷たい汗が背筋を流れた。彼女の言うとおりあの状況で見ていないわけがなく、爪つま先さきから頭の上までしっかりと見てしまったわけで――

「見たんだな？」

　ルノアに気け圧おされてうなずくと、問答無用で踵かかと落おとしが飛んできた。

「痛いだろうが！」

「これくらいで許してやるからありがたく思え。言ったように、わたしは寛大なのだ」

　彼女は腰に両手を当てて実に偉そうな態度だった。シグよりは頭一つ分ほど身長が低いため、外套で足首まで隠れてしまっている。

「それで、お前の名は？」

「シグだ。シグ・ヘンケルス」

「シグ・ヘンケルスか……では早速、契約の儀式をしなければな。不本意だが。私が眠っていた間のことを知らねばならん。今はどんな時代なのか。それに、棺ひつぎを開封した者と契約の儀式をしなければ力が戻らないルールになっているのだ」

　不満気につぶやきながら、こちらに一歩ずつ詰め寄ってくる。

「契約は血の交換によって成る」

　ルノアは躊躇ためらいなく右手の指をきつく噛かんだ。赤い雫しずくが滴したたるようにして溢あふれてくる。

「お前には舞踏会のルールが、わたしにはお前の血統に連綿と宿る時代の記憶が宿る。棺を開封した者が〈ヴァルハラ舞踏会〉のパートナー。これは原理原則。絶対的なルールだ。お前のようなどう見ても弱そうな男がパートナーになるのは不本意だが仕方ない」

「まった」

　咄とつ嗟さに右手を突き出したシグに、彼女は少しきょとんとした。

　少し混乱が冷めてきた。なるほど。〈竜の箱庭〉もとんでもないものを持っていたものだ。まさかカールツァイス・マウザーの遺物――〈ヴァルハラ舞踏会〉の竜王女とは。今まで数多あまたの冒険家が求め、夢破れてきた。ルガー・ヘンケルスですら。シグはわざとらしく額ひたいをぴしゃりとやった。頭の中をよぎった考えに心臓の鼓動が速くなった気がした。

「なあ、雲の向こう側への行き方を知ってるか」

「それがお前の望む叡えい智ちというわけか？」

「知ってるのか、知らないのか。どっちだよ。リンドブルムは雲の向こう側からこの世界にきた。違うか？」

「違わない。残りの身体からだと叡智が戻れば、その方法とて分かるだろう」

「そうか」

　シグは口元が引ひき攣つるのが自分でも分かった。雲の向こう側になにがあるのか。それを自分が確かめてルガー・ヘンケルスの汚名を雪すすいでやる。そして、その方法さえ分かれば捜せるはずだ。雲の向こう側に消えた父親を。

「決まりだ。やってやるよ……〈ヴァルハラ舞踏会〉」

「バカかお前は。勘違いするな」

　ルノアはこちらの手を掴つかみ、そのまま手の指を噛かんできた。鋭い痛みが走り、続けて生暖かい舌が指を這はう。小さな傷口から血を舐なめ取られる。艶なまめかしい感触に、シグは身震いした。

　ルノアは指から口を離すと、唇を舌で湿らせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「契約はしてやる。ルールだからな。だが、力が戻ればわたしは一人で十分だ。パートナーなど必要ない。従って、お前に叡えい智ちを与えることもない」

「んだと!?」

「ええい、暴れるな！」

　どうにかしてルノアの手を振り解こうとするが、手首はがっちりと掴つかまれたままだ。

　彼女は自分の右手から滴したたる血を舐なめ取り、口に含んだ。

　無理矢理に引き寄せられる。彫刻のような美び貌ぼうが眼前にある。金色の瞳ひとみには、こちらの顔が映り込んでいた。

　有無を言わせず、唇を重ねられる。どちらのものともいえない吐息がもれた。柔らかい唇の感触。口の中に広がる鉄の味。ルノアの血だ。

　シグはそれを飲まざるを得なかった。瞬間、なぜだか彼はカールツァイス・マウザーの魔術〈戦死者の館やかた〉による〈ヴァルハラ舞踏会〉について理解していた。



一．六人の自分を殺すことで生き残った人格が〈血ち塗まみれの竜王女〉となり、リンドブルムとしての全ての力と叡智を取り戻し舞踏会から解放される。ただし、六人の自分は魔術でしか殺すことはできない。

一．封印を解いた者が舞踏会の最初のパートナーとなる。パートナーは舞踏会の勝者になった際には望む叡智を与えられる。

一．契約したパートナーを殺すことはできない。ただし、第三者に殺された場合は別のパートナーと契約できる。

一．七人には一人ずつ定められた躾しつけの言葉があり、パートナーからの言葉には強制力がある。自分自身を殺す度に躾の言葉も加算される。

一．他ほかの自分に殺される以外の死に方をした場合、全ての記憶を消去され棺ひつぎに戻って永遠に生き続ける。ただし、取り戻した力や叡智については継続される。



　それはこのような五ヶ条のルールによって成り立っている悪趣味な遊戯だった。

　同時にルノアには棺の中で眠っていた歳月を補完する知識が――彼女の言葉を借りるならば、シグの記憶ではなく血統に宿る記憶らしいが――流れ込んでいるのだろう。そういう仕組みになっている。

　ルノアがようやく唇を離した。血が混じった唾だ液えきが糸を引く。

　彼女は満足そうに口元を拭ぬぐった。なにかを確かめるように何度か拳こぶしを握り、開く。

「ふむ。これで〈タペストリー〉を幻視できる。お前はもう用なしだ」

「……本当に俺おれ抜きでやるってのか」

　シグも同じように口元を拭い、うんざりしたように言った。

「言ったはずだ。わたしのパートナーには教養高く、礼節を弁わきまえ、勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士が相応ふさわしいのだ。お前がそれに当てはまるとでもいうのか？」

「んな無茶苦茶な……」

「そうです。無茶苦茶です……！」

「そうそう――って、おい！」

　思わず同意してしまってから、シグは声を上げて背後に視線を向けた。そこにはいつからいたのかシャルロッテが佇たたずんでいた。

「シーくん……その女は誰だれですか」

　彼女は底冷えするような眼光でこちらを睨にらんでから、ゆっくりと視線をルノアに向けた。肩が小さく震えていた。表情はいつもと変わりなかったが――これはよくないことが起こっている。非常によくないことが。

「ろ、ロッテ……落ち着け」

「シーくんとキス。シーくんとキス。シーくんとキス……」

　ぶつぶつとつぶやく。眼鏡めがねが危なく光ったような気がした。彼女はベルトに差し込んでいた金かな槌づちを抜き放った。腕を振り下ろすと同時に柄つかが伸びて一メートルほどになる。

「なんなのだ、あの女は？」

　怪け訝げんな表情のルノアに、

「それはこっちの台詞せりふです。なんなんですか、あなたは。わたしだってシーくんとキスなんてしたことありません。寝ているところをこっそりしようかと思った時もありましたけど、勇気がなくてできませんでした。寝顔を見てハアハアするのが精一杯で！」

「ちょっ、おま！　さり気なくとんでもないこと言うな！」

「許せません」

　シャルロッテは長尺の金槌を器用にくるくると回し、その先端をルノアに向けた。

「成敗します！」

　シグは〈タペストリー〉が編み変えられる様を幻視した。確かな精度と速度で複雑精せい緻ちな〈タペストリー〉が編み変えられていく。シャルロッテの右手にある金槌に変化はないが――ルノアもまた完成度の高いその魔術に気づいたようだった。

「面白い」

　獲物を前にした肉食獣のように、不敵に笑う。完全に迎え撃つ気だった。

　シャルロッテの魔術が発動する。

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　金槌が振り下ろされた。

　ルノアはその一撃を床に転がるようにしてかわした。

　もの凄すごく巨大な鋼鉄のハンマーが振り下ろされたかのように、ルノアの背後にあったベッドが衝撃に揺れて完全に押し潰つぶされた。金槌を媒介に、広範囲に亘わたって強力な打撃を叩たたき込むのがシャルロッテの魔術〈魔女への鉄槌〉だった。

「逃がしません」

「愚か者め。初手をしくじった時点で負けと知れ」

　シャルロッテがもう一度〈タペストリー〉を編み変えるよりも、すでに魔術を発動させようとしているルノアの初手が速い。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　右手に現れたのは半透明の細身の刃やいば。だが、その尺はルノアの身長よりもある。〈タペストリー〉が編み変えられる様を幻視していたシグはその正体を理解した。ルノアの魔術は長さ変幻自在の刃を生み出す魔術なのだ。

　ルノアは踏み込むと同時に〈幻刀虎鉄〉を横よこ薙なぎにした。本来ならばその間合いはおよそ撃剣のものではなかったが、お構いなしだ。

　シグは咄とつ嗟さにシャルロッテを押し倒した。その頭上を魔術の刃が擦過する。

「よせって！　殺す気か！」

「先に仕掛けてきたのはその女だろう」

「ああ……シーくん、どいてください。わたし、わたし」

「そう言いながらがっちり首に手を回すな！」

　なぜか悶もだえるシャルロッテを無理矢理引き離し、シグはぜえぜえと肩で息をした。シャルロッテとルノア、二人を交互に見やる。どちらもやる気は満々といった風情だ。シグを真ん中にするようにして、じりじりと間合いをはかっている。

「ロッテ、ちょっと落ち着けって」

「いいえ、シーくん。最も早はや、殺やるか殺られるかなのです」

「なんでだ!?」

「ふん。ちょうどいいリハビリになる」

「お前も煽あおるんじゃない！」

　ルノアは魔術を使う機会を窺うかがうように右手を何度か握っては開いた。それに合わせるようにして、シャルロッテも右手の金かな槌づちをくるくると回す。

　シグは息を呑のんだ。

　ルノアが右手を握り締めた。

　仕掛ける！

　シグは叫んだ。

「ルノア、“〝お座り”〟だ！」

　次の瞬間、彼女は本当にその場でお座りをした。躾しつけられた犬のように。

「な……に!?」

　なにが起こったのか分からずに、ルノアが茫ぼう然ぜんとこちらを見上げてくる。自分がしたことであるにもかかわらず、シグはその光景を呆ほうけたようにして見つめていた。

「わたしになにをした！　これはどういうことだ！」

　怒りと恥ずかしさに顔を赤くして、ルノアは叫んだ。どう力を入れてもお座りの姿勢は微動だにしない。彼女はそのままの格好でやぶ睨にらみにシグを見据え、なおもまくし立てた。

「わたしをこんな目にあわせてただですむと思うなよ！　許さんぞ！」

　そんな態度もなにやら可愛かわいく見てくるから不思議なもので、シグは我に返ったようにして笑いを噛かみ殺した。

「お前の言葉を借りれば、舞踏会のルールってとこか」

　血を交換することによって知ることになったルール。

「七人にはそれぞれ定められた躾しつけの言葉があり、パートナーからの言葉には強制力がある。つまり、お前の躾の言葉は“〝お座り”〟ってわけだ」

「なっんだと……!?　そんなルールわたしは知らないぞ」

「踊り手だからって全部のルールを知っているわけじゃないってことだ」

「マウザー……あの悪趣味で下げ衆すな魔術士め」

　ルノアはお座りしたまま、愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「ちなみに効力は一分間だ」

　シグは大きく嘆息し、呆あつ気けに取られて口を開けているシャルロッテに言った。

「……とにかく先生を呼ぶぞ。話はそれからだ」



◆◇◆◇◆



　ウーフーの部屋での顛てん末まつを聞いたザウエルの第一声は、

「なーるほど。そいつは困ったねえ。どうも」

　そんな気の抜けるような言葉だった。

　叱しつ責せきするわけでもなく、咥くわえ煙草たばこのままがりがりと頭をかいている。

　シグはベッドに腰かけていた。ここは彼がチェックインした部屋だった。間取りはウーフーの部屋と同じである。ザウエルは腰を屈かがめて空の棺ひつぎをしげしげと眺めていた。

　シャルロッテは散々ごねたものの、ザウエルと入れ替わってウーフーの見張りをしているはずだ。これからする話はあまり聞かれたくはない話なのだろう。

「ま、俺おれも迂う闊かつだったかな。まさかこんなことになるとは」

　ザウエルは水の音がするシャワールームへと視線をやった。今はルノアが使っている。

「言っておくが、あれは本物だ。本物のリンドブルム。本物の〈血ち塗まみれの竜王女〉」

「分かってますよ。さんざん親父おやじから聞いてましたから」

「なるほど。確かに親父さんも棺を探していたからな」

　ゆっくりと立ち上がり、ザウエルは肺に紫煙を吸い込み、実にうまそうに吐き出す。

「お前は知らないだろうが、〈竜の箱庭〉は世界中に散らばっているマウザーの遺産を収集している。なにせ今では考えられないような魔術を施された物騒なものばかりだからな。その中の一つが、この棺だ。こいつはお前も知ってのとおり、魅力的な伝説つきなもんでね」

「〈ヴァルハラ舞踏会〉ですか」

「ま、そういうことだ。もっとも、残り六つはまだ発見されていない。あるいはすでに誰だれかが開封しているのか。いずれにせよ、探してるのは〈竜の箱庭〉だけじゃあない」

「どういうことです」

「そういう組織がある。ウーフーを使ったのもそうだろう。俺おれは執行部からそいつらの正体を突きとめるようにきつーく言われてるのよ」

　リンドブルムの叡えい智ち。伝説が本当だと知っているのだとしたら、誰だれだって喉のどから手が出るほど欲しいだろう。そんな連中が集まれば、そういった組織だって生まれるはずだ。

「予定ではウーフーくんを利用して取り引き相手をとっ捕まえるはずだったんだがなあ……どうしたものかな、これ。空っぽだわ。どうにかして元に戻せないもんかね」

「たとえ元に戻せるとしても、俺はそうするつもりはありませんよ」

「おいおい――ちょっと危ない遊びってわけじゃないんだぞ」

　シグは半眼でザウエルを見やった。それはルノアと血を交換した時から分かっている。舞踏会から解放されるには、最後まで勝ち抜くか、途中で敗れて死ぬしかない。

「降りませんよ、俺は」

「やれやれだ。なにを考えてる。お前にゃ荷が重い。学校に戻って〈タペストリー〉を研究すれば、ひょっとしたら解除できるかもしれんし、あんまり変なこと考えるなよ」

「まさか、カールツァイス・マウザーの魔術ですよ」

　魔術士養成学校〈竜の箱庭〉は創立以来、初代総長であるカールツァイス・マウザー自身も含めて、多くの魔術士たちが〈タペストリー〉の研究を連綿と続けてきた。膨大な情報の蓄積は間違いなく世界一であり、マウザーの魔術のノウハウすら残っている。

「二人で勝手に相談するのは構わんが――」

　いつの間にかシャワーの音がとまっていた。シャワールームの扉が開き、上半身にバスタオルを巻いただけのルノアが顔を覗のぞかせる。長い白銀の髪から銀色の雫しずくが床に滴したたり落ちていた。

「わたしの意思を無視するな。舞踏会のルールに則のつとって契約した以上、それを解除してもらっては困る。かと言って、別にお前と組む気はないが」

「なんて自己中な奴やつ……」

　シグはルノアの物言いに吐き捨てるようにして返した。さすがに腹が立ってきた。

　この女には他人に歩み寄ろうという発想がないのだろうか。なにもかもが一方的だ。確かに美人には違いないが、それだけだ。きつめの顔立ちは好みじゃないし、表情は高圧的で愛あい嬌きようの欠片かけらもない。なにより尊大な態度と言葉遣いだ。確かに自分はルノアが言うような完かん璧ぺき超人ではないが、それにしたって言い方ってものがあるだろう。

「む。わたしのどこが自己中心的なのだ」

「む、じゃねえ。それが分からないのが自己中だ」

　お互いに不機嫌な空気を出しつつ睨にらみ合う。

「ま、しばらくは仲良くしなさいって。あー、それから、シグ。お前は今回の件から外す」

「そりゃないでしょう。呼んだのは先生でしょうが」

「彼女を放ほうっておく気か。向こうにその気があろうがなかろうが、絶対に目を離すなよ。できれば大人おとなしく〈竜王女〉号で遊んでろ」

　そう言ってザウエルが渡してきたのは、シャルロッテも持っていたパンフレットだった。

「ほれ、ちょうどいい催しものもやってるぞ」

　シグは胡う乱ろん気げな視線をパンフレットに送った。〈黒い歌姫〉ことリラ・フィオーレのコンサートの告知広告が載っている。短いスカートの黒い衣装に身を包んだアイドルが、舞台の上で照明を浴び、満面の笑みでキラキラと輝いていた。

　そんな二人を無視して、ルノアは思い出したかのように言った。

「服がいるぞ」

　シグはこれ見よがしに嘆息してやった。床に置いたままになっていた荷物から自分の着替えを引っ張り出してきて、投げるようにして渡してやる。

　ルノアはそれを巧みに受け取り、

「なぜお前の服は全部黒いのだ。わたしは黒が嫌いだ」

「趣味だ。嫌なら着るな」

「……悪趣味な奴やつ」

　そう言った瞬間、身体からだに巻きつけていたバスタオルが音を立てることなく舞い落ちた。

「あ」

「な」

　シグとルノアはお互いにそれだけを言って、どうすることもできなかった。真っ白い肌がシグの目に飛び込んできて、かたちのいい胸が露あらわになり、腰のくびれが――

「ええい、見るな！　一度ならず二度までも！」

　ルノアは咄とつ嗟さに手にしていた服を投げ返した。恥ずかしさと怒りで顔を赤くして、目をぐるぐると回して声は少し裏返っていた。

　投げつけられた服を頭から浴びて、シグは抗議の声を上げた。

「不可抗力だろうが！　だいたい今のはお前が――」

「こ、ころ、ころす。殺すぞ……！」

「おお、殺せるもんならな。やってみろ。舞踏会のルールを忘れたのか」

「ぐっ……嫌な奴」

　リンドブルムは契約した人間を殺せない。それが舞踏会のルール。

「だーかーらー、仲良くしなさいっての」

　ザウエルの呆あきれた声が響く中、ルノアはシグを思い切り蹴けり飛ばした。



    

  
    
      
第二章



　勝手なことはするなと釘くぎを刺して、ザウエルは部屋を出ていった。

　シグはのろのろとベッドに腰を下ろした。ザウエルの言うことはもっともではある。〈竜の箱庭〉の魔術士は連携を重視した教育を徹底的に施される。デュオと呼ばれる二人一組の戦型を基本に、一〇人編成のデクテットまで。そこには部外者が入り込む隙すきは一切ない。ルノアを連れていては、戦型を乱すだけなのだ。

「黒はやはり落ち着かない」

　着替えをすませたルノアは、言葉のとおりすっかり黒ずくめだった。自分の格好を気にするようにしてしきりに視線を動かしている。その度に膝ひざ裏うらまである白銀の髪が揺れ、真っ白な肌と合わせて黒い服と見事なコントラストをつくっていた。

「そうかい。そいつは悪かったな」

　その様子を眺めていたシグは、投げやりにそう言ってやった。

　彼女自身の言葉とは裏腹に、実によく似合っている。サイズが一回り合わないので、シャツの袖そでやズボンの裾すそを折り返して、全体的にだぼだぼしてはいたが。

「それにすーすーして気持ち悪いぞ」

「おー、そりゃそうだろう」

　下着をつけていないのだから当たり前だ。むしろ黒ずくめを感謝されてもいいくらいだ。

（シャツが白かったら胸とか透けまくってるところだぞ）

「今、いやらしいことを考えただろう」

　裸足はだしでぺたぺたとこちらに歩いてくるルノアは、超能力者のように見事に言い当てた。

「お前は高潔という言葉を知らないのか」

「そっちこそ、貞てい淑しゆくという言葉を知らんのか。さっきも思い切り蹴けりやがって」

「その程度で許してやるからありがたく思え。本来なら八つ裂きにされても足りない所業だぞ」

「暴力女め……」

「誰だれが、暴力女だ」

「おお！」

　すかさず飛んできた踵かかと落おとしをすんでのところでかわし、シグは叫んだ。

「お前だってんだ。その足あし癖くせをなんとかしろ！」

「む。誰もかわしていいとは言っていないぞ」

「なんの許可制度だそれは！」

　こちらを見下ろすようにして仁王立ちになったルノアに、肩で息をしながら言ってやる。

「いいか、ルノア。お前とはこれからの話をしといた方がよさそうだよな」

「これからの話だと？」

「そうだ。舞踏会を踊るにも戦略がいる。違うか？　闇やみ雲くもに残り六人を捜したところで見つかるものでもないだろうしな。そもそもまだ棺ひつぎで眠ったままなのか、すでに誰だれかに開封されて舞踏会に参加しているのかも分からない」

「ふん。本気で言っているのか。お前が、わたしと、舞踏会を踊るだと」

　ルノアは怜れい悧りな光を湛たたえる黄金色の瞳ひとみで、こちらを覗のぞき込んできた。そして、嘆息。

「なんだそのため息は？」

「ないない。第一、顔が好みではない」

「そこかよ!?　お前な、棺を開けた奴やつがパートナー。これがルールだろうが。俺おれにもお前にも選ぶ権利はないし、舞踏会からの途中退場もなしだ。違うか？」

　シグの言うとおり、〈ヴァルハラ舞踏会〉から途中で抜けることはできない。解放されるには最後まで勝ち残るか、敗れて死ぬしかない。

「ふむ」

　なにを思ったのか、ルノアは一人うなずいた。机に立てかけていたシグの長剣を手に取ると、

「そこまで言うなら試してやる。お前の実力がわたしのパートナーに相応ふさわしいかどうか」

「望むところだってんだ」

「その意気やよし……！」

　ルノアは強引にシグの手を掴つかむと、引きずるようにして部屋を連れ出した。

「ちょっと……まて。どこにいく気だ。痛い痛い痛い……」

　シグはその手を振り払おうとしたが、存外に力がある上に、巧みに手首を捻ひねられているせいで力が入らなかった。そのまま三等客室が並ぶ廊下をずるずると進んでいきながら、シグは観念したように抵抗をやめた。
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　営倉の中にいるウーフーは猿さる轡ぐつわを噛かまされた上、手錠を後ろ手にかけられ、鎖で椅い子すにつながれていた。これではどうあがいても脱出することはできないだろう。さらには営倉の鉄てつ扉ぴにはしっかりと鍵かぎがかかっている。

　どこからか持ってきたパイプ椅子に座り部屋を監視するルッツは、営倉の鍵を右手で弄もてあそびながら欠伸あくびを噛み殺した。はっきり言って暇だった。懐ふところから取り出した懐中時計を見やる。午後五時を――三分ほど回っている。もうすぐザウエルがこちらに合流するはずだ。

　もっとも、ルッツにしてみればこうして無為に時間をすごすことは苦痛ではない。面白い本の一冊でもあれば最高なのだが、生あい憎にくと魔術用の三文小説しか持ち合わせていない。

（それにしても……）

　ウーフーが〈竜の箱庭〉から盗み出したというあの棺。その中身がシグの連れていた少女であることは容易に想像できた。ただ、その正体までは分からない。

（先生は知っていたようだったけど）

　学生の身分である自分には知る資格はないといったところか。縦割りと秘密主義によって彩られているあの学校ではよくあることだ。

　むしろ当面の問題は――心なしかげんなりとして、彼は隣へと視線をやる。

　そこには同じようにしてパイプ椅い子すに座るシャルロッテがいた。ただひたすらに黙々と、ホールのケーキを膝ひざの上にのせて食べ続けている。フォークがケーキに突き刺さり、口に運ばれ、フォークがケーキに突き刺さり、口に運ばれ、フォークがケーキに突き刺さり――彼女の足元には、すでに平らげられたケーキ皿が二枚ほど転がっていた。

「一体そいつはどこから持ってきたんだい」

「些さ細さいなことは気にしてはいけません」

　シャルロッテがぴたりと動きをとめて言ってくる。大方、調理場なのだろうが、これでは完全にケーキ泥棒だ。

「今回はまあ随分と癇かんに障ったみたいだね」

「なんのことですか。わたしは、まったく、なにも、怒ってなんていません」

　強いストレスを感じると、とりあえずなんでもいいので大食いして解消を図るのが彼女の癖くせだった。そうこうしているうちに三皿目のケーキが消えてなくなり、シャルロッテは口元についている生クリームを指で拭ぬぐった。少しの間を置いて、控えめに指を咥くわえる。

「シーくんが誰だれとキスしようが、関係ありません。ええ、そうです。関係ありません」

　ルッツがシャルロッテとシグの二人と出会ったのは五年前。二人が〈竜の箱庭〉に入学した頃ころからのつき合いだ。彼が知っている限り、この少女はシグにぞっこんだった。それは初めて出会った時からそうだった。兄妹きようだいというか、家族のような関係にも思える。

「肝心なところで奥手だものなあ君は」

「な、なにを言っているんですか……」

「あれだけアプローチされて手を出さないシグもシグだけど」

「シーくんは誠実なのです」

「いやあ、あれはただの優柔不断だね」

　ルッツは腕組みをすると、一人でうなずいた。

「ああいう押しに弱いのは、さっさと既成事実をつくっておかないと誰かに持ってかれるよ」

「き、既成事実……！」

　シャルロッテはなにやら色々と想像したらしく、ごくりと息を呑のんだ。両手を握り締めて、敢かん然ぜんと立ち上がる。

「確かにもうそれしかないのかもしれません。シーくんとエッチするしかないのかも！」

「年とし頃ごろの娘がなんちゅうことを叫んどるんだ」

「っ！　……ザウエル先生」

　シャルロッテはびくりと肩を震わせ、その姿勢のまま固まった。

「俺おれはなんか色々と心配だわ、ホント」

「いえ、これは、あの……違うのです」

「先生、五分の遅刻ですよ」

「細かい奴やつだね、お前も」

「時間に正確なのは美徳だと思ってるんですけどね」

　そう言ってから、ルッツはシグの姿がないことに気づいた。

「シグはどうしたんです？」

「あいつはこの件からは外すことにした」

「まあ、妥当な判断ですかね。前衛の戦力が削られるのは少し痛いですけどね」

「なんとかするさ。ロッテ、いつまで固まってる。これからの段取りを説明するぞ」

　それこそ生徒に向けて教きよう鞭べんを執る教師のような口調だった。

「いいか。ウーフーが言うには取り引きは船内で行われる。今日の二二〇〇時だ。俺たちはウーフーの部下を装い、取り引き相手に接触、その身柄を確保する。場所はここ……」

　ザウエルは懐ふところから一枚の見取り図を取り出し、壁に貼はりつけるようにして広げた。それはこの〈竜王女〉号の設計図だった。

「……右う舷げん第二七気き嚢のう区画だ」

　ついつい忘れてしまいそうになるが、ここは飛行船の中だ。彼らがいる巨大な船体ゴンドラを吊つり下げているのは、さらに巨大なエンベロープである。背骨と肋ろつ骨こつのような特殊軽合金の骨格によって、その中は左右二七ずつの区画に分割されていた。各区画には水素ガスを注入された気嚢が納められており、第二七気嚢区画は一番船尾に当たる部分だった。

　単純に言えば、この飛行船は合計で五四個の巨大な風船で空に浮かんでいるのだ。

「ここにあるのは隔壁に囲まれた気嚢と、整備用のキャットウォーク。足場は悪く、狭い」

　ルッツは顎あごに手をやり、少しばかり難しい顔をした。この状況を考えるに、連携を維持できずに個別での戦闘になる可能性が高い。それは各おの々おのの魔術の特性を利用したチーム戦を得意としている〈竜の箱庭〉の魔術士にとって、あまり歓迎できるものではなかった。

「相手の人数は不明だが、恐らくはこちらよりも多いだろう。魔術士がいる可能性も排除できないが、こちらと同数以上いるとは思えない。そこでだ、あえてチーム戦を避けて敵を分断、排撃する。相手が魔術士でなければ人数のハンデはあまり関係ない。リーダーと思われる奴は魔術士でも殺すなよ。情報が欲しい」

「質問です」

　ルッツが生徒らしく手を挙げた。

「仮に相手にも魔術士がこちらと同数以上いた場合で、その中にリーダーが含まれているケースも想定できますが」

「その場合は他ほかの連中に構わず、魔術士を最優先に排除する。対象に連携されると面倒だ」

　殲せん滅めつやむなし。情報は死体から手に入れることになるというわけか。もちろん、死者はなにも語らない。情報の精度は著しく低下する。

「戦型はトリオでいくぞ。ロッテ――前衛だ。正面から敵を切り崩せ。強引に中央突破して、中に入り込んで掻かき回す」

「分かりました」

「俺おれは中衛で援護しつつ、場が混乱すれば一気に雪な崩だれ込む。前衛を二人にして相手を完全に崩すぞ。散り散りになったあとは、各おの々おので対象を無力化する」

「僕はどうしますか」

「ルッツは後衛で防御に専念してくれ。特に相手の魔術に注意を払え。散り散りになったあとはお前の判断で動いていい。それから、ウーフーから目を離すなよ」

「了解です」

「以上だ。不確定要素がかなり強いが、お前たちは俺の生徒だ。実力を見せてみろ」

　ルッツとシャルロッテの二人が、その言葉に静かにうなずく。

「結構。ま、それじゃあ準備にかかるとしますか」

　ザウエルは受け取った鍵かぎで、営倉の鉄てつ扉ぴをゆっくりと開いた。
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　ルノアに引きずられたまま、シグは船体ゴンドラの各甲板とエンベロープを一直線に貫くようにして設置されている螺ら旋せん階段を上り、エンベロープ上に設置されている展望台へと出た。上等な木の床が敷かれている半径一〇メートルほどの円形の空間は、鉄てつ柵さくがあるだけで風と空気を直接肌で感じることができた。先客は誰だれもいない。

　紺こん碧ぺきだった空は、茜あかね色いろに変わろうとしていた。空平線の彼方かなた、大小無数の浮島を照らす太陽は雲の海に沈もうとしていた。

　ルノアはようやくシグの手を放すと、持ってきた長剣を投げ渡した。

　軽々と鉄柵を乗り越え、そのまま頑強な骨組みの上に張られているエンベロープの上に降り立つ。分厚い耐火布は彼女の体重を受けとめてもたわみもしなかった。

　巨大な居住空間を大空に浮かび上がらせているエンベロープは、まるで白い大地だった。船尾側のこちらから船首までの距離は目がくらむほどだ。軽く数百メートルはあるだろう。

「抜け。お前の実力とやらがどれほどのものか見てやるぞ」

　ルノアはシグを手招きして言い放った。なにもない腰に手を当てて抜刀するような仕草を見せる。同時に、彼女は世界の設計図である〈タペストリー〉を幻視していた。

　そんな彼女を静かに睨にらみ、シグは不敵に笑った。

「俺を甘く見るなよ」

〈タペストリー〉が編み変えられる。世界が変わる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉……！」

　ルノアの右手に半透明の魔術の刃やいばが現れた。

　刀身の長さはシグのものと同じくらいだ。シグは息を呑のんだ。鉄柵越しにいつでも斬きられる気がした。気け圧おされる空気を無理矢理に跳ね返し、

「俺おれは確かに、教養が高く、礼節を弁わきまえた勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士様ってわけじゃないけどな」

　鉄てつ柵さくを乗り越える。ルノアと対たい峙じすると、シグは大きく息を吐いた。鞘さやをベルトにぶち込むと、右手で柄つかを握り、鞘に添えた左手で鍔つばをわずかに押し上げた。

「舞踏会のパートナーだと認めさせてやるよ」

　音もなく抜刀。息を呑のむほどに美しい刃紋を持つ白刃が、空の下で鈍色にびいろに輝いた。

　シグは刃やいばを立てると半身になって右みぎ脇わきを絞った。ほとんど半身の体勢だ。

「御ご託たくはいい」

　対するルノアは右足をわずかに引き、〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉の切っ先をすっと下げた。

　それきり動かなくなる。空気が息苦しいほどに張り詰めていた。

　じっとりと全身から冷たい汗が噴き出るのを、シグは自覚する。

　身体からだの芯しんから震えるような冷れい徹てつな殺気、殺さつ伐ばつとした眼光。

　それを真正面から受けて、だがシグは一歩も退かなかった。自信はあった。少なくとも撃剣だけなら〈竜の箱庭〉でもそれなりに名は知られているつもりだった。学校の執行部からザウエル教室へ依頼される任務で実際に人を斬きったことも――ある。刃が肉を斬り、骨を断つ、あの感触はいい気分ではなかったが。

　ルノアが眼光鋭く誘いをかけた。下げた切っ先を揺らしながら、自分は一歩も動かない。

　じりじりとシグが間合いを詰める。

　ルノアは動かない。間合いが一方的に詰まるに任せている。相当な胆力だった。

　間合いが一足飛びの距離にまで近づく。一定のリズムで揺れていたルノアの切っ先がぴたりととまり、瞬間、シグは踏み込んだ。

　電光の剣けん閃せんが煌きらめいて、上段から右みぎ袈け裟さに撃ち下ろす。

　が、その前一瞬。ルノアは右足を滑らせるようにして踏み込むと、地を這はわせるようにして左側に振った魔術の刃を斬り上げた。最後は右腕一本になるような格好である。

　鋼鉄がぶつかり合うような甲高い音。迸ほとばしる火花。シグの刃が跳ね上がった。

　ルノアはすかさず離れていた左手を〈幻刀虎鉄〉に添え、魔術の刃が中空を疾しつ駆くした。

　真っ向からの必殺の一撃を、だがシグは背後に跳ぶようにしてかわした。ルノアの間合いを瞬間的に本能で理解した、ぎりぎりの芸当だった。

　空気を斬る音がして、魔術の刃が眼前を掠かすめていく。

　シグは肩で息をして、乾ききった喉のどに唾だ液えきを流し込んだ。見切ったつもりが、皮一枚掠めたのか額ひたいから流血している。鼻先を伝って口元から顎あごへと流れる血を拭ぬぐう。

「思ったよりもいい腕をしているな」

　ルノアは少し感心したようだった。咄とつ嗟さになにか答える余裕がない。この女は本気でこちらを殺すつもりなのだと思った。一対一でのこんな焦げるようなやり取りを、シグは今まで経験したことがない。それでも、どうにか皮肉げな眼光を向ける。

「へっ……そうかよ」

「だが、所しよ詮せんはその程度だ」

　ルノアは〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉をすっと立て、右みぎ脇わきを引き絞り、飛びかかるようにして強襲した。

　牽けん制せいの空振りを交え、シグの左脇腹を抉えぐり込むようにして魔術の刃やいばを繰り出す。

　その一いつ閃せんを、シグは柄つかを握る両りよう拳こぶしを近寄せ、右足をさらに引いて身体からだをほとんど横に向けるような体勢から白刃を返すようにして裏うら鎬しのぎで受けた。煌きらめく白刃と魔術の刃がぶつかり合い、金属が擦こすれるような耳障りな音と派手な火花が上がる。

　シグが魔術の刃を跳ね上げ、そのまま互いがぎりぎりの距離で対たい峙じした。

　じりじりと間合いを詰め、同時に動く。

　二人の刃が鋭い軌跡を残しつつ中空を走る。閃せん光こうが弧こを描き、ルノアがわずかに速い。斬ざん撃げきがシグの頭部を掠かすめ、だが――浅い。

　一呼吸だけの対峙。

　牽制の突き。横よこ薙なぎ、踏み込んでの袈け裟さ懸がけ、連続する突き。

　それら全てを見切り、予測し、反撃する。必殺の一撃をぎりぎりでさけ、何度も刃がぶつかり合い、儚はかない火花が散った。

　まるで互いが舞うようにして攻防は加速した。傍はた目めには優雅に、そして激しく。

　だが、現実は違った。ルノアの手の内で弄もてあそばれていることが、シグにはよく分かった。

　断末魔のような鋼はがねが弾はじかれる音が響き、シグの右手から長剣が飛ばされた。

　そのまま尻しり餅もちをつくようにしてルノアを仰ぎ見る。肩で大きく息をするシグとは対照的に、彼女は息一つ乱れてはいなかった。彫刻のような冷たい視線がこちらを射抜いてくる。

　喉のど元もとにはぴたりと押しつけられた〈幻刀虎鉄〉の切っ先。彼女の力加減次第で、自分はすぐにでも死体になる。圧倒的な実力差。これが実戦なら殺されていた。そう思った瞬間、全身から気持ちの悪い汗が滲にじんだ。

「井の中の蛙かわずだな」

　彼女は容赦なかった。

「魔術は使わないのか」

「魔術、だと？」

「そうだ。お前は魔術士なのだろう」

　ようやく呼吸も落ち着き、シグは額ひたいの汗を拭ぬぐった。ことさら皮肉げに微苦笑を浮かべる。ゆっくりと立ち上がると、軽く肩をすくめて白刃を静かに納刀した。

「その気になったか？」

　ルノアが改めて間合いを取り、〈幻刀虎鉄〉の切っ先をすっと下げた。

（くっそ……）

　大口を叩たたいておいて、このザマとは。実力差は明確だ。真正面からやり合ったところで、撃剣だけで勝てる相手ではなさそうだ。

（こういう時は――）

　大きく息を吐いた。覚悟を決めた。父親から教えられたヘンケルス家の伝統的な戦いの発想法を使うしかない。シグは、ルノアを睨にらみ据えると高らかに言った。

「ルノア、“〝お座り”〟だ！」

「なっ……に！」

　瞬間、ルノアは弾はじかれたようにその場でお座りした。〈ヴァルハラ舞踏会〉のリンドブルムを服従させる躾しつけの言葉は絶対だ。身体からだが微動だにしない。

「このバカ！　なにを……！」

　屈辱に頬ほおを紅潮させるルノアの悪態を背中に受けながら、シグは踵きびすを返して駆け出した。
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　展望台からの螺ら旋せん階段を二段飛ばしで駆け下りて、シグは一等客室甲板に飛び出した。円形のエントランスロビー。赤い絨じゆう毯たん、高い天井には豪ごう奢しやな照明。宿泊用の部屋がある区画とは別のパーティ会場が集まる区画らしく、それぞれの会場の前には『クラインシュミット社設立五〇周年記念祝賀会』といったような看板が立てられていた。

　お座りさせられたルノアは怒り心頭に違いない。だが、逃げることも戦術の一つ。勝てないと分かっていて、攻め手もなく突っ込むのは蛮勇であって勇気ではない。逃げているうちに攻め手を考える――と、いうのが父親からの教えの一つだった。

（こればっかりは胸を脹れるもんじゃないけどな）

　シグは周囲を忙せわしなく見渡した。どこにどうやって逃げるべきか。こんな格好ではパーティ会場に潜り込むこともできそうにない。

　そんなシグに言ったわけではないのだろうが、

「バッカじゃないの！」

　高圧的な少女の声がロビーに響き、ぎょっとしたシグは思わず声の主を探した。

　ロビーに設けられている喫煙スペースにその姿はあった。遠巻きに野次馬が数人。パーティの参加者らしく、上等なスーツや煌きらびやかなドレスを着て紳士淑女然としている。

　そんな中、両手を腰に当てて丸いレンズの色いろ眼鏡めがねをかけている少女が三人の男を睨んでいた。

　膝ひざ上うえまである靴下に包まれたほっそりとした白い脚、下着が見えそうなマイクロミニのプリーツスカート、白いシャツには緩めた棒ネクタイ。眉み間けんには不機嫌そうな皺しわがある。腰まである艶つややかな漆黒の髪をかき上げた前髪ぱっつんの少女は、殺気立った声で続けた。

「いい加減にしてくれる？　あたしは酔っ払いの相手をしてるほど暇じゃないのよ」

　睨まれているのはいずれも若い男で、上等なタキシードを着ていた。すぐそこのパーティ会場から抜け出してきた連中だろう。

「まあいいじゃないか。一杯くらい」

　右手にワインのボトルを持った男が、へらへらと言った。頭から爪つま先さきまでじっくりと舐ねぶるような視線を送り、後ろの二人もにやにやとした笑みを隠そうともしない。

「どこの生まれ？　俺おれは第一帝国のブリュンヒルデさ。クラインシュミット社は知ってるだろ？　親父おやじがそこの役員でね」

　男は得意げに次々と口説き文句を並び立てた。少女が言葉を挟む間すらなく話し続ける。

「ちょっと……！」

　無理矢理に肩を抱かれ、彼女は力任せに振り払った。

「おおっと……！　君みたいな品がある女性がいけないな」

　男はおどけたような仕草を見せると、今度は少女の腰に手を回そうとした。

　瞬間、彼女は思い切り男の横面を平手打ちした。景気のいい音が響く。遠巻きに眺めていた野次馬たちが驚いたようにざわめいた。ひそひそとなにかを言い合い、それでも別段助けようとする者もいない。その一部始終を見ていたシグは内心でつぶやいた。

（おお……！　こっわー）

「はん。くっだらない！」

「いってえな……！」

　声を怒りで震わせる男に、だが彼女は一歩も退かずに言い放った。

「パパの知り合いの女にチヤホヤされてろ」

「このアマ……！」

　かなり険悪な雰囲気だ。平手打ちされた男が少女の手を強引に掴つかみ、捻ひねり上げるようにした。

「あー……」

　どう見てもこれ以上はまずそうだった。こんなところでもたもたしているとルノアに見つかってしまうかもしれないのだが、目の前で女の子が怪け我がをするのは気分がいいものではない。

「くっそ」

　小走りに近づきながらシグは腰に手をやり、思い直す。あんな素人に抜刀したとあっては〈竜の箱庭〉の沽こ券けんに関かかわる。警告もなにもしない。男の一人の襟えり首くびを掴み、力任せに引き倒した。そのまま容赦なく踵かかとに鉄骨の入ったブーツで踏みつける。

「ぐぇっ」

　と、いう蛙かえるのような悲鳴がもれた。残りの二人がこちらに気づいて呆あつ気けに取られていた。手の力が緩んだのか、少女がその隙すきにワインの男の手を振り解いた。

「なんだおま――」

　男に陳腐な台詞せりふを最後まで言わせることなく、シグは無造作に前まえ蹴げりを放った。

　鈍い音を残して、男がワインボトルを投げ出して軽く吹き飛ぶ。そのまま背中から絨じゆう毯たんを転がり、大の字になった。

「下がってろ」

「ちょっと、痛い」

　少女を無理矢理こちらに引き寄せ、腰が引けている最後の一人を片づけようとする。

「な、な、なんだよお前は！」

「なんだと言われてもな」

　シグは顎あごに手をやり、考えるような仕草を見せた。普段から少しばかり斜はすに構えているような表情にからかうような色を浮かべ、

「正義の味方だよ」

「ふざけるなよ、この野郎！　よくもこんな、僕たちを誰だれだと思ってるんだ。くそ。くそ！」

　男は涙目になりながらも逃げようとはしなかった。半ば悲鳴を上げる。

「うわあああぁぁっ！」

　シグはぎょっとした。声に、ではない。世界が変わる様を幻視したのだ。間違いなく魔術だった。実に稚ち拙せつで単純な〈タペストリー〉の編み変えだが、魔術が使われようとしている。

「魔術士だあっ!?」

「お、俺おれは〈竜の箱庭〉出身だぞ！」

　こけ威おどしである。それが本当ならこんな幼稚で雑な〈タペストリー〉の編み方はしない。並の魔術士なら、後の先を取って魔術で切り返せる。

　だが、シグにはできなかった。

　次の瞬間。圧縮された空気が弾はじけるようなパンッという音がした。

　シグはなにかに殴られたような衝撃を受け、身体からだをくの字に曲げて吹っ飛んだ。

　そのまま派手な音を立てて壁に激突する。

「は、ははは。僕を甘く見るなよ。ええ！　女、お前もだ！」

「お前もだ、じゃねーわよ」

　得意げに言った男の頭を、少女は床に転がっていたワインボトルで思い切り殴りつけた。

　派手なガラスの破砕音。ボトルが粉々に砕け、男が得意顔のまま天井を仰ぐように倒れていく。

「バッカじゃないの」

　彼女は吐き捨てるように言うと、割れたボトルを投げ捨てた。色いろ眼鏡めがねを外し、後頭部を擦こすりながら身を起こしたシグを呆あきれたようにして見つめる。

「いって……まさか魔術を使う奴やつがいるとは」

「あんたねえ、助けるなら最後までちゃんと助けなさいよ」

　黄金色の双そう眸ぼうの少女は思ったよりも長身で、一七〇センチより少し高いシグとほとんど変わらなかった。虫の居所が悪そうだったので、火に油を注ぐようなことはしないでおこうと、自制する努力をして言ってみる。

「助けてもらっといての第一声がそれはないんじゃないですか、フロイライン」

「はっ、あんたなに様？」

　努力は台無しになった。

「そりゃこっちの台詞せりふだ！」

　お互いに睨にらみ合う。なんなら乱闘になりそうな雰囲気だった。

「それに、最後の一人はあたしがやった」

　どこか得意げな少女の顔は、

「うわー、またこれは派手にやっちゃいましたね。しかし……」

　胃の辺りを押さえながら現れた男の声を聞いて一変した。嫌悪感を隠そうともせずに、彼女はそちらを睨み据える。長身のひょろりとした優男だった。黒髪を撫なでつけるように総髪にして、清潔感のある白のスーツ、派手な色のシャツにはネクタイをきっちり締めている。今はどこか顔色が悪かった。

「どうかおイタはそれくらいにしてくださいね。お願いしますから」

　少女の表情を窺うかがうようにして、優男は言った。縁のない眼鏡めがねのブリッジを静かに押し上げると、背後に控えていたごつい体たい躯くの黒服に手振りで指示を出した。

　黒服が歩み寄ってくるのを見て、少女はいきなりシグの胸倉を掴つかみ上げた。

「た、助けなさいよ！　悪い奴やつらに追われてるのよ！」

「そ、それが人にものを頼む態度か！」

「なによ！」

　胸倉の手を引き離そうと、名前も知らない少女の腕を掴む。二人がもみ合っている間にも黒服の男はすぐそこまで迫っていたが、突然、足払いでもかけられたかのように崩れ落ちた。いや、実際に膝ひざの裏側に強烈な蹴けりを打ち込まれていた。続けざまに肩を掴まれて後ろに引き倒され、同時に腰に強烈な膝蹴りを喰くらう。黒服が無言で崩れ落ちた。思わず見とれてしまうような鮮やかな手並み――ルノアだった。平然と澄ました顔をして、シグに告げてくる。

「なんの騒ぎだこれは」

　その言葉が合図だったように、優男がシグにずいっと忍び寄った。

「はい。そのまま。そのまま離さないでくださいねー」

　どうやら掴んだ少女の手のことを言っているらしい。優男は完全に気を失っている黒服に哀れそうな視線を送り、総髪のせいで露出している額ひたいをわざとらしくぴしゃりとやった。

「まったく。君を一人にするとすぐにトラブルだ。本当に勘弁してくださいよ」

「うるっさいわね！　だって退屈なんだもの。ちょっと飛行船の中を見てくるだけよ」

「ですから、君には立場ってものがあるでしょう」

「ビクビクしないでよ。どうせ分かりゃしないわよ。ステージじゃ、ちゃんとやってあげてんじゃない。たまには自由にさせてよ。息がつまっちゃう」

　シグはぐいぐいと締め上げられて目を白黒させた。

「く、苦し……」

「事情は分からないが、その男を離してやってくれないか。死なれては困るのだが」

　ルノアの指摘でようやっとシグの顔色が青くなっていることに気づいた少女は、

「え？　ああっと……どうしたの顔色悪いわよ」

　申し訳程度に言って手を離してくれた。

「うぇっ、げほっ、こ、殺す気か！」

「どうも申し訳ありませんね。うちのリラがとんだ迷惑をかけまして」

「迷惑、以外の、なにものでもない……って？　今、なんと？」

　助け起こしてくれる優男氏に、シグは思わず聞き返した。

「ですから、うちのリラが。ああ、すいません。申し遅れました。ぼかぁこういう者です」

　丁寧に名刺を渡される。シーメンス・ハルスケ。ハミングバード芸能事務所の社長兼マネージャー。

「で、こちらがリラ・フィオーレです。ご存知かとは思いますが」

　気弱な笑顔で紹介された少女は、不機嫌そうに両手を腰に当てて――癖くせみたいなものらしい――射殺すような眼光を放っていた。

　リラ・フィオーレは抜群の歌唱力と清潔感のあるルックスが評判になっている売り出し中のアイドル歌手――じゃなかったか？　腰まである艶つややかな黒髪に、吸い込まれそうな魅力のある金色の双そう眸ぼう――これは確かに合っている。合ってはいるが……

　シグは思わず叫んだ。

「んなバカな!?」
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      　つまるところ、リラ・フィオーレはとんだじゃじゃ馬だということらしい。

　シーメンスに案内されたＶＩＰ御ご用よう達たしの一等客室は、なるほど豪華なものだった。扉をくぐればそこは落ち着いた色合いの広々とした居間であり、妙にクッションの利いたソファだとか、黒こく檀たんの机だとか、ワインセラーだとか、価値がよく分からない壺つぼだとか絵画だとか、とにかくも品のいい調度品で飾られていた。照明はもちろんシャンデリアだった。さらには複数の寝室があるらしく、いくつかの扉が見て取れる。

「…………なるほど、分かりました。ちょっと状況を整理させてください」

　シグは自分に言い聞かせるようにしてマネージャー氏に言った。リラ・フィオーレは現在、〈竜王女〉号の客寄せの目玉として船内でのコンサートを開催している。その期間は三ヶ月間にも及び、彼女はどうやらリハーサルと本番以外は部屋にこもっている飛行船生活に飽きたらしく、シーメンスの目を盗んで一人で部屋を抜け出したらしい。結果、先ほどのトラブルになった。

「つまりなんですか、あなたは。あの――」

　声をひそめ、むっつりとソファにあぐらをかいているリラを見やる。

「凶暴娘の相手をしろというわけですか」

「誰だれが凶暴娘よ」

「お前だよ」

　数瞬睨にらみ合い、リラは舌を出すと『イーッ』という顔をしてそっぽを向いた。

「まあ、そういうことです。ただ、なにも彼女をこの部屋から一歩も出さないようにしてくれというわけではありません。その上で、ほら、もうお分かりかとは思いますが、彼女はああいう性格です。外に出た時に無用なトラブルになりかねない。週刊誌の記者にもプライベートの姿を狙ねらわれているかもしれませんし。彼女は弱小芸能事務所であるうちの稼ぎ頭なので、イメージは大切にしなきゃならんのです。分かるでしょう……！」

　マネージャー氏は、ずずい、と顔を近づけてきた。

　シグは気け圧おされつつうなずいた。イメージというよりは半ば詐さ欺ぎのような気もしたが。

「そこで！　そういうものから彼女を守ってほしいと。まあ、そういうわけです。見たところ腕も立つようですし。期間は本番までで構いません。なにせそれまでぼくが準備で手いっぱいになってしまうもので。目を光らせておく者がいないのですよ」

「ははあ……つまるところ、要するに」

「この娘の我がままの火消しではないか」

　今まで黙って聞いていたルノアが、元も子もない本質をズバリと言い放った。

「なぜ我々がそんなこと――むぐ」

　シグは慌ててルノアの口を塞ふさいだ。声を押し殺し、それでも強い口調で、

（誰のせいだと思ってやがる）

（わたしのせいだというのか）

（お前があのボディガードをボコボコにしたからこんなことになってるんだろうが）

（なにやらきな臭い雰囲気だったから助けてやったまでだ）

（誰だれも助けてくれとは言ってない）

（よくもそんなことが言えたものだな。あんな稚ち拙せつな魔術すら切り返せないくせに）

（ぐっ……見てたのかよ）

（大口を叩たたいたくせに本当に情けない奴やつ。お前にはほとほと呆あきれたぞ）

（うるせえ）

　ひそひそと言い合う二人を他よ所そに、シーメンスは続けた。

「この〈竜王女〉号で武器の携行を許可されているということは然しかるべき身分がおありでしょう。例えばそう、あの名高い魔術士養成学校〈竜の箱庭〉の――とかね。その黒ずくめの格好。さぞかし腕の立つ魔術士とお見受けしましたが？」

　シーメンスはこちらの正体を見破った上で言ってきているらしい。シグは降参だとばかりに両手を挙げた。道義的責任というやつもあるし、受けてやった方がよさそうだ。

「なら……これは〈竜の箱庭〉に対する正式な依頼として扱います。本来であれば学校の執行部で審査されるんですが、上司をとおして事後で許可を取ります。その後、契約書と依頼料の請求書を当校からお送りします。名刺の住所で構いませんか」

「はい。それはもちろん」

〈竜の箱庭〉は私立の魔術士養成学校。そこで育成された魔術士たちは神聖連合皇国指導部や、連合皇国を構成する七帝国の然るべき組織や機関に引き上げられる。だが、同時にそうした国家や大企業、あるいは個人からの依頼を請け負う独立業務請負会社の側面も持っている。

　生徒の大半は〈竜の箱庭〉が施設などからスカウトしてきた子供たちであり、授業料を徴収していないのだから、学校を維持するためにはなにかで収益を上げる必要があるのだ。

「では、くれぐれもよろしくお願いします」

　シーメンスは深々と頭を下げると、胃薬らしき錠剤をコップの水とともに飲み干した。

「リラ、これからはこのお二人に色々とお願いしてください。では、ぼかぁこれで」

　それだけを言い残してそそくさと部屋を出ていく。

「我がままにつき合うのが嫌になっただけなんじゃあ……」

「うむ、わたしもそう思う」

　二人してゆっくりと件くだんのアイドル様に視線をやると、彼女もまたこちらを見据えてきていた。金色の瞳ひとみが値踏みするようにして、爪つま先さきから頭の先へと動いていく。

「なーにが色々よ。要するに見張り役じゃない」

　シグは軽く嘆息して不満そうなリラに近づいた。思わぬトラブルで罵ののしり合いをしたものだから、丁寧な言葉遣いをするのも馬ば鹿からしかったが。

「〈竜の箱庭〉のシグ・ヘンケルスです。短い間ですが、よろしくどうぞ」

「ふーん……〈竜の箱庭〉。魔術士ってわけ」

　金色の双そう眸ぼうがこちらを見上げてくる。改めて近くで見ると、リラ・フィオーレは大した美人に違いなかった。小さい顔に、ほっそりとした顎あごのライン。健康的な色気。だが、

「にしても、だっさい格好。カールツァイス・マウザーにでもなったつもり？」

　やはり口を開くと台無しだった。

　シグは肩を落とし――節度を持った対応をする努力を放棄した。

「俺おれがどんな格好しようと自由だろうが」

「まあね……ひょっとして、あんたのヘンケルスって、あのヘンケルス？」

　リラは興味深そうにこちらをしげしげと眺めた。

「そうだよ。ルガー・ヘンケルスは俺の親父おやじだよ」

　うんざりしたようにシグは言った。またか、と思った。ヘンケルスの名前を聞けば誰だれもが興味を示す。それでもって言葉ではなんと言おうが、内心では嘲あざける表情を浮かべたものだった。ザウエルの言葉を思い出した。感情の、コントロールだ。

「やっぱり！　あたし、ルガー・ヘンケルスのファンなの！」

「は？」

　思いも寄らない言葉に、シグは間の抜けた声をもらした。今までもそういった言葉を聞いたことがないわけではないが、大たい抵ていは社交辞令にすぎない上辺だけの代物だった。だが、リラは瞳ひとみに力強い光を灯ともして恥ずかしげもなく言い放った。

「自分がやりたいように生きるって憧あこがれるの。ルガー・ヘンケルスくらいの自由人はいないでしょ。だからほら、あたしも黒ずくめ」

　リラは移動式のハンガーごと部屋に運び込まれている無数の衣装を指差した。〈黒い歌姫〉の名のとおり、衣装はどれも黒を基調にしたものだった。

「だとしたらあんたって良血のはずなのにね」

「なんだよ？」

「あんなへなちょこな魔術喰くらっちゃってさ。〈竜の箱庭〉の魔術士なら格好よく切り返しなさいよ。本当は大したことないんじゃないの」

　図星だった。シグはその実、魔術が苦手なのだ。

　言いよどんだ彼を見て、リラは目め聡ざとく自分の言葉が正しいことを悟ったようだった。

　思わず噴き出すようにしてケタケタと笑う。

「なにそれ。そんなのってあるの？　だって、あの〈竜の箱庭〉でしょ？」

「別に使えないってわけじゃない」

「あー、それって言い訳じゃない？」

　怒った顔や、不満げな顔ばかり見てきたせいか、屈託のないその笑顔は確かに魅力的だった。

「ようは落ちこぼれってわけね」

「その落ちこぼれに助けられたのはどこの誰だ」

「一応、感謝してるわよ」

　リラは唇を尖とがらせながら渋々と言った。

「そういう言葉は、なにかこう、満面の笑みで言うもんじゃないか？」

「こんな風に？」

　完かん璧ぺきなまでにつくられた満面の笑み。雑誌やポスターでよく見る、リラ・フィオーレがそこにいた。だが、彼女はすぐに元の表情に戻ると、

「で、もう一人の黒ずくめは自己紹介もないわけね」

　いつの間にか勝手に衣装を漁あさっているルノアを据わった目で睨にらんだ。

「ルノア・ローゼンタールだ」

「まったく好意が感じられない態度ね」

「そんなことはない」

　ルノアはいつもの平板な声だった。どうもシグの黒服が気に入らないらしく、代わりの服を探しているようだった。だが、生あい憎にくとリラの衣装も全て黒を基調にしている。ルノアは仕方なく、適当に見つけたショートブーツだけを拝借した。履き心地を確かめるように爪つま先さきをとんとんとやって軽く飛び跳ねる。

「あんたはあんたで――気に入らないのよね」

「なぜだ？　わたしは別にお前を不愉快にさせるようなことをした覚えはないが。黒い服しかない趣味はどうかと思うが」

　リラは立ち上がり、つかつかとルノアの背後に回りこんだ。次の瞬間、ルノアの脇わきの下から腕を回すようにして胸を鷲わし掴づかみにした。

「なんなのよこの無意味に育った胸は!?」

　確かにルノアの胸は巨乳というわけではないが、実に形のいい美乳だった。シグはシャルロッテが言っていた言葉を思い出した。確かに――リラは貧乳だ。

「なぁ……!?　ななな、なにをする！　牛乳を飲め。そうすればその平板な胸も育つ――」

「内心であたしのことバカにしてるでしょ！　くぬ、くぬ、くぬ」

「ん……本当に、やめ……」

　そこはかとなく切なげな声がもれる。

　リラは気が済むまで胸を揉もんだあと、

「今後二度とあたしの前にその乳を出すんじゃねーわよ。いいわね？」

　肩で息をしながら崩れ落ちたルノアに無茶なことを吐き捨てた。

「くっ……なんという辱はずかしめ」

　リラは勝ち誇ったようにルノアを睥へい睨げいすると、さっそうと踵きびすを返した。

「どこいく気だ？」

「トイレよトイレ」

　彼女は足をとめ、からかうようにして笑った。ガラスの机に置いてあった黒い色いろ眼鏡めがねを引っかけるようにかける。

「それとも中までついてくるわけ？　あたしは別に構いませんわよ。魔術士さん」

「分かったよ」

　シグは手を振ってさっさといくように促うながした。

　室内は主あるじが姿を消したせいで静かになった。恐らく彼女の性格からしてお供つきで外に出たところで喜びもしないだろう。かといって、このまま大人おとなしく部屋にいてくれるとも思えなかった。こちらの目を欺あざむいて脱走しようとするに違いない。

「ったく、難題だぞこれは」

「なぜわたしまでこんなことをしなければならないのだ」

「だから、そもそもはお前がボディガードをボコボコにしたからだろうが」

「む。ボコボコにはしていない。加減は心得ている」

「どこがだよ……」

　シグは呆あきれたようにつぶやき、飾ってある意味の分からない抽象画を手持ち無ぶ沙さ汰たに眺めた。

「言っとくけどな、諦あきらめたわけじゃないからな」

「舞踏会のことを言っているのか？　ならやめておけ。自分の実力はよく分かったはずだ。あの程度では、足手まといもいいところだ」

「ぐっ……ちょっとは気を使えよ」

　容赦のない言葉は、だが事実でもある。今の実力ではルノアに対等なパートナーとして認めてもらうことはできない。だからといって、引き下がるわけにもいかない。ルガー・ヘンケルスの汚名を雪すすぎ、そんな父親が成し得なかったことを成し遂げる。それが子供の頃ころからのシグの夢であり目標なのだ。

「お前は我流が強いがクルツ派一刀流だろう。あれは泥臭い古流剣術だ。そのくせ、お前はたまに型にはまった妙に綺き麗れいな動きもする。はっきり言ってお前の撃剣はなってない。中途半端に二つの流派をかじったな？」

　一度手合わせしただけでこちらのことが手に取るように分かっている。身に覚えはないが、父親から教えられていたのはそのクルツ派一刀流というやつなのだろう。〈竜の箱庭〉に入学してから基礎を一から叩たたき込まれたのは別の流派だ。

「お前……本気で凄すごいやつだな」

「身体からだに染みついている方を使うんだな。そうすればもう少しはましになる」

　他意なく言ってから、ルノアはこちらを見てくるシグに怪け訝げんな顔をした。

「どうした？」

　リラが姿を消してから、五分程度。決して遅すぎるというわけでもないが……シグは軽く舌打ちした。そうだ。どうしてトイレにいくのに色いろ眼鏡めがねをかける必要がある！

　シグは小走りにリラが姿を消したドアに向かった。鍵かぎはかかっていなかった。と、いうよりはそこは大理石の洗面台と大きな鏡が設けられている空間に続いており、肝心のトイレのドアはそのまた向こうにあった。

「おい！」

　ドアをノックするが返事はない。鍵かぎはかかっている。

　シグは躊ちゆう躇ちよなくドアを蹴け破やぶった。誰だれもいない。

　予感が的中したことに頭を抱える。リラ・フィオーレは思った以上に行動的な女だった。天井を見上げると、換気用のダクトがあった。そこから姿を消したに違いない。

　背後から様子を窺うかがっていたルノアに呆あきれたようにつぶやく。

「見事にやられた」

「まさか捜さないといけないというわけか」

　淡々とつぶやくルノアに、シグはわざとらしくぼやいた。

「すげえ、よく分かったな」

「うるさい」

「いてえ、蹴るなって」

「一〇〇歩譲って、こうなってしまった一因にわたしがあの黒服をのしてしまったことがあるとしてだ。過去の過ちを責めるのではなく、もっと建設的な話をするべきだと思うが」

「異議なし」

　すぐに暴力に訴えやがって、という不平を胸中でつぶやきながら、シグは適当に返事をした。丸めて尻しりのポケットに突っ込んでいた、ザウエルから渡された案内パンフレットを広げる。〈竜王女〉号の施設案内のページだ。

　飛行客船〈竜王女〉号の船体ゴンドラは五層構造になっている。最下層の一階は格納庫や乗員区画がある飛行甲板で、原則として乗客は立ち入り禁止だ。二階は三等客室甲板。三階は二等客室甲板。四階は買い物や食事ができる店や、カジノ、映画館、プールなんてものがある複合娯楽甲板。五階がようやく一等客室甲板だ。さらに上層は船体ゴンドラではなくエンベロープの中になり、乗員しか入れない気き嚢のう区画がある。

「まっとうに考えれば四階か。地味に足を使うしかないかもな」

「聞き込みでもする気か？」

「それ以外どうしろってんだ」

　シグは投げやりに言った。

「人相や風ふう体ていを伝えるものがなければ聞き込みなどできない」

「……なるほど」

　ルノアの言うことはもっともだ。リラ・フィオーレと聞けば、誰もが思い描くのはパンフレットに載っているような姿だろう。これでは見つかるものも見つからない。

「ちょうどいい。先生に報告がてら、ロッテに頼むことにしよう」

「む。いきなりわたしに襲いかかってきた女か？」

　そういえばそうだった。なんだか二人を対面させるのが不安になってきた。

「ああ。似顔絵がすごく上う手まいんだぞ？」

　シグはそう言いながら、小さく嘆息した。
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　ルノアを廊下で待たせて部屋の中に入ると、ザウエルは洗面台の鏡に向かって伸びてきた不ぶ精しよう髭ひげをいつも使っているナイフで器用に剃そっているところだった。学校から支給される戦闘服――要所を脱着式の金属板で補強できる耐刃防弾繊維の優れものだ――に着替えるところだったのか、よれよれの下着一枚という情けない姿だった。

「なにをやってんです、先生」

「メインイベントへの身だしなみってやつ」

　背中しか見えないが、鍛えられた肉体は研ぎ澄まされた刃物のように無駄がない。そして、刀傷、銃じゆう創そう、火傷やけど、あらゆる種類の傷が刻まれていた。くぐり抜けてきた修羅場を無言で語るその背中に、シグは息を呑のんだ。

「で、なんなのよ？」

　マネージャー氏からの依頼のことを報告すると、ザウエルはあっさりと許可を出した。彼の言葉を借りれば、ぶらぶらしてるよりはいいじゃない、ということらしい。そんなものかとも思ったが、学校の執行部が事後承認する依頼――つまりは学校の魔術士が個人で取ってくる仕事――というものも結構あるらしい。その場合、依頼料の分配比率が変わるらしく、ザウエルが言うところの薄給の講師連中の副業になっているというわけだ。

「ま、暇つぶしができてよかったじゃないの」

「そんな気楽なものでもなさそうな感じですけどね」

　シグは鏡に向いたままのザウエルに軽く頭を下げ、部屋の外へと出た。

「話はついたのか」

「ああ。なんともお気楽だよ、俺おれの上司は」

　素直に部屋の外で待っていたルノアに答えつつ、斜め向かいの部屋を指差す。関係者の部屋をまとめてとったらしく、ザウエル教室の面々の部屋はほぼ近くで固まっていた。

「次はあそこだ」

「む。あの女の部屋だな」

「シャルロッテだ。俺の幼なじみで、まあ、俺よりは大分優秀な魔術士でもある」

「それは知っている。わたしはその魔術で襲われたんだぞ」

　扉をノックする。

「しかし、なぜ彼女が怒ったのかが分からないのだが」

「そりゃお前なあ……」

　と、言いかけてどう説明したものかと思った。どうにも要領を得ない説明になりそうだった。ずっと子供の頃ころからの幼なじみで、信頼できる友人で……それ以上の関係かと言われればそういうわけでもない。かといって、彼女が怒る理由も分からないわけではないのだ。いくらなんでもそれほどガキではない。ただ、なんというか、意識的に考えないようにしているのだ。そういう意味では、ガキ以外のなにものでもないわけだが。

　シグががりがりと頭をかいていると、扉が勢いよく開いた。すでに学校支給の戦闘服に着替えていたシャルロッテは、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを怒りに燃え上がらせており、

「シーくん！　どの面下げてきやがるのですか、この浮気者！」

「どおっ!?」

　いきなり振り下ろされた伸縮性の金かな槌づち――今は伸びている――を、奇跡的な反射神経で両手を合わせるようにして受けとめる。もの凄すごい力でぎりぎりと押し込まれ、片かた膝ひざをつきながらもシグは声を絞り出した。

「は、話せば分かる」

「テロリストに襲われた政治家のようだな」

　その様子を至極冷静に観察していたルノアが言った。

「お前も、見てないで助けろよ！」

「都合のいい時だけ自分の意図を汲くみ取ってもらおうとするのはどうかと思うぞ。こういうのは信頼関係が大事なのだ。お前はそもそも性根がなっていない」

　薄情に言い放つルノアに、シャルロッテは便乗した。

「そうです。シーくんは男として性根がなっていません」

「な・ん・の、話だ……」

「普通、こんな幼なじみがいたら手を出すと思います。シーくんはあれですか。眼鏡だったり、背が小さかったり、癖くせっ毛だったり、胸が大きかったりする女の子が嫌いだとでも？」

「き、嫌いじゃないが……」

　シグは必死の形相だった。金槌の柄つかを挟んでいる両手がぶるぶる震え、そこはかとなく限界が近い気がする。

「だったら、いいですよね？　ね？」

　シャルロッテがこちらを押し倒すくらいの勢いで顔を近づけてくる。なにやら自分の行為そのものに興奮しているらしく、目がぐるぐると回っているみたいだった。

「わ、わたしと、き、きき、既成事実を、つ、つくりませんか？」

「…………」

　動きがぴたりと停止する。数瞬の沈黙のあと、シグはどうにか力任せに金槌を横に払いのけた。ゆっくりと立ち上がり、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「およそ婦女子が言うことではないな」

　これまた冷静に感想をもらすルノアを無視して、彼は言った。

「ロッテ、実は頼みたいことがあるんだが」

「ええ……!?　わたしの発言がなかったことに……？」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべると、シャルロッテは崩れ落ちた。

　その後、なにやら心に傷を負ったらしい彼女がくよくよしながらも描いてくれたリラの絵は実に完かん璧ぺきで、逃げ出した時の服装から、勝気で生意気そうな美少女が色いろ眼鏡めがねをかけている雰囲気までが忠実に再現されていた。
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　案の定、聞き込みははかどらなかった。

　船体ゴンドラ四階の複合娯楽甲板というのは、かなり複雑な構造をしていた。二階分の天井をぶち抜いて吹き抜けにしており、この四階だけで別の複層構造になっているのだ。飲食、衣服、化粧品、装飾品と店舗ごとに区画は決められてはいるらしいが、その数がそもそも半端ではなかった。流行に疎うといシグでも知っているような有名ブランドもいくつも入っている。世の中の商業施設というのは、どうしてこう女の子向けの同じような店が、飽きもせずにぎゅうぎゅうと入っているのだろうか。

　そして、なによりも人、人、人だ。時刻は夜の帳とばりもすっかり下りているというのに、広い通路は親子連れ、カップル、女子の集団、なんでもありだ。さすがはリーズナブルなお値段の三等客室もご用意しております、というだけのことはある。しかも、リラと同じような格好をした若い女の子がいたるところにいるのだ。これでは見つけるのは奇跡みたいなものだ。

「くそっ……お手上げだこりゃ」

　色々と歩き回ったシグは悪態をつきながら、書店で買った雑誌をゴミ箱に放ほうり投げた。一〇代の女の子向けのファション雑誌で、モデルとしてリラが特集されていた。彼女は若い女の子のファションリーダーでもあるらしい。道理で似たような格好をしている女の子が多いはずだ。

「ふむ。今の時代はああいう格好が流行しているのか？」

　黄色い声を上げながらとおりすぎる女子の一団をしげしげと観察していたルノアが言った。彼女の黒ずくめの格好は華やかさとはまったく無縁だ。

「俺おれも今、初めて知った。そういう知識ってのは契約した時に入ってこないものなんだな」

「当たり前だ。血の交換によってわたしが得る知識は、あくまでも目覚めた時代における蒼そう天てん世界の歴史や言語体系、文化のあれこれといったものでしかない。連綿と続いてきたお前の血統そのものが持つ記憶だ。だから、現在進行形のことまでは分からない。契約したパートナーがいなければ時代に上う手まく適応できないようになっている。不本意だが」

　なるほど。カールツァイス・マウザーは舞踏会のルールをつくづく上手く考えたものだ。ともすれば力が上になるリンドブルムが、棺ひつぎを開けた人間に些さ細さいなことでも依存するようにできている。もっとも、ルノアに限ってはどうもそれが感じられないが。

　手を繋つないでいるカップルの女の子を見やりながら、シグはなんとなく言ってみた。

「ああいう服を着たいのか」

「別にあんな短いスカートで脚を露出したいとは思わないが。黒が落ち着かないだけだ」

　ルノアは思い出したように嫌な顔をした。別に確固たる理由があるわけではなく、なんとなく嫌いなのだろう。元々は一人だった彼女を七人にしたマウザーが黒ずくめだったからかもしれない。黒を大いに愛するシグとしては残念なことこの上ないが、それを差し引いたとしてもルノアの格好は可愛かわいげもなければ色気もない。

「じゃあ何色がいいんだよ」

「紫がいい。あれは優雅で高貴な色だ」

「優雅で高貴ねえ」

　シグは頭をがりがりとかきながら、胸中で独りごちた。

（なんなんだろうな、まったく）

　なんともお人ひと好よしだと自分でも思った。こんなことをしても、別になにが変わるわけでもないのだろうが。

「ちょっと待ってろ」

　シグはそう言って、観葉植物とセットになっている休憩用の椅い子すにルノアを座らせた。怪け訝げんな表情を見せる彼女を残して、人の流れの中に消えていく。

「おい……！」

　思わず呼びとめるが、すでに見失ってしまった。ルノアはむっつりと腕を組むと、座り直すようにして長い脚も組んだ。目の前を見知らぬ格好をした、見知らぬ人々がとおりすぎていく。なにがおかしいのか、若い男女のグループがバカみたいに笑っていた。泣いている子供を母親が強引に引きずっていた。

「ふむ」

　独りになって、ほんの数分のはずだった。別に何時間も待たされているわけでもないのに、ルノアはことさら思い知った。かつて存在した神聖皇国の血統を七つの帝国が担ぎ上げて成立した神聖連合皇国がこの蒼そう天てん世界の秩序を築いてから約三〇〇年。リンドブルムが人間との戦争に負けたのはもっと前らしい。なるほど、目覚めた世界の姿を知識として分かりはしても、ここが見知らぬ世界であることには違いなかった。先ほど自分が言葉にしたとおりだ。だが、どうやら頭では理解していてもまったく自覚はなかったようだ。

　恐ろしく孤独だ。右も左も分からない。舞踏会のルールによって契約する相手とは、戦いの相棒というだけではなく、目覚めた世界の水先案内人でもあるのだと改めて理解する。

　彼女は眉み間けんに皺しわを寄せると、難しい顔をして足元を見据えた。

「おお……！　そんなに怒るなよ。ちょっと待たしただけだろ」

「む。別に怒ってなどいない」

　ルノアはその声にすぐ顔を上げた。シグが手にしているものにきょとんとする。リボンだった。紫陽花あじさいのように鮮やかな、紫のリボン。

「なんの真ま似ねだ」

「俺おれの懐ふところ具合は先生より遥はるかに寂しいからな。これで我慢してもらうしかないんだが」

「…………」

「それにポニーテールにした方が似合うと思うぞ」

　ルノアは目を丸くしたあと、なぜだかそっぽを向いた。

「ば、バカかお前は。わたしにおべっかを使う前に、もっと別のことに頭を使ったらどうだ」

「お前なあ……人の厚意は素直に受け取っとくもんだぞ。いらないってんなら――」

「い、いらないとは言ってないだろう」

　シグの手からリボンをひったくると、ルノアは渋々といった感じで言った。

「もったいないから使ってやるぞ。ありがたく思え」

　さらさらの白銀の髪を後頭部の高い位置で束ねると、上う手まい具合にリボンを結ぶ。ぴょこんとした見事なポニーテールができ上がる。むっつりとした表情を崩さずに、ルノアは言った。

「どうだ。これで満足か」

「いいじゃん」

「うるさい」

「褒めてやってるんだろうが」

「うるさい。そんなことより、さっさとリラ・フィオーレを捜すぞ」

　ルノアは握り拳こぶしをつくって大おお股またで歩き出し、盛大に腹の虫を鳴らして足をとめた。

　そういえば、シグも丸一日近くなにも食べていない。

「ちょっとくらい休憩するか。それくらい罰は当たらんだろ」

　笑いを堪こらえながら提案してみた。

　その提案に振り返ったルノアは、シグに無言で蹴けりを入れた。
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　頭上に広がる空と、足元に広がる雲。蒼そう天てんと雲海が交わる遥はるか彼方かなたの空平線。大小無数の島々が浮かぶ蒼天世界は、今や夜の帳とばりが下りていた。浮島に築かれた都市の光が、宝石箱をひっくり返したみたいにそこいら中に瞬いていた。美しい夜景だった。これだけはまだこの世界に神聖連合皇国なんてものがなかった頃ころからなにも変わっていない。

（だがそれ以外は全て変わってしまったというわけだ）

　ここは複合娯楽甲板に設けられた大展望ラウンジだった。巨大な一枚ガラスをとおして、外の景色を楽しむことができるように設計されている。昼間なら紺こん碧ぺきの空が、夜ならば光瞬く夜景を楽しむことができる。時間も時間なので、周囲はべったりとくっつく男女だらけだった。

　ベンチに座るルノアは、むっつりとしたまま巨大なガラス窓越しの夜景を見据えていた。

　カールツァイス・マウザーの魔術にかかる前の記憶も、知識としては頭の中にある。リンドブルムと人間が気の遠くなるような長い戦争を続けていた時代の記憶だ。その頃はまだ人間たちは小国家が乱立しているだけであり、こんな飛行船などというものを動かす動力機関も発明されてはいなかった。飛行機の代わりにワイバーンに乗っていたものだ。火砲も発達していなかったし、魔術はリンドブルムだけの神秘だった。

　そして、自分もまた〈血ち塗まみれの竜王女〉と呼ばれ畏い怖ふされていた――らしい。それは知識としては存在していも、まったく実感がない記憶だった。ルノア・ローゼンタールは七人に分割されたうちの一人でしかないのであって、〈血塗れの竜王女〉と呼ばれたリンドブルム本人ではないのである。七人にされる前の名前も、どんな性格だったのかも、どんな仲間がいたのかも、まるで覚えていない。実感があるのはこんな悪趣味な魔術をかけてくれたマウザーの記憶だけだ。だというのに、この夜景は奇妙に懐かしい。

「ほれ、買ってきたぞ」

　ルノアは背後から聞こえたシグの声に振り返った。

「遅い」

「しょうがないだろ。並んでるんだから」

　茶色の紙袋を片手に、シグがベンチの前に回り込んでくる。

「ほら」

　紙袋から取り出したのは、焼き立てのライ麦パンにハムと野菜を挟んだだけのシンプルなものだった。紙コップに入ったコーヒーと一緒に渡してやり、シグは彼女の隣に腰を下ろした。

　少しばかり感傷に浸っていたルノアは無言でコーヒーを啜すすった。

「……苦い」

「砂糖」

「む……」

　シグが横から棒状の紙袋に入った砂糖を渡してきた。

「使わないのか」

「使う」

　ルノアは砂糖を受け取ると、自分のコーヒーに一気に入れた。

　不本意ながら、今、この世界で、自分が頼りにできるのは隣でハムサンドにかじりついているこの男しかいないのかもしれない。落ちこぼれの魔術士だろうが、性根がなっていなかろうが、だ。まあ、少しはいいところもあるかもしれないが。

「これでリラ・フィオーレがトラブル起こしたら、マネージャー氏は卒倒するかもしれんなあ」

「シグ・ヘンケルス」

「なんだよ？」

　唇を尖とがらせるようにして、ルノアは目をそらした。

「その――別に嬉うれしくないわけではないのだ」

　ぴょこぴょこしているポニーテールをつくっているリボンを触りながら言ってくる。

　あまりにも突然だったので、

「ああ……そりゃよかった」

　シグはそんな間の抜けた返事をすることしかできなかった。

　ルノアはますます目をそらし、ぼそぼそと続けた。

「こういう場合は一応は礼を言っておくべきだと思うわけで、だからその、ありが――」

　ルノアはそこまで言ってシグをちらりと見た。目の前を悠然ととおりすぎた、すらりとした女の子の後ろ姿を追いかけてこちらの話など聞いていない。

「お前という奴やつは――」

「見つけた」

「なに？」

　シグは残っていたハムサンドを口の中に押し込み、コーヒーで胃の中に流し込んだ。

「リラ・フィオーレだ」

　シグに促うながされるようにして後ろ姿を追った。なぜかジェラルミン製の楽器ケースを肩から下げていたが、確かにリラ・フィオーレだ。

「追うぞ」

「む。わたしはまだ全然食べていないぞ」

　ルノアの抗議の声を無視して、シグはすでに駆け出していた。右手のハムサンドと左手のコーヒーを見比べ、ルノアは仕方なくシグがやったみたいに強引に口の中に詰め込んでコーヒーで胃に流し込んだ。

　シグは人にぶつかることも気にせずに強引にリラに近づいていくと、いきなり背後から肩を掴つかんだ。そのまま身体からだごと振り向かせようと力を込めた瞬間、腕を取られて鮮やかに投げ飛ばされた。佩はい刀とうしているものの反射的に上う手まく受け身を取り、そのまま一回転して立ち上がる。

　その瞬間を目撃していた誰だれかが悲鳴を上げた。場が騒然とする。

「おいおい、護身術でも習ってるのか」

「ちっ、見つかっちゃったみたいね」

　リラは色いろ眼鏡めがねをずらしてこちらを見ると、可愛かわいらしく舌を出した。シグにはちっとも可愛くなく、むしろバカにされているような気さえした。

「なにをやっているのだ」

「うるせえ。油断した」

　追いついてきたルノアに言い返していると、リラが腰に両手を当てて言ってくる。

「あとちょっとしたら戻るから見逃しなさいよ」

「誰が見逃すか。こちとら仕事なんだよ」

「なによ。あたしの言うことが聞けないってわけ？」

「もう十分遊んだだろうが。部屋を抜け出してから何時間経たつと思ってやがる」

　周囲が野次馬で騒がしくなってきていた。マネージャー氏の立場からすると、これ以上騒ぎになるのはごめんだろう。誰だれかが正体に気づいてもまったく不思議ではない。

　だが、リラはそんなことはお構いなしに右手の指を一本立てた。

「あと一つ、やらないといけないことが残ってるの。絶対にね」

　強い意志のこもった言葉だった。色いろ眼鏡めがねの奥の黄金色の瞳ひとみが勝気にこちらを見据えていた。肩にかけていた楽器ケースに手をかける。足元に下ろすのかと思いきや、彼女はストラップを持ったまま空中に放ほうり投げるようにして留め金を外した。

　中から飛び出してきたものに、シグはぎょっとした。

　ボルトアクション式の古風なライフルだった。

　リラはそれを手にすると、楽器ケースを投げ捨てた。手慣れた様子でボルトハンドルを前後させると、薬やつ莢きようが薬室に送り込まれる物騒な音が響いた。

「一発いっちゃうわよ？」

「おいおいおいおい。射撃もやってんのか」

　こちらに銃口を向けるリラを興奮させないように、あくまでも冷静にシグは言った。だが、状況を理解した野次馬から悲鳴が上がった。蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出し、誰かが転び、怒声が響いた。混乱しているせいでシグとリラを結ぶ射線を簡単に横切っていく。

　リラはすでにこちらに背を向けて駆け出していた。

「くそっ！　ルノア、回り込めるか？」

「なんとかやってみるが」

　二人も一呼吸遅れて駆け出した。まったくなんだってんだ。やることが滅茶苦茶だ。普通、銃まで持ち出すか。

　シグは野次馬をかき分け、リラの背中を追った。かなり全力で走っているのだが、なかなか追いつかない。最近のアイドルは随分と足腰を鍛えているらしい。

「リラ！　こんなことしてなにをする気だ!?」

「ちょっと！　気安く呼ばないでよね！　あたしを誰だと思ってんのよ！」

「ライフル持って走り回ってる頭のイカれた女だ！」

「なぁんですって！」

　リラは視線だけをこちらに向けて怒りの言葉を吐きながらも、走るのをやめようとはしなかった。その足元目がけて、どうにか回り込んだらしいルノアが滑り込むようにして飛びかかった。が、リラはそれを障害物競走よろしくひらりとかわした。恐るべき反射神経と運動神経。

　唖あ然ぜんとしているルノアを今度はシグが飛び越え、リラはそのまま乗員用の通路に入る扉を蹴け破やぶると、勢い余って転がり込んだ。

「マジかよ」

　シグは半ば感心したようにつぶやき、遅れて乗員用の通路に飛び込んだ。
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　飛行船に溜たまった静電気による放電現象――セントエルモの火と船乗りは呼ぶ――による事故を防ぐための分厚い耐火布で作られた気き嚢のうの大きさは、天を見上げるほどだった。一つの区画いっぱいに鎮座するその巨大な風船の全容は、はっきり言ってよく分からない。

　周囲には幅三メートルほどの金網状になっている整備用のキャットウォークがロの字型に組まれていた。見たところ一〇メートルほどの間をあけて三階層に分かれており、それぞれのキャットウォークは鉄の梯はし子ごでつながっている。

　区画そのものは分厚い隔壁によって完全に隣と隔絶されており――万が一気嚢が爆発しても誘爆を防ぎ、爆発のエネルギーを上に逃がして墜落しない構造になっている――冷えた空気と奇妙な静寂だけがそこにはある。唯一遠く耳に聞こえてくるのは、飛行船の推進力である数十基のフラッペンを回している巨大なディーゼルエンジンが奏でる音だった。

「さすがは。あの〈竜の箱庭〉からこうも見事に盗み出すとは」

「盗めと言われればなんでも盗む。殺せと言われれば誰だれでも殺す。そういう商売さ」

　最上部のキャットウォーク。そこには数人の人影がある。カーキ色の軍用コートを羽織ったウーフーと、その背後には白い布に包まれた棺ひつぎとともに控える――ザウエル、ルッツ、シャルロッテ。三人とも学校支給の戦闘服の上から外がい套とうを着込んでいる。

　そして、反対側の隔壁扉から入ってきたグループ。数は五人だった。いずれも黒いスーツを着込んでおり、髪は総髪、さらに黒いレンズの色いろ眼鏡めがね、という出いで立たちで個性というものが感じられない。懐ふところの膨らみ具合から全員が自動拳けん銃じゆうを忍ばせており、一歩前に出ているリーダー格の男以外は機関短銃で武装していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「結構なことです」

　リーダーの男は右手に持っていた銀色のアタッシュケースを胸に抱えるようにして開いた。そこにはぎっしりと札束が詰まっていた。

「約束の報酬です。お受け取りを」

　ウーフーは引ひき攣つった薄笑いを浮かべた。

「あたしはこいつを盗み出すのに〈竜の箱庭〉の魔術士を四人殺やってるんだ。依頼の際にはなかったことさ。違うかい？」

「報酬を上乗せしろということですか」

「言っただろう。あたしは商売人なんだ」

　リーダーの男は忌いま々いましげに舌打ちし、芝居がかった仕草で大きく肩をすくめた。

「あまり調子に乗らないでいただきたいですなあ、軍人崩れの化物が。あなたの代わりは掃いて捨てるほどいます。それこそゴミ溜ために湧わいてくる虫のようにね。身の程をわきまえたらいかがです」

「わきまえているから言ってるのさ」

「バカな人だ」

　足元に置いたアタッシュケースを蹴けり飛ばす。ウーフーに向かってキャットウォークを滑っていくケースを見やりながら、リーダーの男は吐き捨てた。

「さっさとそいつを持って消えてください。薄汚い雌犬さん」

　背後に控えていた部下の機関短銃が一斉にウーフーに向けられる。

「あなたが言っていることですよ。魔術士は、魔術を使われる前に殺せばいい」

「命あっての物だねかい？」

　ウーフーは足元に滑ってきたアタッシュケースを拾い上げ、右手で合図を送る。

　ザウエルがうなずき、棺ひつぎにかけられている布を外した。漆黒の棺が露あらわになる。

「本物かどうか確かめな」

　リーダーの男が立てられた棺に歩み寄った。刻印されている文言を一言一句確かめるようにして指でなぞっていく。間違いないと確信したのか、男は背後の部下に合図を送った。

　それを見たザウエルが、手にしていたスイッチを音もなく親指で押し込んだ。

　次の瞬間――棺の蓋ふたが内側から吹き飛んだ。閃せん光こうと肺を焼く熱風が男たち目がけて押し寄せた。指向性の爆薬を使ったらしく、炎は気き嚢のうにはまったく触れることはなかった。

　一呼吸遅れて、シャルロッテが続いた。

　同時に、ザウエルとルッツは世界の設計図〈タペストリー〉を幻視した。迅速かつ正確に。最も早はや本能に刷り込まれた条件反射のように、世界を編み変える。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉」

　無数の文庫本のページがそこら中に乱舞した。

　上う手まく爆発を潜くぐり抜けたらしいリーダーの男が身を起こしながら叫んだ。

「ウーフーッ！　正気か!?」

「あっははは！　言ったじゃないか。命あっての物だねなのさ」

　ウーフーの哄こう笑しようをかき消すようにして、ろくに狙ねらいもしないまま機関短銃が咆ほう哮こうした。
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　乗員通路に転がり込んだリラは、すぐさま立ち上がるなりもの凄すごい勢いで走り出した。〈竜の箱庭〉でそれなりに鍛えているシグもなかなか追いつけない弾丸みたいな速さだった。殺風景な乗員用の通路の壁が流れていく。続けざまに一等客室までの階段を三段飛ばしに駆け上った。およそ女子供が走る速さではなかったが、ルノアもしっかりとついてきていた。

　むしろシグの息が続かない。すでに肩で息をするはめになっていたが、一等客室甲板から上にはもう上れないはずだった。そろそろ追いかけっこも終わりだ。

「おい！　どこまで逃げる気だ！」

　シグの叫びは無視された。

　リラはライフルを背中に背負うと、船体ゴンドラからエンベロープへと上る鉄の梯はし子ごに迷いなく手をかけた。軽い身のこなしでどんどんと上っていく。

「なんてこった」

　シグは頭をがりがりとかくと、仕方なく梯子に手をかけた。上を見上げた。スカートの中身が丸見えになるのも構わずに、リラが一心不乱に梯子を上っている。余程捕まりたくないらしい。シグは息を整えながらつぶやいた。

「下着も黒か」

「早く上らないか、バカ！」

「いてえ。すぐに蹴けるなって」

　思い切り尻しりを蹴られ、シグは佩はい刀とうを腰の後ろに回して上り始めた。

　梯子は船体ゴンドラからエンベロープの気き嚢のう区画へと続いていた。見上げるほどに巨大な気嚢が一つの区画に収納されている。それを取り囲むようにある三層のキャットウォーク。一番上まではどう見ても三〇メートルは続いていた。

「リラ！　いい加減とまれ！」

「うるっさい！」

　リラは梯子を一番上まで上りきると、キャットウォークを派手な音を立てて走り出した。区画を閉鎖している隔壁扉のバルブに手をかけて迷わず回し始める。

　解放するにはかなりの力がいるはずだったが、バルブは耳障りな音を立てて回っていた。

　シグが梯子を上りきるのと、隔壁扉が解放されるのとはほぼ同時だった。リラが全体重をかけるようにして分厚い扉を引いている。重々しい音を立てて隔壁扉が隣の区画へと入口を開き――リラが隣の区画に足を踏み出すのと、シグが追いつくのとはほとんど同時だった。

　リラの腕を強引に掴つかみ――同時に猛烈な閃せん光こうと爆音が響いた。

　機関短銃で武装した見知らぬ黒服。その向こう側には見知った顔が見える。

　シグは瞬時に理解した。ここは棺ひつぎの取り引き現場だ。よりにもよってこんなところに顔を出すことになるとは。シャルロッテが飛び出し、ザウエルとルッツが魔術を使おうとしていた。

　無数の文庫本のページが乱舞した。

「ウーフーッ！　正気か!?」

　誰だれかが叫んでいた。

　薄暗い中に煌きらめく無数の銃火。鋼はがねの硬度を持って乱舞した文庫本のページに、あるいはキャットウォークに、とにかくも命中した弾丸が甲高い音とともにあちこちで火花を散らした。

「〈戦いくさ乙女おとめは蒼そう槍そうに貫かれ〉」

　マッチに灯ともる炎が、ザウエルの右手の中で槍やりへと変化する。そのまま炎の槍を一回転させ、ザウエルは強烈な左足の踏み込みとともに機関短銃の男に投とう擲てきした。空気を切り裂き炎の槍が男の胸に深々と突き刺さる。

　悲鳴を上げて男が倒れ込む。その拍子に引き金にかかった指が絞られ、あらぬ方向に向いた銃口から弾丸がばら撒まかれた。

　リラを抱き締めるような格好で、シグは隔壁扉に彼女の背中を押しつけた。頭のすぐ近くで跳弾の火花が上がる。ほんの数センチの眼前に、リラ・フィオーレの顔があった。なにが起こっているのか理解していないまま、ただ銃声に身体からだを強こわ張ばらせている。

「リラ、聞こえるな。どこにも当たってないな？　大丈夫だな？」

　耳元で落ち着かせるようにして囁ささやく。リラはこちらの問いかけにこくこくとうなずいた。そこでようやくシグに抱き締められていることに気づき、

「ちょっ……！　どこ触ってる、っていうか、なにしてんのよ！　放しなさいよ、バカ！」

「バカはお前だ！　死ぬぞ！」

「誰がバカよ！　別に助けてくれなんて言ってないわよバカ！　痴漢！　変態！」

　そんな悲鳴をかき消すように、再び跳弾が甲高い悲鳴を上げた。

　シグは腕の中でジタバタと暴れるリラを、さらにきつく抱き締めた。

「ちょっと……！　バカ、痛い……」

　さすがに動きがとまり、リラは小さな声で抗議した。シグは彼女をそのまま強引に隔壁扉の隙すき間まから隣の区画に押し込んだ。言い聞かせるようにして声を上げる。

「暴れるな！　こっちに出てくるな！　それから助けられたら礼を言え！」

「う、う、うるっさい！」

　自分の身体を抱き締めるようにして、リラが言ってくる。声は緊張したように少し震えていた。頬ほおを赤く染めて口をぱくぱくと動かし、さらになにかを言おうとしてくるが、それ以上は言葉が出ない。シグに投げかける射殺すような眼光には、どこか気恥ずかしげな戸惑いの色があった。

　だが、シグにはそんなことに気づく余裕はなかった。腰の長剣に手をかけ、音もなく抜き放つ。連中はどうやらこちらも敵だと認識したらしい。

　踏み込みざまの一撃を、黒服の男は機関短銃で受けた。

　金属同士がぶつかり、擦こすれ合う音。一瞬だけ火花が散る。こちらの一撃で、男は背中からひっくり返るようにして体勢を崩した。が、そのまま転がるようにして間合いを取る。

　シグは相手を追うようにして右足で一歩を踏み込み、同時に剣を牽けん制せいのために袈け裟さ懸がけに撃ち下ろした。立ち上がった男の鼻先を掠かすめるようにして刃やいばが中空を駆ける。男は機関短銃を投げ捨てると、腰の後ろから大振りのナイフを抜き放ち、半身の構えを取った。

　シグはその動きに合わせて左ひだり膝ひざを落とし、峰みね打うちのために返した刃を真横に薙なぎ払う。

　男が目を見開いた。右膝をシグの一撃が強打する。

　骨が砕ける鈍い音。男はナイフを投げ出し、もんどり打って倒れ込んだ。続けざま、リラと入れ替わるようにして隔壁扉の隙すき間まを抜けてきたルノアの魔術の刃が男を貫いた。目を見開き、男は悲鳴を上げることもなく絶命した。

「なんで殺した!?」

「なぜ殺さない!?」

　ルノアも同時に叫んでいた。

「くそ！」

　こんな状況で怒鳴り合っている暇はない。すぐさま周囲に視線を巡らせた。別の男が機関短銃の弾倉の交換を終えて銃口をこちらへと向け――ハンマーで横殴りにされたように吹き飛んだ。手すりに背中から激突し、拉ひしやげさせ、仰のけ反ぞるようにしてそのまま中空に放ほうり出される。

　悲鳴を上げて、男はそのまま落ちていった。

「シーくん……！　どうしてここに」

　柄つかを伸ばした金かな槌づちをくるくると回しながら、シャルロッテが驚いたように言った。

　勝負はもうついていた。残る一人もザウエルの拳こぶしを腹部にめり込ませ、機関短銃を取り落としてぐったりと倒れるところだった。

　どちらに加担するわけでもなく、にやにやとその様子を眺めていたウーフーがつぶやく。

「くっくっ……さすがは〈竜の箱庭〉だ」

「棺ひつぎを、開封してしまいましたか……」

　唯一取り残されたリーダーの男は、空の棺を愕がく然ぜんと見つめていた。額ひたいをぴしゃりとやり、

「中身はどこへ？」

「質問するのはこっちだよ、え、おたく」

　ザウエルは煙草たばこを咥くわえるとそっと火を灯ともした。マッチを投げ捨て、男を睨にらみ据える。

　彼の言葉はもっともだ。今や男は包囲されるような状況になっていた。幅三メートルほどのキャットウォーク。偶然とはいえ、シグとルノアが背後をついた格好だ。逃げるなら飛び降りるしかないが、下まで二〇メートルはくだらない。だが、

「まったくなんてことを」

　男はザウエルの言葉を無視するように大おお袈げ裟さに両腕を広げた。

　ザウエルは眉まゆ根ねをひそめた。〈タペストリー〉が編み変えられていく。

「おいおい」

　すかさず煙草たばこを握り締め、一瞬で〈タペストリー〉を編み変えた。ザウエルの魔術は火を媒介にするため、なにもないところから〈タペストリー〉を編み変えて魔術を発動させるよりも編み変えの構造がシンプルだ。それだけに、速い。

「妙な真ま似ねはしないでもらおうか」

　右手に現れたのは炎の刃やいばだった。いくら単純な編み変えとはいえ、数種類の魔術を使う魔術士は少ない。魔術士の誰だれもが〈タペストリー〉の編み変えに失敗した際に起きる、世界が元に戻ろうとする現象〈矛盾の蛇〉に呑のみ込まれることを恐れるからだ。故に一つの魔術をひたすらに正確に、迅速に使うことに多くの魔術士は心血を注ぐ。ザウエルは、やはり特別なのだ。

　炎の刃を首筋に押しつけられた男は、だが平然としたものだった。

「妙な真似というのは、こういうことですか」

　男はスーツの懐ふところから自動拳けん銃じゆうを取り出した。その仕草があまりにも無造作で、かつ自然な動きだったので、誰もがその様子を目で追うことしかできなかった。

　なんの躊躇ためらいもなく、引き金が絞られる。乾いた銃声が二発、響いた。

　ぱっと血ち飛沫しぶき。頭を吹き飛ばされたのは――まだ息のあった男の部下だった。

　ぎょっとして男を見やると、その身体からだが――崩れていく。

「これでよし。しかしまあ、こうなってはあなた方から中身をいただくより他ほかはない」

　指先から腕が。爪つま先さきから足が。砂に変化してキャットウォークの隙すき間まから零こぼれ落ちいていく。

「まったくとんだ手間をかけさせくれる」

　そう言った男の身体は、もうほとんど砂になっていた。そして、髪の毛一本にいたるまで全てが砂の粒となり、完全にその場から消え失うせる。

「〈タペストリー〉の編み方からすると、自分自身も含めて触れたものを砂に変える魔術みたいですね。恐らくは元に戻すこともできる。どこで教育を受けたのかは分かりませんが」

　そう言ったのはルッツだった。男が消え失せた位置に身を屈かがめ、顎あごに手をやっている。

「さすが〈タペストリー〉の研究マニア。あの一瞬でそんなことまで分かるのかよ」

「シグ、分かってないのは君くらいだぞ」

「……ああそう」

　げんなりしつつ、シグは腰の鞘さやに剣を納刀した。

「もっと精進しなよ。このままだとただの突撃バカになるぞ」

「うるせえ。この妹バカが」

「君なあ……」

　ルッツはゆらりと立ち上がり、シグのこめかみに両りよう拳こぶしを当てた。

「言っていいことと悪いことがあるぞ！」

　ぐりぐりする。

「いた、痛い！　痛いだろうが！」

「言葉に気をつけろ」

「真実を言っただけだ」

「それから年長者はもっと敬え」

「お前らなあ、もうちょっと緊張感持ちなさいよ。まったく」

　右手にある炎の刃やいばを消し去って、ザウエルが呆あきれたようにがりがりと頭をかいた。

「で、シグ。なんでお前がこんなとこにいるわけ？」

「さあ、なんでですかね」

　ちらりとリラに視線をやると、どこか憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを見ていた。

　ザウエルはそれ以上深くは詮せん索さくしてこなかった。聞いたところで特に意味がないと判断したのだろう。

「ま、仕留め損なったが、これで向こうからきてくれる展開にはなったかな」

　とはいえ、相手の数がまだよく分からないのは問題だった。人海戦術でパワーゲームを挑まれれば対処できなくなる可能性もある。煙草たばこを咥くわえたザウエルは数瞬の間熟考していたが、火を灯ともすと同時に船長に連絡してから死体を片づけるように指示を出した。もらえる情報は死体からでも全部もらって帰る。それが常識だ。

「これであたしはお役ご免ってわけさね」

「そういうことになるな」

「なら消えさせてもらうとしようか」

　手すりに軽く腰かけていたウーフーは足元に置いてあったアタッシュケースを手にした。

　ザウエルの魔術の傷が癒いえていない右足を引きずりながら踵きびすを返そうとした彼女の胸倉を、だがザウエルはやおら掴つかみ上げた。底冷えのするような声で、耳元に囁ささやく。

「お前は俺おれの教え子を殺してることを肝に銘じておけ。次に会ったら見逃すと思うな」

「おおっと……怖い怖い。縁があったらまた会おうじゃないか。〈蒼そう焔えん使つかい〉にその生徒ども」

　ザウエルの言葉などまるで意に介さず、彼女は踵を返した。分厚い隔壁扉をくぐり、その背中が見えなくなる。

「いいんですか先生。テロや身代金目的での誘拐、要人の暗殺、空賊行為による略奪なんかで連合皇国指導部の宰相官房第三部から七帝国に指名手配されている女ですよ」

　頭を拳けん銃じゆうで撃たれた死体の懐ふところを漁あさっているルッツに、

「ま、俺おれたちは正義の味方じゃないからな」

　ザウエルはそれだけを言って、紫煙を盛大に吐き出した。



◆◇◆◇◆



　シグはルノアと二人がかりでリラを一等客室へと連れ帰った。マネージャーのシーメンスは幸いなことに部屋にはいなかった。コンサートの本番が迫っているのだから多忙なのだろう。危うく〈黒い歌姫〉を傷物にしてしまうところだった。

　とりあえずはリラを落ち着かせ、係の者を呼んで鍵かぎをかけさせた。さすがに今日はもう部屋を抜け出すこともないだろう。明日は本当にべったりと監視する必要があるだろうが。

　そんなあれこれをしていると一時間ほど経たってしまった。

　シグは自分の部屋に戻るとようやっと一息ついた。ザウエルたちはまだ死体漁りをしているだろうが、棺ひつぎの件から外されている自分には関係ないことだった。黒いシャツ一枚になって硬い椅い子すに腰をかける。色々と混乱していた頭の中が落ち着いてくると、不意にザウエルたちが逃がした男の言葉を思い出した。

「中身を手に入れる、か」

　連中は〈ヴァルハラ舞踏会〉のことを知っているらしい。勝者の望みを叶かなえるリンドブルムの叡えい智ちを手に入れるため、舞踏会の踊り手になりたがっている。そのためには、中身を手に入れるだけでは駄目だ。リンドブルムのパートナーにならなければ。つまり――

（俺を殺すってことか）

　その事実に気づき、シグはぞっとした。舞踏会のルールでは、棺を解放した者がパートナーとなるが、パートナーを殺せば新しい契約を結ぶことができることになっている。

　これから命を狙ねらわれ続けるというわけだ。頭の中では分かっていたことだったのかもしれないが、なぜだかつい先ほど見た銃で頭を吹き飛ばされた死体を思い出した。ルノアに一突きにされた男を思い出した。死というものが現実感を持って恐ろしく近くにある。

　皮肉げな表情をわずかに強こわ張ばらせ、右の拳こぶしを左の掌てのひらに打ちつける。ぱん、といういい音が鳴った。怖いわけではない。ただ――

「本気でわたしと舞踏会を踊りたいなら、お前の甘さは命取りになるぞ」

　そう言ったのはベッドであぐらをかいているルノアだった。鋼はがねのような視線でこちらを刺すように見据えている。

「へっ……あの男を殺さなかったことを言ってるのか。だとしたらお門違いだ。ああいう場合は情報をとるために生かしておくのがセオリーなんだよ」

「だが、足を斬きり落とすこともできた。違うか？」

　ルノアの口調は凛りんとしていたが、どこか諭さとすようなものでもあった。

「舞踏会は殺やるか殺られるか。舞踏会の他ほかの踊り手はわたしを殺したい。だが、お前も殺したい。そうすればわたしの魔術が使えなくなるからな。そんな時に手加減など無用だ。刃やいばを持ち立ち塞ふさがる者あらばこれを斬きれ。そうしなければ己が露つゆと消えることになる」

　そう。自分は甘いのかもしれない。舞踏会はそれこそ命懸けの遊戯だ。非情にも冷酷にもならなければならない場面が必ずあるだろう。その時に、自分は躊躇ためらいなくそうなれるのだろうか。だが、それはルガー・ヘンケルスを目標にした時から、同じ〈竜の箱庭〉に入学した時から、分かっていたことではないか。

（しょせんは気楽な学生気分ってわけかい）

　シグはそれでも漆黒の瞳ひとみに断固たる意志の光を灯ともしてルノアを見返した。

「そんなこと言われて、はいそうですかと甘さがなくなりゃ苦労はないんだよ。けどな、俺おれは舞踏会から降りる気はねえぞ。お前がなんと言おうがな」

「ふん。そういう台詞せりふはもう少し頼りになるようになってから言うんだな」

「ぐっ……ああ言えばこう言う。だいたい、なんで当然のようにここにいる？」

「他ほかにいくところがないからに決まっているだろう。お前はバカか？　それにしても部屋は狭いしベッドは硬いし、大いに不本意だぞ」

　あっさりと言い放ち、ルノアはベッドの硬さを確かめるように身体からだを揺らした。白銀のポニーテールがそれに合わせてぴょこぴょこ揺れる。その手に持っているものに初めて気づき、シグは恐る恐る言った。

「お前、それ……」

「リラ・フィオーレの部屋から拝借してきたぞ。今日の労働の対価として」

　どこからどう見ても高級そうなワインのボトルを、ルノアは適当に掲げて見せた。すでに抜栓されており、彼女はそのまま口をつけていた。顔色もなにもまったく変化がないので分からなかったが、中身は半分ほどなくなっている。

「シグ」

「なんだよ」

　なにも変わっていないわけではなかった。心なしか金色の双そう眸ぼうが据わってきている。ボトルをサイドテーブルに置いた彼女はおもむろに言った。

「暑いぞ。わたしは脱ぐ」

「こらあ！」

　シグは慌てて椅い子すから立ち上がった。ベッドに飛び乗るようにして、シャツのボタンを外し始めた彼女の腕を取る。無理矢理に押し倒したような格好になった。胸元が目に飛び込んでくる。すでにボタンは半分ほど外されており、谷間の白い肌が露あらわになっていた。下着をつけていないので、少しでも動けば形のいい胸が全開になってしまう。

　ルノアは不満そうに口を尖とがらせ、

「なにをする」

　だが、酔っ払い特有の思考回路で一人で勝手に納得した。シグの手を振り払い、

「分かった。脱がしたいならそう言えばいいのだ」

　もっと早く気づいておけばよかった。完全にでき上がっている。ルノアは谷間全開のままでベッドをごろごろと転がり、そのまま身体からだを放ほうり出すようにして大の字になった。

「ほら、好きにするといいぞ」

（な・ん・だ、この状況は……!?）

　シグは反応に困って沈黙した。嫌な汗がじっとりと額ひたいに滲にじんでくる。女の子がベッドに寝て服を脱がせと言っている。だが、相手が相手だ。今ですらかなりおかしなことになっているというのに、対応を誤ればもっと泥沼にはまることになりかねない。

　固まったようにしてなにもしないでいると、やおらルノアが起き上がった。

「時間切れ」

「時間切れ？」

「罰ゲーム！」

　いきなり殴られた。

「ゲームでもなんでもねえ！」

　ベッドから転がり落ちながら、シグは声を荒らげた。ルノアは据わった眼光そのままに一人で笑っている。なんという質たちの悪さ。面倒くさいことこの上ない。足あし癖くせも悪ければ酒さけ癖ぐせも悪い。殴られた顎あごをさすりながらゆっくりと立ち上がる。

「このくそ酔っ払いが……！」

　さすがに抗議しようとしたシグは、だがいきなり胸倉を掴つかまれて声を詰まらせた。無理矢理にベッドの上に引き上げられて、ルノアが数センチの距離に顔を近づけてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしは不本意だ。お前が、もっと、わたしの理想の騎士だったら、よかったのに！」

　胸倉を掴つかまれたまま激しく前後に揺すられる。彼女は多くの酔っ払いがそうするように、一方的に自分の言葉だけを放ち続けた。

「わたしだって、本当は、頼りになる相棒と、一緒に戦いたいに決まってるだろうが。だというのに、お前ときたら、弱いし、悪趣味だし、顔は好みじゃないし」

　そこまで言って急に手を離す。シグは揺すられていた勢いで、再びベッドから転落した。激しく咳せき込みながらどうにか立ち上がり、シグは叫んだ。

「げほっ、うげっ……俺おれの周りは暴力女だらけか！」

　そんな叫びは無視して、ルノアは糸が切れた人形のようにぱたりと倒れた。猫みたいに丸くなってすやすやと寝息を立て始める。

「お、収まったか……嵐みたいな奴やつだな、ったく」

　恐る恐る近づいて様子を観察する。どうやら完全に沈黙したようだ。暴れたせいでシャツがはだけてとんでもない姿になっていた。どっと疲れが襲ってきて、シグはつぶやいた。

「あー……悪かったよ。棺ひつぎを開けちまったのが俺でな」

　これ以上あられもない姿にならないように、そっとシーツをかけてやる。ルノアの気持ちも分からないではないが、もう少し言い方ってものがあるだろう。

「けどな、今に見てろよ」

　気持ちよさそうな寝息を立てている凶暴娘を睨にらんだ。透きとおるような白い肌は、アルコールのせいで心なしか赤くなっているように思えた。白銀の髪は美しく、黙っている分にはどこかの眠れる王女様のようだ。完全にベッドを占拠されてしまったので、椅い子すに腰を落とす。苦笑して、それを揉もみ解ほぐすように右手を口元にやった。背もたれに体重をあずけ、天井を仰ぎ見る。確かに、自分には不釣合いかもしれない。

「だけど……ちょっといいところもあるぞ」

　シーツに包まったルノアのそんな声は、誰だれに聞き取られることもなく消えた。



    

  
    
      
第四章



「ちょっと、起きなさいよ！」

　勝ち気な少女の声とともに、ごっ――という衝撃が額ひたいにきた。

　シグは目を開けるよりも早く、わけも分からず叫んだ。

「いったいな！」

「もう朝よ。あたしに起こしてもらえるなんてありがたく思いなさいよ」

　ルノアがまた踵かかと落おとしを喰くらわせてくれたに違いない。まったく足あし癖くせの悪いことだ。

　シグは鈍い痛みのある額を押さえながらゆっくりと目を開いた。両手を腰に当てて眼前に仁王立ちしていたのはルノアではなかった。腰まである艶つややかな漆黒の髪が揺れている。

「なんだってんだ……」

　リラ・フィオーレだった。だが、なぜ彼女がここにいる？

　シグは跳び起きた。室内を見渡す。ルノアの姿はなかった。

（どこにいった？）

　腕時計を見やる。午前一一時。なんとも不健康な時間だ。筋肉をほぐすようにして動かしながら、場違いな少女を見やる。

「で、なんなんだ」

「なんなんだとはなによ。あんたが全然こないから、こっちからきてやったんじゃない」

　腰に両手を当てた尊大な態度で、リラは言った。相変わらずのミニスカートで、色いろ眼鏡めがねを額に乗せるようにしていた。つかつかとこちらに歩み寄ってくる。右手の人差し指をぴっと立て、

「女の子を待たせるなんて最低なんだから。死刑よ」

　そういえばリラ・フィオーレに張りついていなければならないんだった。シグは欠伸あくびを噛かみ殺しながら、アイドルの皮を被かぶった凶暴娘に視線をやった。

「自分からとは殊勝な態度だな」

「あたしも昨日は大人おとなげなかったと反省したの」

　なにがあったのか知らないが、昨日とは随分と変わったものだ。妙にピリピリとしたものがなくなっている。写真で見る作られたリラ・フィオーレではない活いき活いきした表情だ。

「なによ？」

「いや。昨日はほとんど不機嫌な顔しか見てなかったからな」

　リラは目を一度ぱちくりとさせてから、抗議するように唇を尖とがらせた。

「別に……あたしだってずっと怒ってるわけじゃないわよ」

「そりゃあそうだ」

「ふっふっ……あたしに惚ほれても無駄よ」

「いやあ、じゃじゃ馬の凶暴娘は勘弁かな」

「ちょっと、なによそれは！」

「痛いてえ。蹴けるなって」

　リラが容赦なくげしげしと蹴りを放ってくる。シグが甘んじてそれを受けていると、

「まあ、いいわ。だからありがたく思いなさい。あんたは今日一日、あたしにつき合うのよ」

「はいはい」

「はいは一回」

「はいはい……っておい！」

　シグは右手をリラに掴つかまれると、強引に部屋から引きずり出された。

　にかっと笑い、額ひたいの色いろ眼鏡めがねをかけ直す。澄ました大人おとなっぽい表情や、不機嫌に目め尻じりを吊つり上げている表情とはまったく違うリラ・フィオーレ。昨日とは別人のようだ。とてつもなくいいことがあったか、とんでもない心配ごとが解消されたか、あるいは両方があればこんな風になるのかもしれない。

「で、どこにおいきになりますか」

「それはもう決めてるわ」

　彼女は力強く宣言した。

「カジノで遊ぶのよ」

「カジノ、だあ？」

　シグはそれだけでなんとなく嫌な予感を覚えた。
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　頭ががんがんする。そもそも昨夜、自分はどうやって寝たのだろうか。なにかとんでもない失態を見せてしまった気もするが、まったく思い出せない。痛む頭を押さえながら、ルノアは眼前の男の名を言った。

「ワルサー・ザウエル、話というのはなんだ？」

「少しおたくの意見を聞きたいと思ってね。ま、そう時間は取らせない」

　三等客室甲板と飛行甲板とをつなぐ、乗員用階段の踊り場。壁に背中をつけていたザウエルは色眼鏡を軽く押し上げ、咥くわえている火の灯ともっていない煙草たばこを揺らした。

「わたしの意見？」

「俺おれたちはおたくの棺ひつぎを狙ねらっていた連中を追っているわけだが、俺も〈ヴァルハラ舞踏会〉に関してはそう知っているわけでもない。連中は棺が開封されたことを知っているが、これは想定外の事態だろう。それを受けて連中がどう動くのかがいまいち分からない。連中はそもそも中身のことを知ってると思うか」

「ふむ。そういうことか」

　ルノアは顎あごに手をやり、数瞬の間考える素振りを見せた。この男はなかなか優秀な指揮官のようだ。敵の動きを予想するに足る情報を持っているのは確かに自分くらいだろう。

「舞踏会のルールで七人に分割されたわたしは、残りの六人以外に殺された場合、その間の全ての記憶を消されて棺ひつぎに戻ることになっている。もし仮に、わたしが別の時代にも目覚めていたのだとすれば、その際の記録がなにかしら残っていても不思議ではない」

「なるほど」

　ルノアの棺を〈竜の箱庭〉が回収したのは一〇〇年近くも前の話だが、逆に言えば手がかりとなる記録がなければ見つけることもできなかったはずだ。

「わたしを囮おとりにでもするつもりか。賢さかしいな」

「こいつは参ったね、どうも」

　ザウエルは肯定も否定もしなかった。だが、もし連中がルノアの姿を知っているのなら、彼女をマークしておくことは必然だ。

「わたしの顔を知っているかどうかは分からないが、棺を狙ねらっていた連中は当然舞踏会のルールを知っているはずだ。と、なれば取り得る行動は二つしかない」

「ほう」

「舞踏会の踊り手になりたいのであれば、まずは契約したパートナーを殺してわたしをフリーにするだろう。連中の中に舞踏会の踊り手がすでにいれば、わたしを殺すだろう」

「舞踏会の踊り手、か。七人のうちの一人を手に入れている可能性もあるってわけかい」

〈竜の箱庭〉が血ち眼まなこになって探しても一つしか回収できなかった棺だけに、そんな可能性は考えてもみなかった。

「可能性は低いだろうがな。この広い世界にたった七人。同じ時代に目覚めるとも限らない。マウザーが死んでから数百年もこの舞踏会が終わらないのがその証拠だ」

「なら、舞踏会の踊り手希望か」

「そんなところだろう。だから、その場合はシグが危ないのだ」

　ルノアは階段を上り始めた。

「つけるのは勝手だが、お前の追っている連中がわたしの顔を知らなければ意味がないぞ」

「ま、そっちも考えてますよ、当然ね」

　ルノアの背中を色いろ眼鏡めがねの奥から見送り、ザウエルは煙草たばこにようやっと火を灯ともした。
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　死体から回収した持ち物には、大して手がかりになりそうなものはなかった。財布には当座の金が入っているだけで、身分証の類たぐいは一切なし。服も上等ではあったが珍しいものではなかった。装備品も大量に出回っているもので入手経路を確かめることは困難だ。だが、死体の一つのポケットから船内にあるバーのマッチが出てきた。

　ルッツとシャルロッテの二人は乗客名簿を調べ、死んだ連中を確認した。全員がバラバラに乗船しており一見して繋つながりはなにもない。名前も恐らくは偽名だ。ただし、乗船の際に顔写真で本人確認をされるので写真は残っていた。

　あとはもう、足で稼ぐ捜査だった。バーでその男を見かけた者を捜し出し――幸いバーのウェイターが覚えていた――、一緒に飲んでいた男の存在を突きとめた。その男が死んだ中にはいないことを確かめ、乗員乗客全員と突き合わせて特定する。二人はこの作業を徹夜で終わらせた。

「失礼。間違いました」

　シャルロッテはロビーに設置してある船内電話の受話器を切った。内線をかけた先は二〇九九号室。一晩かけて捜し出した男が泊まっている部屋だった。男は団体のツアー旅行で乗船した客で、ヘッケラー・コッホと名乗っていた。十中八九、偽造の身分だろう。

「室内にいるようですね」

「分かった。さっさと終わらせよう。僕はもう寝たい」

　目の下に隈くまをつくったルッツが欠伸あくびを噛かみ殺した。さすがに一晩中駆け回って書類と睨にらめっこしたせいで疲労が色濃い。

「同感です。わたしが前衛でいいですか」

「だねえ。正直、女の子を矢や面おもてに立たすのは気が進まないけどね」

「わたしの魔術はそういう魔術です」

　シャルロッテはベルトに捻ねじ込んでいる金かな槌づちを抜き放ち、くるくると器用に回転させて柄つかを伸ばすために振り下ろした。

「じゃあこうしよう。君がドアをぶち破って、僕が踏み込む。君の魔術は生け捕りには向いてない。威力がありすぎる」

　等間隔で並ぶ二等客室の扉に掲げられている部屋番号を確認しながら肩を並べて歩いていく。ルッツは懐ふところから文庫本を取り出すと、無造作に一ページを破った。

「案の定、鍵かぎがかかっていますね」

　二〇九九号室のノブに手をかけ、シャルロッテはルッツを見やった。

「一〇秒後に踏み込む」

　それぞれが扉の左右の壁につくようにして時計を合わせた。

　シャルロッテは目を閉じ、小さく息を吐いた。

「ではいきます」

　世界の設計図〈タペストリー〉を幻視した。今、ここにある現実をつくり出している複雑な糸の編み込みの一部を解き、自分が思っているように編み変える。世界が変わる。

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉……！」

　金槌が扉に向かって振り抜かれた。衝撃。扉の中央が拉ひしやげ、蝶ちよう番つがいが悲鳴を上げる。まるで爆発物でも使ったかのように、扉そのものがもの凄すごい勢いで内側に吹き飛んだ。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉」

　ルッツは魔術を発動させると同時に、室内に飛び込んだ。右手の指に挟んでいた文庫本の破られたページ――最も早はやこれはただの紙ではなく、切れ味鋭い剃かみ刀そりだった。室内は落ち着いた内装。玄関を抜ける。左右に寝室とバスルーム。誰だれもいない。リビングへの扉を蹴け破やぶった。

　ぎょっとする。机の上に件くだんのヘッケラー・コッホが仁王立ちになっていた。一八〇センチ以上はあろうかというごつい体たい躯く。両手には冷たい光沢を放つ自動拳けん銃じゆう。

　ルッツは反射的に右手に挟んでいた文庫本の一ページを投とう擲てきした。だが、狙ねらいは外れ、男の後ろにある窓ガラスに深々と突き刺さる。続けざまに懐ふところの文庫本に手を伸ばしたが、魔術を発動させる時間はないと判断して拳けん闘とう選手がやるように顔を両腕で防御した。

　二に挺ちようの自動拳銃から嵐のごとく弾丸が吐き出される。銃声。銃声。銃声。連続する咆ほう哮こうは静寂のことごとくを粉砕し、絶え間なく煌きらめく銃火が薄暗い室内を照らした。

　弾雨に晒さらされたルッツは拙つたないステップでダンスを舞うようにして、壁に背中をぶつけた。時折、戦闘服の要所を補強してある金属板に弾丸が跳弾し、甲高い悲鳴と火花が散る。

　凶悪な銃声の嵐がやんだ時、机と床には空薬やつ莢きようが散乱し、シックな意匠の壁は弾だん痕こんだらけになっていた。そんな中、ルッツが顔を防御した姿勢のまま壁にへばりつくように佇たたずんでいる。

　机上の男はスライドがフルオープンし、銃身が熱くなった両手の自動拳銃を投げ捨てた。どちらも死んだ連中と同じ自動拳銃だった。床に自動拳銃が落ちた音が幕引きの合図であったかのように、室内には静寂が舞い戻ってきていた。

「いったいな、くそ」

　固まっていた姿勢をルッツが解くと、戦闘服に喰くい込んで変形した弾丸がバラバラと床に落ちる。学校支給のこの服は、着弾の衝撃はあるが弾丸そのものはとおさない。

　ルッツは骨に異常がないことを願いながら身体からだ中じゆうの痛みを無視した。懐から文庫本を取り出す。〈タペストリー〉を幻視して、世界の設計図を編み変える。文庫本が風もないのにもの凄すごい勢いでめくれ出した。

　魔術が発動するまで、だが男は待ってくれない。腰の後ろから抜き放ったのは、自動拳銃より一回り大きいくらいの機関拳銃だった。三〇発は装そう填てんできそうな長い弾倉が装着されている。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

　文庫本のページが一斉に舞い上がる。

　ルッツは反時計回りに室内を駆けた。

　男もテーブルから飛び降りて等距離を保ったまま足を動かす。

　機関拳銃が咆哮した。絶え間ない銃声が鼓膜を震わせ、瞬く銃火が二人の顔を照らし出して影をつくった。鋼はがねになった文庫本のページに、無数の弾丸が跳弾する。床には金色の空薬莢が零こぼれ落ち、硝煙の臭においが充満する。

（組み伏せるか）

　彼ひ我がの距離は数メートル。ルッツは降り注ぐ弾丸を無視して男に突進した。机を飛び越えて、そのままタックルするように飛びかかる。

　男はルッツに組み倒されて、背後にあったワインセラーに背中から激突した。ワインボトルが派手に割れ、男が低い声をもらす。だが、体格差が問題だった。なにせ相手は一八〇センチを遥はるかに超える巨漢だ。さらにルッツは格闘があまり得意ではないのだ。

　案の定、男は両肩を押さえ込んでいる手から強引に抜け出すと、馬乗りになってきているルッツの顎あごに突き上げるような掌てのひらでの一撃を見舞った。

　ルッツの身体からだが仰のけ反ぞる。続けざまに上半身を起こし、頭突きを一発。

「……っ！」

　堪たまらずルッツが床に転がる。すぐさま身を起こそうとするが、男の方が速かった。すかさず踵かかとで顔面を踏みつけてくる。

「よせっての！」

　ルッツは悲鳴を上げ、床を転がってその一撃をかわした。耳元で鈍い音が響く。転がった勢いで身を起こし、だが、男はすでに背を向けてドアが吹き飛ばされた入口に向かって駆け出していた。

「くっそ、あの野郎……」

　ぽたぽたと落ちてくる鼻血を手の甲で拭ぬぐいながら顔をしかめる。生け捕りにするのでなければもっと簡単だったろうに。なにせ魔術というものは、こうと決めたら応用性が利かない。

　ルッツは急いで男を追ったが、眼前からその背中が消えた。

　瞬間。男が横殴りに吹き飛んだ。シャルロッテの魔術だろう。

「殺すなよ！」

「手加減したので大丈夫です」

　廊下へと飛び出すと一〇メートルくらい吹き飛んだ男がどうにか身を起こして、とおりがかった中年男性を突き飛ばして走り出すところだった。

「なんてタフな奴やつだ」

「追いますか」

　シャルロッテは室内へと一瞬だけ目配せした。捜索を同時に進めるかということだ。

「追うぞ。奴も弾切れだが、こっちも本がなくなった。とてもじゃないが、僕一人で生け捕りにできそうにない」

　そう言ったルッツはもう走り出していた。

「分かりました」

　そのあとをシャルロッテが追いかける。徹夜のあとにこの運動はさすがに堪こたえた。

　男が振り向きざまに自動拳けん銃じゆうを撃ってきた。二人は床に転がるようにして射線を避け、

「弾切れだったのではないのですか」

「ああ。僕が知ってる限りはな」

「まったく。もうちょっとよく観察してください。妹の写真でハアハアするくらいに」

　ルッツがなにか言うよりも早く、シャルロッテは身を起こすなり駆け出した。

　だが、男が廊下を曲がるなりガラスが割れるけたたましい音が響いた。

「まさか！」

　数瞬遅れて廊下を曲がると、そこには派手に破れた窓があるだけだった。駆け寄って下を覗のぞく。紺こん碧ぺきの空と雲海だけが見える。男の姿はなかった。

「やられた」

　ルッツは虚脱感から壁に背をあずけ、大きく嘆息する。まさか空へと身を投げるとは。生け捕りどころか、死体としての手がかりすら残らない。

「これでは部屋を調べるしかありませんね」

「まあ……そっちに期待かねえ、これは」

　と、ずずん、という鈍い衝撃。

　二人は顔を見合わせ、慌てて走ってきた通路を戻った。二〇九九号室の前はすでにちょっとした人だかりで、船員が消火器を持ってきて入り口から噴き出てくる火を懸命に消していた。

「爆破したかあ……」

　ルッツは頭を抱えて座り込んだ。これで室内に残されていたかもしれない手がかりもなくなった。ただ飛び降りるだけなら部屋の窓から飛び降りればよかったのだ。時間を稼いでこちらを引きつけ、別の仲間がその間に。これで徹夜仕事が無に帰してしまった。

「これは先生に大目玉だぞ」

「そうですね。責任はデュオを指揮していたルッツにありますが」

「君なあ……」

「なんですか」

「まあ、そのとおりなんだけどさ」

　部屋の捜索は同時に行うべきだったかもしれない。だが、それを言うならルッツはそもそも荒事が好きではないのだ。

「やっぱり僕には研究室にこもる方が性に合ってるんだよなあ」
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「ひょっとしてカジノでもＶＩＰ扱いだったりするわけか？」

「そりゃそうよ。だってあたしハイローラーだもの。コンプを受けられんの」

　別段自慢するわけでもなく、リラは平然と言った。コンプというのは多額の賭かけ金を使ってくれる上客――ハイローラー――を囲い込んでおくためのサービスのことだ。カジノ内での飲食が無料になったり、併設してあるホテルの宿泊代が割引されたりする。

「どうりで……」

　並ばなくてもカジノに入れたし、普通は取り上げられる腰の剣もそのままのはずだ。

「ちょっと、あんまりきょろきょろしないでよ。恥ずかしい」

「しょうがないだろうが。俺おれはこんなところくるのは初めてなんだから」

　複合娯楽甲板にあるカジノ〈ロワイヤル〉は、シグが想像していたよりも遥はるかに巨大で、遥かに煌きらびやかだった。甲板を二階層ぶち抜いた吹き抜けの構造になっており、見上げるほどに高い天井には眩まぶしいシャンデリアが無数に輝いていた。

　真っ赤な絨じゆう毯たんが敷かれた床に、宮殿を思わせる豪ごう奢しやな柱が立ち並び、噴水や、小さな滝まである。タキシードやドレスで着飾った老若男女がいたるところで目につき、ばくち打ちの鉄火場というよりは紳士淑女の社交場だ。カジノを巡回している両替ガールも、バニーガールの格好はしていない。そのくせスロットから重たい金属コインが吐き出されるジャラジャラという音はイメージそのままだった。ルーレット、ポーカー、バカラといった定番のゲームがいたるところで賑にぎわい、スロットマシンが金額別にずらずらと並んでいた。

「あんた、いくら持ってるの」

「いくらって……お前、俺の金で遊ぶ気か」

「バッカねえ。あたしも使うわよ。見てるだけじゃつまんないだろうからスリルを味わわせてあげるわ。あたしの手でね。ありがたく思いなさいよ」

　射殺すような眼光を浴びせられて、シグは渋々ながら持ち金を手渡した。占めて五万マルス。今月の生活費だ。

「ったく。こんなしょっぱい金額で渋ってんじゃないわよ。すぐに一〇倍くらいにしてやるわ」

「お前に家計を任せることになる男がこの世にいないことを願うぞ、俺は」

「なんでよ」

「それが分かってないからだろうが」

　リラは両替ガールを呼びとめて、現金をチップに交換した。黒いチップがざっと五〇〇枚。

　チップのレートを確認し、シグはぎょっとした。黒は一枚、一万マルス。つまり、リラは五〇〇万マルスを交換したことになる。真っ当な民間企業に勤める中堅社員の年収並みだ。

「お前、無茶するなあ」

「そお？　でも、これくらいしか使うことないんだもん。貯金なんてしたくないし」

「いやいやいや。貯金をしろ。堅実に生きろ」

「やーよ。得ようと思えば、まずは与えんのよ。つまんない男ねえ」

　選んだのはよりにもよってスロットマシンだった。レバーを引いたら最後、完全に運任せだ。

「ポーカーとかなら統計学でリスクを最小限に減らせるんだぞ」

「あたしはそういう小細工が嫌いなのよ！」

　リラは容赦なくチップを三枚投入し、勢いよくレバーを引いた。あとはもうジャックポットが出るように神に祈るのみ。どうもここは超大当たりの積み立て式ジャックポットを採用しているらしく、スロットマシンの上に目をやれば、現在の積み立て金額を表示してある掲示板の数字が従業員によって刻一刻と更新されていた。

「い、一億マルス～」

　その金額にシグはちょっと引いた。その他ほかにも副賞で複葉機がついてくるようだった。ここで遊ぶ連中はおかしい。異常だ。人間、もっと慎つつましやかな生活をするべきなのだ。清貧を尊ぶべきなのだ。そうに決まっている。などと人の生き方について考えていると、

「見なさい！」

　リラに胸倉を掴つかまれて引き寄せられる。

「なんだよ！」

「速攻きた！」

「マジかよ……」

　見ればいきなり７が二つ揃そろっていた。まさか一回目からとは。なんという悪運の強さ。

「こい、こいこいこいこい！」

　シグの胸倉を掴んだまま拳こぶしを握り締めてリラは叫んだ。

　だが――案の定、最後の７は太陽の絵柄になった。

「くそったれ！」

　リラが怒りの声を上げる。女の子が、ましてや仮にもアイドルが使うのはあまりよろしくないなあ、とシグは思った。

「なんでよ!?」

「なんでって、俺おれに言うな」

　胸倉を両手で掴まれて、ほんの一〇センチほどの距離に紅潮したリラの顔がある。シグは不覚にもドキドキしたが、激しく前後に揺さぶられてその気持ちもすぐに吹き飛んだ。

　なおのこと凶暴になっている。どうにもリラ・フィオーレはギャンブル癖ぐせが悪いらしい。

　積み上げられていた黒いチップが飛ぶようにしてなくなっていく。

　レバーを引く。スロットが回る。レバーを引く。スロットが回る。レバーを引く。スロットが回る。機械的にその作業を繰り返し、当然のことながらジャックポットが出ることもなく――リラの目はどんどん据わっていき、そしてついに切れた。

「死ね！」

　スロットマシンを思い切り蹴けり上げる。鈍い音がして、数瞬。スロットマシンがコインを雪崩なだれのような勢いで吐き出した。たちまち受け皿から溢あふれ出し、床がコインで埋め尽くされる。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見ていたリラは、なぜだかＶサインをつくった。

「シグ、神の奇跡よ」

「バカかお前は！」

「バカとはなによ！」

「ちっとは常識ってもんを知らんのか！　すぐ暴力に訴えやがって。この凶暴貧乳娘が！」

「なんですってえっ！　あたしは貧乳じゃなくて、微乳なのよ！　目つき悪い、ネクラの、だっさい黒ずくめの三流魔術士のくせに！」

「おま……！　そこまで言うか!?」

　二人は今にも取っ組み合いを始めんばかりの勢いで怒鳴り合ったが、

「お客様。困りますなあ。ちょっと事務所まできていただけますか」

　ドスの効いた声にぴたりと言葉をとめた。ゆっくりと二人して声がした方向に視線を向ける。そこにはごつい身体からだをした、いかにもな黒服が佇たたずんでいた。

（ちょっとシグ、なんとかしなさいよ）

（無茶言うな。ってか、そもそも悪いのはお前だろうが）

（なに言ってんのよ。あんたはあたしをトラブルから助けるのが仕事でしょ）

（お前……！）

　ひそひそと言い合っていると、黒服が一歩こちらに近づいてきた。

「ここでは他ほかのお客様のご迷惑になりますので」

「仕方ないわね」

　リラは毅き然ぜんと黒服を見据えた。腰に両手を当て、仁王立ちになる。

「シグ――」

「なんだよ……」

「――逃げるわよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「おい!?」

　脱だつ兎とのごとく駆け出したリラに目を丸くする。

「だあっ！　くっそ！」

　慌ててあとを追った。黒服がなにやら仲間を呼んでいる。前を走るこの女は天然のトラブルメーカーに違いない。一体どういう育ち方をしたらこうなるのだろう、などということを考えながら、シグは力の限り走り続けた。



◆◇◆◇◆



「こりゃまた派手にやったもんだね、どうも」

　未いまだに熱と焦げた臭においが残る室内に足を踏み入れ、ザウエルは頭をがりがりとかいた。辺り一面真っ黒で煤すすけている。消火剤と水が天井から滴したたり落ち、熱で奇妙に変形したインテリアの残ざん骸がいが目についた。

　ザウエルの後ろを歩きながら、ルッツが控えめな声で言った。

「すいません。全て僕の責任です」

「ま、終わったことは仕方ないじゃない」

　そうは言うものの、ザウエルは明らかに肩を落としている。

「僕が先生をこんなに落胆させたのは初めてかもしれませんねえ」

「いやあ、船長から怒られちゃってさあ。これ以上派手にやったら賠償問題になりそうなんだ」

「は？　そんなの――訴えられるのは学校でしょう？」

「原因をつくったのは俺おれなんだから、減給処分になっちゃうでしょうが」

　ルッツは呆あきれて嘆息した。

「そんなことで落胆してたんですか」

「そんなことって、俺の薄給を知らないでしょ」

　軽口を叩たたきながらも、ザウエルはなにか手がかりが残されていないかと慎重に歩いているようだった。とはいえ、ほとんどのものは爆破で吹っ飛んだ上、火事のせいで黒焦げだ。

「なにか出るとも思えませんけどね」

「そう言うなって。愚ぐ痴ちが多いよ、お前。ロッテ、そっちはなにかありそうか」

「はい。こんなものを見つけました」

　部屋の隅でごそごそとやっていたシャルロッテは、半分以上焼失した上に水で濡ぬれそぼった紙の束を手にしていた。

「調査報告書のようです。ザウエル先生の」

「俺の？」

　シャルロッテから受け取った紙の束にはタイプライターで打たれた文章とともに、クリップで何枚かの写真が添付されていた。それはザウエルとルッツの写真だった。どうやら途中乗船したシグとシャルロッテの情報はまだ掴つかみきれていないらしい。

「向こうは俺おれたちのことを調べ上げてますってことね」

　ザウエルは顎あごに手をやって低くうなった。なかなかに不利な状況だ。こちらは情報がなにもないというのに、向こうはこちらのことを知っている。だが、こちらのことを調べているということは、棺ひつぎの中身であるルノア・ローゼンタールの容姿は知らないと見ていいだろう。つまり、こちらをとおして間接的にルノアを手に入れる方法しかない。

「こいつはもう迎撃戦になるな」

　誰だれに言うともなしに独りごち、

「二人は一時間だけ仮眠を取れ。これからは敵さんが仕掛けてくるのを待つぞ」

　なんの残ざん骸がいかも分からない黒焦げの板を蹴けり上げる。と、拳こぶし大だいの容器が玩具おもちやみたいな音を立てて垂直に打ち上げられた。跳躍地雷だった。ご丁寧に罠わなまで残していったらしい。

　ザウエルは完全に虚を衝つかれて対応が遅れた。

　ルッツの魔術は間に合わない。

　シャルロッテは咄とつ嗟さに、その容器を窓に向かって蹴り飛ばした。

　外に飛び出た瞬間、閃せん光こうとともに爆発。内包されていた無数の鋼球が猛烈な勢いで周囲にばら撒まかれた。その大半が空へと消えたが、窓から飛び込んだ一部が焦げついた部屋を蹂じゆう躙りんした。

　数瞬の間を置いて、ルッツが叫び声を上げる。

「先生！」

「くそ、迂う闊かつだったな。落ち着け。状況を報告しろ。怪け我がはないか」

　自分でそう言っておいてぎょっとした。シャルロッテが床に倒れていた。

　一呼吸の間を置いて、黒く焦げた床に血が広がっていく。



◆◇◆◇◆



「はあっはあっ……ねえ、撒いた？　もう撒いた？」

「多分な……」

　二人とも盛大に肩で息をしつつ、後ろを振り返る。確かに誰も追ってきてはいないようだった。もっとも、カジノに入場した段階で身分は分かっているので事務所に厳重な抗議がくるだろうが。マネージャー氏が頭を抱える様が目に浮かび、シグは心底から気の毒になった。

「ったく。こんな騒ぎを起こしやがって」

「あのスロットが悪いのよ。全然揃そろわないんだもん」

　あくまでも堂々とした態度のリラに呆あきれながら、シグは額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「俺の生活費をどうする気だ」

「どうって、まあいいじゃない。あたしとのデート代ということで」

　しなるようなポーズをつくって、ウインクをしてくる。

「いいわけあるか！」

「なーによ。五万ぽっちでさもしい男ね」

「お前は誠意って言葉を知らんのか」

「知ってるけどなにか？」

　睨にらみ合う。だが、リラは堪こらえ切れずに笑った。

「あー……あんたと話してるとすぐこんな調子になっちゃうじゃない。うん、返す。マネージャーに言ってちゃんと返す。ごめんね」

　顔の前で両手を合わせて頭を下げる。こちらの様子を窺うかがうように上目遣いだ。

「分かったよ。ちゃんと返せよ。あの金がないと本当に俺おれは生活できないんだからな」

「返すわよ。マネージャーが。じゃあもうこの話は終わり。きれいさっぱり水に流しましょ」

「水に流してどうする。教訓にしろよ」

　半眼で言ったシグの言葉は無視された。

「ねえ、シグ。中入ってみる？」

「人の話を聞け……って、中だあ？」

　リラが指差したのは、重厚な造りの多目的ホールの扉だった。船内を利用した大規模な会議やコンサートを催したりするために使われる。

「いいのかよ。入って」

「あたしが歌うところだからいいに決まってるでしょ。これからリハがあるの」

　言うが早いか、彼女は完かん璧ぺきな防音設備を施された重厚な扉を開いた。調整中の照明に、ステージが照らされていた。セットを作るスタッフが駆け回り、声が飛び交っている。客席はざっと数百席はあった。円形の階段状になっている構造で、ちょうど中央にステージがある。

「お前ってやっぱり凄すごいのな」

　最上段の通路の手すりに身体からだをあずけるようにして、シグは正直な感想をもらした。まだ準備をしているだけなのに、観客も一人もいないのに、ホールの大きさや煌きらびやかさは圧倒的だ。

「そうよ。あたしは凄いのよ」

　シグの横に並んで遠くのステージを見つめながら、リラは言い切った。

「ちっとは謙けん遜そんとか、謙虚という言葉を覚えた方がいいと思うぞ。俺は」

「違うわよ」

「なにが」

「あたしは歌だけは誰だれにも負けないって思ってる」

　その声は真剣そのもので、シグは息を呑のんだ。リラの横顔は凛りん然ぜんとして、それは彼が雑誌などで知っているリラ・フィオーレだったからだ。

「歌が歌えなくなったら、生きていけないって思ってる」

　少し意外だった。この奔ほん放ぽうな性格だ。てっきり、事務所に言われて嫌々やっているのだと思っていた。だが、彼女の言葉からはそれが嘘うそではないことがはっきりと分かった。

　シグがきょとんとしていると、こちらを向いたリラが笑った。

「意外だと思ってるでしょ。失礼ね」

「いや、意外というか。歌が上う手まくても好きじゃない奴やつだっているだろうと思ってさ」

「そりゃいるわよ。でも、あたしは違う。ろくでもない人生の生き甲が斐いなの。で、どうせろくでもないんだから、好きなことやって思い切り楽しもうと思ったの。歌うこと以外にもね。だからあたしは、ルガー・ヘンケルスに憧あこがれるの」

　世界中から喝かつ采さいを浴びるアイドル歌手の人生のどこがろくでもないのだろうか。ただ、リラが好き勝手にやりたい放題なのは、このモットーのせいであることは間違いない。と、こちらを見つけてマネージャーのシーメンス氏が駆け寄ってきた。時間がないのかシグに軽く会釈をしただけでリラの耳元でなにかを囁ささやいている。

「リラ。遅刻ですよ、まったく。ぼくの立場も少しは考えてください」

　リラはその顔を見るなり、口を尖とがらせて明後日あさつての方を向いた。

「さっさと衣装合わせをしてしまいましょう。それからリハに」

「先に歌いたい気分なんだけど」

「それでも構いませんが。ご覧のとおり舞台はまだできあがっていませんよ」

「いいの」

「ふむ。分かりました。ではそのように手配をしてきましょう」

　リラの意見はできるだけ尊重されるようで、シーメンスは軽く肩をすくめて早足に階段を下りていった。やはり彼女は特別なのだ。

「そんなわけで、あたしはこれから仕事よ」

　リラがこちらを振り返り、ずいっと顔を近づけてくる。

「なんだよ」

「今度あんたに聴かせてあげる。特等席でね」

　ほとんど耳元で囁くような距離だ。

「あんたは目つき悪くて、多分ネクラで、だっさい黒ずくめの三流魔術士だけど、いいとこが一つある。あたしを――」

　彼女の唇が頬ほおに少しだけ触れた気がした。

「――ちゃんと見てくれること」

　シグから離れると、リラは少しだけはにかんだ笑みを浮かべた。

「それから――昨日はありがと。助けてくれて。あんなにぎゅってされたの初めてだから、びっくりしちゃって……それだけ」

　そのまま背中を向けて階段をリズムよく駆け下りていく。

「それだけって……」

　小さくなっていくその後ろ姿を見やりながら、シグは自分の頬ほおを押さえた。

　胸がどきどきしていた。リラの照れた笑顔を思い出した。睨にらみつけてくる表情も、我がままな態度も、雑誌や広告の写真で見る笑顔も、まるで嘘うそのようだった。リラはどこにでもいる普通の女の子みたいで、そっちの方がよほど可愛かわいいとシグは思った。

　リラの姿が見えなくなってもぼんやりとステージを見ていると、スタッフの動きが慌ただしくなった。シグは関係者以外立ち入り禁止だということでホールの外へと追い出された。そして、目の前に広がる光景に唖あ然ぜんとした。

　ルノアが見知らぬ男に見事な後ろ回し蹴げりを決めたところだった。上等なスーツを着た若い男が情けない悲鳴を上げながら軽く吹き飛び、絨じゆう毯たんを転がって失神した。昨日のこともあるので気まずさもあるのだが、状況が状況なだけにシグは声を上げた。

「なにをしてるんだ、なにを」

「シグか。お前を捜していたら、この男がしつこく絡んでくるので教育をしてやったところだ」

「あーあー、ったく」

　シグは呆あきれた声をもらし、失神している男に近づいた。座り込んで顔を覗のぞき込む。どこかで見覚えのある顔――リラを口説いていた連中の一人だ。確かワインボトルで殴られた奴やつだ。

「懲こりない奴だなあ」

「知り合いか？」

　シグは数瞬だけ考えたが、

「いや。知らない」

「ではとどめを刺すとしよう」

　ルノアがすっと眼光を鋭くした。一瞬で〈タペストリー〉が編み変えられた。右手に出現した魔術の刃やいばが空気を切り裂く鋭い音とともに横よこ薙なぎに一いつ閃せんされる。

「バカ！　お前、素人だぞ！」

「こういう奴にはきついお灸きゆうが必要なのだ」

　羽交い絞めにしようかと思ったが、間に合わない。

「ルノア！　やめろって、ええい、このバカ――」

〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉が振り下ろされる、瞬間――

「“〝お座り”〟だ！」

　間一髪、シグの言葉には逆らうことができず、ルノアはその場にお座りした。

「シグー……！」

　ルノアはぎりぎりと歯は軋ぎしりし、恨めしそうな視線をこちらに送ってきていた。何度されても屈辱的であることに変わりはないらしく、頬を紅潮させて今にも噛かみついてきそうだった。

「落ち着けって」

「これが、落ち着いて、いられるか！　なにゆえわたしが何度もこんな仕打ちを！」

「あの男を殺す気だったろうが」

「そんなことはない。加減は心得ている」

「ほんとかよ……とどめを刺すって言ってただろう」

「あー……お取り込み中のところ悪いんだけどね」

　背後から聞こえてきた声に、シグは振り返った。

　呆あきれたような表情を浮かべて、ルッツがこちらに歩いてくる。

「君ってそういう趣味だった？」

「まあ、激しく違うが。たとえそうでもロリコンでシスコンよりはましだと思うぞ」

「ぐっ……そういうことを公衆の面前で言うんじゃない。そんなこと今はどうでもいいんだよ。いや、これからも永遠にどうでもいいことだ」

　端整な顔を顔面神経痛みたいに引ひき攣つらせながら、シグの両肩に手を置く。

「いいか、よく聞け」

　声の調子を落とし、やおら真剣にルッツは言った。

「ロッテがやられた」



◆◇◆◇◆



　シャルロッテに出会ったのは六歳の時だったと思う。ある日突然、新しい家族ができたと言って父親が連れてきたのを覚えている。どういう経緯があったのかは分からない。ただ、その日から家族が一人増えたのだ。

　彼女が子供の頃ころは控えめな性格のせいでよくいじめられたが、その度にシグが守ってやったものだった。思えばその頃からかもしれない。父親や、カールツァイス・マウザーにすらなれると思い出したのは。彼女にしてみれば、シグはちょっとしたヒーローだったに違いない。それはきっと今でも、ずっと。シグにとってそれは嬉うれしいことで、魔術士としては落ちこぼれなはずの自分が〈竜の箱庭〉でがんばってこれたのも、そのおかげだった。

「よかったな。顔、なんにもなくて」

　ベッドに寝ているシャルロッテは、白い包帯を腕やら脚やらに巻かれていた。地雷を蹴けり上げたせいで爆発への反応が遅れた彼女は、中空で身体からだを捻ひねるようにしてどうにか鋼球から身をかわしていた。それでも数発の鋼球が左半身を掠かすめ、そのうち一発が眼鏡めがねを吹き飛ばし、三発が腕や脚を貫通したが、幸いなことに臓器の損傷などはなく、それほど深刻な容態というわけではなかった。

　シグは近くにあった椅い子すをベッドの側そばに引きずってきて腰かけている。

「シーくん、お見舞いにきてくれて嬉しいです」

　眼鏡をかけていない顔をシーツで隠すようにして、くふくふと笑う。

「お前、なんかよからぬことを考えてるだろ」

「……なぜ分かったのですか。と、いうことは。二人きりだし、なぜだか肌寒いわたしを人肌で温めてほしいと思っていることもばれているということですか。以心伝心、ですね？」

「ですね、じゃない！」

　額ひたいをぺちっと叩たたいてやる。

「あぅ……ひどいです。わたしは怪け我が人にんですよ」

「もっと怪我人らしくしろ……ったく」

　内心、ほっとした。シャルロッテは家族じゃないか。たった一人残った、大切な。ザウエルとルッツがいながらなにをやってんだ。俺おれがいたら――胸中でそんなことを思い、はっとする。自分がいたらどうだというのか。子供の頃ころとは違うんだ。彼女を守ってやれたのか。

「シーくん、わたし、信じてますよ」

「なにを」

「シーくんを」

　彼女はおずおずとシグの手を握った。

「シーくんはきっとおじ様みたいな凄すごい魔術士になって、いつまでもわたしを守ってくれるんだって。だから、次はちゃんとシーくんがいるところでピンチになりますね」

　父親が雲の向こう側に消えた時、まだ子供だったシグは高らかに言ったものだった。

『これからは僕がロッテを守ってやる』

　子供の時のように胸を張って言えればいいのに。そうすることはシグにはできなかった。

（現実は、これだ）

　皮肉げな笑みを浮かべる。そうなれるようにやってきたつもりだった。ルガー・ヘンケルスの汚名を雪すすぎ、そんな父親が成し遂げられなかったことを成し遂げる。そして、きっと捜し出してやる。そう思ってきた。だが、自分はきっと父親のようにはなれないのだろう。それもどこかでは分かっている。それでも、諦あきらめる気はなかった。諦めたら、そこでなにもかも終わってしまう。少なくともシャルロッテの気持ちを裏切ることだけはしたくない。

「シーくん、痛いです」

　気づけば、シャルロッテの手をきつく握り締めていた。

　慌てて力を緩めながら、シグは胸中でうめいた。

（やってやるしかないだろうが）

　そんなことなど知る由もなく、

「一つお願いがあるのですが」

「なんだよ。俺が聞ける範囲にしてくれよ」

「クラウゼヴィッツにえさをあげてきてください。厨ちゆう房ぼうで野菜の切れ端をくれますから」

　シャルロッテのそんな言葉に、シグは気の抜けたような笑みを浮かべた。

「……へいへい」



◆◇◆◇◆



　部屋を出ると、ルノアが壁に背をあずけていた。ザウエルとルッツは別の部屋だ。ルノアの棺ひつぎを狙ねらっていた連中はまだ〈竜の箱庭〉の戦力は二人のことしか把握できていないらしい。シグはルノアが棺の中身であることを悟られないために、引き続きこの件からは外されていた。

「もういいのか」

　壁から背を離し、ルノアが言った。

「ああ、眠ってる」

「ひどいのか？」

「いや。命に別状はないし、意識もはっきりしてる。見えるところにも傷は残らないだろうし」

「なら、なぜそんな顔をしている」

　シグはそう言われても、自分がどんな顔をしているのかなど分からなかった。大方、随分と浮かない顔をしていたに違いない。そんなことを思い、口元をわずかに歪ゆがめる。

「ロッテに言われたよ。親父おやじみたいな魔術士になってわたしを守ってくれるんだよねって」

　浮かんだ苦笑を隠すように、口元に手をやった。

「そんなに凄すごい魔術士だったのか。お前の父親というのは」

「まあな。カールツァイス・マウザーの再来とすら言われてたよ」

　シグは今さらながら、シャルロッテが普段はそんなことを口にしない理由が分かった気がした。彼女だってシグが父親ほどの魔術士になれるなんて本当は思ってはいないのかもしれない。ただ、普段からずっと言われ続けていれば、シグはもっとがんばれたかもしれない。雲の向こう側に消えた父親のように無茶をしていたかもしれない。彼女はきっと、それが嫌だったのだ。だから、口にはしなかったのだ。だが、それでも心のどこかでは、昔のヒーローのままでいてほしいと思っている。

　シグは拳こぶしを握り締めると、壁を思い切り殴りつけた。とんだバカ野郎だ、俺おれは。もっとできたはずだ。やれたはずだ。だからこうして――ルノアに出会ったところで相手にされない。噛かみ締めた奥歯が耳の奥でぎりぎりと鳴った。

「なあ――ルノア」

「なんだ」

「今からでも間に合うと思うか。お前に見合うくらいには」

「さあな。だが、努力することはいつからでも始められるし、そうしなければなにも変わりはしない。結局、どれだけ成長するかなどそいつ次第だ」

　ルノアの声はあくまでも怜れい悧りだった。

「そうかい」

　だが、シグにはそれだけで十分だった。かつてリンドブルムから魔術の神秘を盗んだマウザーは世界の全てを幻視し、自在に世界の在り様を編み変えたという。ルガー・ヘンケルスは撃剣と数種類の魔術を組み合わせた戦術で〈絶対皇帝〉とすら呼ばれていた。

　そもそも〈タペストリー〉を幻視できるかどうかは生まれついての才能だ。訓練で範囲を広げることができこそすれ、魔術士が幻視できる〈タペストリー〉の範囲は世界全体のほんの一部にすぎない。魔術士たちは自分が幻視できる〈タペストリー〉に適応した魔術を研究し、訓練する。同じ魔術を使う魔術士がいないのはそのせいだ。

　今さら、苦手な魔術をどうこうすることはできないだろう。

（だが、こいつは別だ）

　シグは佩はい刀とうの柄つかに手をかけ、強く握った。一度目を閉じ、ゆっくりと開いた。息を吐く。

「頼みがある」

　黄金色の双そう眸ぼうを見つめた。自分の顔がそこに映り込んでいた。

「俺おれに撃剣を教えてくれ」

　ルノアは少し驚いたような表情を浮かべ、

「本気で言っているのか？」

「ああ。今すぐに俺を認めろとは言わない。けど、これならどうだ。そんなに言うなら、お前が満足するまで俺を鍛えればいい」

　その言葉はどうやら本気のようで、シグの双眸には断固たる意思が見て取れた。

　ルノアはしばらくの間黙っていたが、不意に噛かみ殺したような笑みを浮かべた。

「バカバカしいと思うかよ」

「いや。そういうわけではない。少し見直したのだ」

「ホントかよ……っても、俺はお前の理想の騎士とやらには到底なれないけどな。お前、本当はかなり少女趣味なんじゃないのか。そんな白馬の王子様みたいな奴やつ、絶対いないぞ」

「な、なにを言う……！　どこかにいるに決まっているだろう。バカにするな！　許さんぞ！」

「おお！　バカ、魔術を使おうとするな！」

「うるさい！　バカ！　やはりお前はろくでもない奴だ！」

「うるせえ。お前こそ足あし癖くせも酒さけ癖ぐせも悪いくせしやがって！」

　二人して罵ののしり合う。見苦しいことこの上ない。最終的にルノアの真空飛び膝ひざ蹴げりを喰くらって、シグは見事に昏こん倒とうした。



    

  
    
      
第五章



　シグを見事にＫＯしたルノアは、返答をすることなく踵きびすを返した。少し見直したというのは、まあ、本当だ。どうも根性だけはあるらしい。筋も、そこそこ悪くない気もする。ただ、あまり向いていないとも思う。最後の最後で、冷酷になれない甘さは命取りになる。

　ルノアはそっとシャルロッテの部屋に入った。シグのことを一番知っているであろう少女と、少し話をしてみようと思ったのだ。

　人の気配を感じたのか、シャルロッテが目を覚ましていた。二人の目が合う。

「……シーくんを盗とったら許さないですからね」

　こちらを認識したらしいシャルロッテが、小さな声で言った。

「別にわたしはそんなつもりはないぞ」

「む。本当ですか」

「お前の王子様はまったくわたしの好みではないからな」

「シーくんは確かに人相が悪くて優柔不断で、あとは背もあまり高くないし、魔術はダメダメですけど……やる時はやります。バカにしないでください」

　シャルロッテは唇を尖とがらせて抗議の声を上げた。

「……それは擁よう護ごしているのか」

「もちろんです」

　シャルロッテの顔を深々と覗のぞき込む。瞳ひとみにはシグに対する揺るぎない信頼がある。一人の人間から一ひと角かどの信頼を得るということは、なかなか大したことだ。

「なるほど。まあ、わたしはシグのことを多く知っているわけではないからな」

　素直にそう言ってから、ポニーテールになっている白銀の髪を触って一言つけ加える。

「悪い奴やつではない、と思う」

「分かればいいです」

　シャルロッテは明後日あさつての方向を向いて布団に潜ってしまった。

　ルノアは仕方なくベッドの側そばにあった椅い子すに腰を下ろした。腕組みをしてしばらくなにかを考えたあと、

「シグ・ヘンケルスのことが好きなのか」

　思わぬ質問に布団がびくりと揺れた。顔を出さないままにぼそぼそと答えが返ってくる。

「……そうですよ。悪いですか。でも、シーくんはよく分かりません。わたしのことを嫌いではないと思いますが……シーくんのバカ」

「あの男もお前のことを大切に思っているようだったが」

「好きなのと大切に思っているのとは違うのです」

「そうなのか？」

「そうなのです」

　自分で言っていて悲しくなってきたので、シャルロッテはさらに布団の奥に潜った。

「ふむ。よく分からんな」

「ぐす。色々と複雑なのです。どうしてわたしはこんなことをあなたに言っているのでしょうか」

「なぜと言われても困るが……」

　ルノアはそこで言葉を切り、やおら立ち上がった。

　同時に世界の設計図〈タペストリー〉を幻視した。迅速に、正確に、編み変える。右手を握り締めた。出現する半透明の魔術士の刃やいば。

「で、そこにいるお前は何者だ」

　鋭い眼光が部屋の扉に向けられた。隙すき間まからなにかが入ってくる。それは砂だった。大量の砂が部屋に侵入してくる。やがてそれは白いスーツを着た男の姿となり、

「これは失礼」

　ルノアは問答無用で斬きりかかった。床を蹴けり、袈け裟さ懸がけに魔術の刃を撃ち下ろす。

　だが、まったく異質の手て応ごたえしかなかった。重い砂の塊に斬りつけたような鈍い手応えだ。事実、魔術の刃は本来ならば鎖骨を両断して肋ろつ骨こつ、肺へと深々と喰くい込んでいるはずだ。だが、斬り口から零こぼれ落ちるのは鮮血ではなく砂だった。

「ぼくの〈熱砂戦線〉の前ではどんな攻撃も意味はない。剣林弾雨、魔術すらもね」

　ルノアはなにか嫌な予感がして、すかさず間合いを取った。〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉の切っ先をすっと落とし、構えを取る。

「何者だと聞いているのだ」

「〈蒼そう焔えん使つかい〉のお仲間ならご存知でしょう」

　男は張りついたような笑顔だった。柔和だが、どこかぞっとする笑みだ。

〈蒼焔使い〉とはワルサー・ザウエルのことだ。どうやらこの男はわたしの棺ひつぎを狙ねらっていた奴やつらしい、とルノアは理解した。だが、妙ではないか。連中はまだ、ザウエルとルッツ・シュタイフのことしか掴つかんでいないという話だった。ここにはシャルロッテがいるだけだ。

「〈蒼焔使い〉も甘い甘い。こちらの情報工作にまんまと乗った。そう都合よく資料が焼け残っているものか。ぼくの仲間は至るところに浸透している。深く静かにね。知っていますよ。シグ・ヘンケルスもシャルロッテ・ファーバーカステルも。まあ、君のことはどこを調べても情報がなかったので困っていたのですがね」

「お喋しやべりな奴だ」

「さて、君か後ろのシャルロッテ・ファーバーカステルか。どちらが人質になります？」

「人質だと？」

「嫌だなあ。交換するのですよ。棺の中身とね」

　男は愚問だとばかりに笑った。まだこの男はルノアが棺の中身だとは気づいていないようだった。とはいえ、それで状況が好転したわけではない。シャルロッテは戦えるような状態ではないし、全身を砂に変えるなどという魔術に対抗する術もまったく思いつかない。

　なにかないかと周囲に視線を巡らせながら、ルノアは言った。

「ふん。棺ひつぎの中身をどうするつもりだ」

「君たちに話しても詮せん無ないことですよ」

　じりじりと後退しながら、ルノアはベッドサイドに置いてあった花瓶を左手に取った。

　間髪入れずにそれで殴りかかる。男の右側頭部に直撃して花瓶が派手な音とともに割れ、水がぶちまけられた。砂は水で固まる！　身体からだを切り返す勢いに乗せて〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を横よこ薙なぎ一いつ閃せん。今度は男の左側頭部に魔術の刃やいばが直撃する。硬質な手て応ごたえに、ルノアはぎょっとした。

〈幻刀虎鉄〉が皮膚に一ミリも喰くい込むことなくとまっていた。

　男の顔にひびが入った。それが一瞬で蜘く蛛もの巣状に広がり、粉々に砕け散った。パラパラと砂が床へと落ち、まったく無傷の別人の顔が現れる。

「お見事。水とは考えましたね。素晴らしい」

　どうやら固まったのは表面だけ。砂で造形していた顔が砕け、本物の顔が現れたといったところか。いや、この顔すら本物とは限らない。だが、

「お前は……！」

　その顔にルノアは目を見開いた。見知った顔だったからだ。

　そんな彼女に構うことなく、男は魔術の刃を無造作に掴つかんだ。〈タペストリー〉を幻視して、編み変えているのが分かる。

　ルノアが反射的に引き抜こうとした瞬間、〈幻刀虎鉄〉が砂になって崩れ落ちた。

「あまり抵抗するようなら、手足の一本や二本、砂に変えてさしあげますよ」

　かなりの使い手だった。〈幻刀虎鉄〉ではこの男の魔術を破ることはできない。魔術士同士の戦闘には魔術の相性というものがある。

　ルノアだけなら逃げることもできる。だが、そうすればシャルロッテが囚とらわれの身となるだろう。交換条件をザウエルたちが呑のまなければ、彼女はどうなるのか分かったものではない。

　それはよくない、とルノアは思った。我が身可愛かわいさに誰だれかを見捨てるなど。それに、シグ・ヘンケルスはきっと怒るに違いない。だから、彼女は言った。

「本当にそんなことをしていいのか。後悔するぞ」

「どういうことかな？」

「わたしが――お前の捜している棺の中身だからだ」

「なるほど」

　男はそれだけを言って、にやにやと笑った。



◆◇◆◇◆



　結局、ルノアから返答はもらえなかった。浮かない気分のまま厨ちゆう房ぼうに立ち寄ったシグは、野菜の切れ端が大量に入った大きなバケツを渡され、どうにか格納庫にたどり着いた。

　船体ゴンドラの底に位置する格納庫には、空賊を迎撃するための戦闘機が二〇機ほどワイヤーにつながれて固定されていた。空での格闘戦に滅法強い三葉機だ。さすがにこのクラスの飛行客船ともなれば、空賊対策を依頼する民間軍事請負会社にも金をかけている。他ほかには整備用の工具、飛行機の予備部品、弾薬箱、といったものが雑然と置かれていた。

　そんな格納庫の一角で、クラウゼヴィッツは翼をたたんで腹はら這ばいになっていた。絶滅危き惧ぐ種のワイバーン。シャルロッテの躾しつけもあり、見かけとは違って性格は大人おとなしいものだったが、その見かけが怖すぎるので整備員や飛行機乗りたちは誰だれも近寄ってこない。

　バケツを引きずるようにしてクラウゼヴィッツへと歩み寄る。ワイバーンは雑食で、時には人を襲うこともあるのだが、こいつはなぜか野菜しか食べない。

「あんたのワイバーンかい？」

　クラウゼヴィッツを怖がるどころか、すぐ側そばに腰を落として一服している整備員がいた。油で汚れたツナギと帽子。男かと思ったら女だった。座っていてもすらりとした長身だと分かる。溶接でもするのか、ミラーシェイドの色いろ眼鏡めがねをかけていた。

「いや。俺おれの連れのですよ」

　なんとも肝の据わった女だな、とシグは思った。

「このご時世、ワイバーン乗りとは珍しいじゃないか。つい懐かしくってねえ」

「今までに実物を見たことが？」

「ああ。あたしは昔、極東にいたことがあってねえ。第七帝国とスバールスバールとの国境の辺りにはまだいるのさ。ワイバーン乗りも、少しばかりはいる」

　その昔を思い出しているのか、女は口元を愉快そうに歪ゆがめた。紫煙を吐き出し、短くなった煙草たばこを水の入った赤いバケツに投げ入れる。

「大人しいもんでしょ、こいつは」

　シグは整備員の女を横目にバケツから野菜を取り出した。

「よお、飯だぞ」

　その言葉に反応して、クラウゼヴィッツが大きく口を開いた。そこに野菜をいくつか放ほうり込んでやる。生野菜を噛かみ砕くその様子は、どことなく幸せそうにも見えた。人にん参じんを食べさせてやろうとすると、口を閉じて嫌々をする。

「ったく。好き嫌いするなよ」

　そんなワイバーンの様子に、シグは軽く嘆息した。

「お前はいいよなあ。お気楽で」

「そういうあんたは随分と浮かない顔じゃないか」

　女が立ち上がった。その身長はシグよりも頭一つ分は高い。

「ああ、分かります？　参ったな」

　今の精神状態が余程顔に出ていたのだろう。シグは無意識に自分の頬ほおを触った。女を見やる。見ず知らずの相手の方が、まだ気楽に言えるような気がした。

「まあ、自分の情けなさに気づいたというか。今さらながら夢というか、目標に向かってやれるだけやってみようと。他人から見たらくだらないかもしれないけど」

「夢か」

　女の答えは簡潔だった。

「くっだらないねえ、その生き方は」

　薄笑いを浮かべ、続ける。

「だがまあ、くっくっ……あんたもそのうちに分かるようになるさ」

「……？」

「現実は冷酷だ。壁にぶち当たって、自分自身に絶望するぞ」

　底冷えする声。今までとは違う、というよりも恐らくはこちらが本当の声なのだろう。本当にどうしようもないくらいに疲れ果てた、地獄の亡者のようなしゃがれた声だった。

「分かるか。そういう生き方ができるのは、選ばれた奴やつだけさ。そうでない奴は、せいぜい折り合いをつけて生きていくしかないのさ。夢と現実のね」

　女がミラーシェイドの色いろ眼鏡めがねを取った。

　シグは、あっ、と声にならない声を上げた。

　橙だいだい色いろの乾ききった酷薄な瞳ひとみがこちらを見ていた。

「ガキが、せいぜい苦しめ」

　シグは女の顔に暗い疲労を見た気がした。死相じみた疲労と言ってもいいかもしれない。

　せいぜい苦しめ――それはあんたもそうなんじゃないのか、と思った。苦しんだ末の成れの果て。この女もきっと、かつては心を燃やす理想があったんじゃないのか。夢破れ、折り合いをつける生き方を選んだんじゃないのか。

「後悔するぞ、あんたの生き方はねえ」

　息を呑のむシグの横を、女はゆっくりととおりすぎていった。

　シグはその懊おう悩のうに疲れ果てた陰のある背中をただ目で追うことしかできなかった。なぜ整備員の格好をしてこんなところにいるのか、そんなことはどうでもいい。少なくともあの女はその後悔する生き方とやらを選んだはずだ。選ばずに後悔するよりも、そちらの方が余程ましだ。

　シグは拳こぶしを静かに握り締めた。いつかは絶対にルノアにパートナーとして認めさせてやる。舞踏会を勝ち残って、ルガー・ヘンケルスを超えてやる。

「シーくん……」

「ロッテ？」

　か細い声に名前を呼ばれ、シグはこちらにふらふらと歩いてくるシャルロッテに駆け寄った。傷が癒いえているわけはなく、目は少し虚うつろで、顔は青白い。

「どうした。ちゃんと寝てろって」

　肩を抱くようにしてやると、シャルロッテはこちらを見上げてきた。

「ルノア・ローゼンタールが……連れていかれました」

「は？　なんだって？　連れていかれた？　誰だれに？」

　連れていかれたって――それはつまり棺ひつぎの中身を狙ねらっている連中にということか？

　部屋で起こった一部始終を、どうにか隙すきをついてベッドから飛び出そうとしていたシャルロッテは目撃していた。だから彼女は、シグの「誰に」という問いに見たままを告げた。

「この男にです」

　見事な似顔絵。そこに描かれていたのは、シグが見知った顔だった。

「な……シーメンス……!?」

　マネージャー氏が、張りついたような笑顔でこちらを見ていた。



◆◇◆◇◆



　一等客室のだだっ広いリビングで、ルノアは後ろ手に手錠をかけられて椅い子すに座らされていた。ご丁寧に足首にも手錠がかけられ、椅子と彼女とつないでいる。力任せに暴れたところで冷たい手錠が肌に喰くい込むだけだった。

「わたしをどうするつもりだ」

「どうするつもり？」

　男――シーメンスはワインセラーから持ってきた高級そうなワインを抜栓しているところだった。ワイングラスに赤い液体がゆっくりと注がれる。

「〈血ち塗まみれの竜王女〉の一人を手に入れて、やることなど決まっていると思いませんか」

　ワイングラスを掲げて乾杯するような仕草をし、彼は愉快そうに言った。

「〈ヴァルハラ舞踏会〉を知っているようだな」

「そう怖い顔をしないでもらいたいものですね。確かにぼかぁ舞踏会のことはよく知っていますよ。よおくね。〈竜の箱庭〉に棺の一つがあることは随分と昔から知られていたのです。だが、誰も手が出せなかった。なにせ相手は魔術士たちの総本山。それだけにウーフーは実によく働いてくれた。もっとも、最後はいただけませんが」

　シーメンスはいつもの笑顔で、ワイングラスに口をつけた。

「色々と予定は狂ってしまいましたが、この際それもよしとしましょう。こうして君はぼくの手中にあるわけですからね。結果が全てだ。しかしまあ、シグ・ヘンケルスと一緒だった君が捜していた棺の中身だったとは。灯台下暗しとはこのことですね」

「わたしと契約して舞踏会の踊り手になるつもりか」

「いやいや。契約するのはぼくではありません。組織に選ばれた然しかるべき者だ」

「組織？」

「〈血塗れの竜王女〉を捜している組織ですよ。ある目的のためにね。同志たちはこの世界の至るところに浸透している。深く静かに」

　ありそうな話だ。舞踏会の伝説が単なる伝説でないことを知れば、そういった連中も出てくるだろう。資金、時間、労力――冒険家が一人で捜すにはこの世界は広すぎる。

「しかしまあ、連中も間抜けでね。何十年もかけて棺ひつぎの一つも見つけることができない。ほとほと愛想が尽きた。なので連中を出し抜くことにしたというわけです。なにせ――」

　言葉を遮さえぎるようにして扉がノックされた。

　一呼吸の間を置いて、一人の少女が姿を現す。リラ・フィオーレだった。リハーサルの途中だったのか、漆黒のワンピースに身を包み、その出いで立たちは〈黒い歌姫〉ともてはやされている姿そのものだった。だが、照明を浴びながら舞台で歌う彼女とは別人のような暗い表情だ。右手には楽器ケースを提げていた。そんな彼女に一いち瞥べつだけくれ、

「なにせぼかぁ舞踏会の踊り手だ」

　ルノアは内心では驚きながらも、表情にはそれを出すことはなかった。この男が本当に〈ヴァルハラ舞踏会〉の踊り手ならば、すなわち七人のうちの一人がいるということだ。

　ルノアは無言でこちらに近づいてくる少女を見やった。このリラ・フィオーレがそうだと？

「さ、殺しなさい」

　シーメンスに促うながされるようにして、リラは机の上に楽器ケースを置いた。留め金を外し、中に収められていたボルトアクション式の古風なライフルを手にする。憂ゆう鬱うつな表情で手中のライフルを見下ろし、その視線をルノアへと向けた。それぞれの黄金色の双そう眸ぼうが一瞬だけ交錯する。

　七人のうちの一人。もう一人の自分。まさかこんなに早く出会うことになるとは思ってもみなかった。なにせこの広い世界にたった七人だ。

「また会ったわね、ルノア・ローゼンタール」

　リラは恐ろしく滑らかな手つきでライフルのボルトハンドルを前後させた。弾丸が薬室に送り込まれる無機質な音が響いた。銃口がゆっくりとルノアに向けられる。七人に分割された自分を殺す際には、魔術で殺さなければならない。それが舞踏会のルールだ。

　だが――なぜだか彼女は静かにライフルを下ろした。

「シーメンス……二人で少し話をさせて」

　その言葉を聞いたシーメンスは、笑顔のまま大きく嘆息した。ゆっくりとリラに歩み寄り、次の瞬間、握り締めた拳こぶしで容赦なく彼女の腹部を殴りつけた。

「っ……！」

　端整な顔を苦痛に歪ゆがめ、リラが身体からだを折るようにして座り込んだ。

「勝手なこと言ってもらっては困ります。殺せと言ったら殺してもらわなければ」

　シーメンスはリラに目線を合わせるようにして腰を屈かがめた。

「そう睨にらまないでください。顔は勘弁してあげたんですから。大事な商売道具だ」

「最っ低……」

　リラは憎悪と恐怖が入り混じった目で、シーメンスを睨みつけた。そこには我がままなアイドルとそれに振り回されるマネージャーという仮かり初そめの姿は微み塵じんもない。

「君はぼくの言うとおりにしていればいい。ぼくのために」

　どうせ逆らっても無駄なのだ。いつもならうんざりして従っていたことだろう。死んだ魚のような目をして。だが、今日はまだ折れなかった。

「あたしは、話を、させろって言ってんのよ。このままあたしがあの女を殺さなけりゃ、困るのはあんたでしょ。あたしは別にどうだっていいのよ。このままあんたに殴り殺されたってね」

　断固たる口調だった。黄金の瞳ひとみには強い意志があった。

　シーメンスは容赦ない平手打ちをリラの右みぎ頬ほおに見舞った。頬を打つ派手な音が響く。

　リラは微動だにしなかった。切れた唇から出てくる血を拭ぬぐい、一歩も退かない。

「まあ……いいでしょう。君がそこまで言うのなら好きにするといい」

　こめかみの辺りに血管を浮き上がらせながら、シーメンスは大きく深呼吸した。それでも笑顔を張りつけたまま、彼は奥の部屋へと姿を消した。

「随分と仲が悪いようだな」

「ええ、そうよ。あいつはあたしをリンドブルムの叡えい智ちを手に入れるための道具としてしか見てないもの。そんな奴やつとどうやって仲よくやれって？」

「違いない。だが、なぜわたしを殺さない」

　これが逆の立場なら、ルノアはなんの躊躇ためらいもなくそうしただろう。舞踏会の勝者となり、この悪趣味な魔術から解放されるために。

「あんたと取り引きしたい」

「取り引き？」

「あたしはね、舞踏会の勝者になることなんてどうでもいいの」

　リラは力なく笑った。そう。どうでもいいのだ。舞踏会など。六人の自分を殺し尽くすか、あるいは六人の誰だれかに殺されるまで永遠に続く遊戯。なんてろくでもない人生なのだろうと思う。だから彼女は思い切り楽しんで、もう一人の自分に殺されてリタイヤすればいいと思っていた。シーメンスのために舞踏会を踊ってやる気などさらさらなかった。

「あたしは殺すのも殺されるのも嫌なの。だからシーメンスが棺ひつぎを手に入れるのをどうにかして妨害してやろうと思った。それがあの時の、最後にやっておきたいことだった」

　どうやらあれは逃げ回っていたのではなく、目的地に向かっていたということらしい。

「シーメンスが失敗したって聞いて、すごくいい気分だったわ」

　だが、まさかこんなに早くもう一人の自分と出会うとは。

「あんたを殺したくないけど、あんたはあたしを殺すでしょうね」

「そうだな。わたしは敗北主義者ではないからな」

　まだ生きていたい。まだやりたいことは残っている。もっと、歌を歌っていたい。輝く舞台で、世界中の人に向けて。万雷の拍手を浴びて、芯しんから震えるような快感を味わっていたい。こんなことを思う自分が嫌になる。なんて浅ましいのだろう。でも、仕方ないではないか。

「だから取り引きよ」

　リラは耳元で囁ささやくように言った。

「あんたを逃がしてあげる。その代わり、あたしに時間をちょうだい」

「どういうことだ？」

「もう少し、人生を楽しませてほしいってことよ。十分に楽しんだら、そうしたら、いつでも殺されてやるわ。あたしは逃げも隠れもしない」

　シーメンスは怒り狂うに違いない。だが、リラを殺すことはできない。それが彼女の唯一の強みだった。どれだけ暴力を振るわれようと、あの男は野心のために決して自分を殺さない。

「悪い話じゃないでしょ。あたしの気が変わったら、あんたを今すぐにだって殺せるのよ」

　そのとおりだった。ルノアが今の状況を脱するにはこの取り引きを呑のむしかなさそうだ。

「是非もない。だが、いいのか。わたしがその約束を守る保証はどこにもないぞ」

「あんたは……律儀そうだもの」

　リラは精一杯、笑ってみせた。

　それを聞いたルノアは一瞬きょとんとした表情を見せ、少しだけ笑った。

「じゃあ、ルノア・ローゼンタール」

　リラは数歩の距離をルノアから取った。ゆっくりと銃口を向ける。同時に世界の設計図〈タペストリー〉を幻視した。複雑に編み込まれた糸を解き、思いどおりに編み変える。

　現実が――変わる。

「〈魔弾射撃〉」

　リラはライフルの引き金を絞った。

　重々しい銃声が響き、銃火が煌きらめく。硝煙の臭においが鼻び腔こうをくすぐる。

　吐き出された弾丸はルノアの足首の手錠を弾はじき飛ばし、大きく後ろに抜けると弧こを描いて戻ってきた。後ろ手の手錠の鎖を弾き飛ばし、ルノアの身体からだを自由にする。

　椅い子すから跳び上がるようにして、ルノアは〈タペストリー〉を幻視し、編み変えた。右手に一〇メートル以上はあろうかという魔術の刃やいばが出現する。〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉が袈け裟さ懸がけに中空を疾しつ駆くした。リラの向こう側、部屋から飛び出してきたシーメンスの右眼がん窩かから顎あごにかけて、魔術の刃が吸い込まれるようにして入った。

　ルノアは生死の有無を確認することもなく、まっしぐらに入り口へと走った。扉を蹴け破やぶるようにして開け放ち、船内へと飛び出していく。

　ゆっくりとシーメンスが床に倒れた。眼球が飛び出て、顎が落ちている。普通ならば即死だろう。だが――くぐもった笑い声がどこからともなく聞こえると、その身体が砂に変わった。そして、砂が集まり、一瞬後にはなにごともなかったかのようにシーメンスがそこにいる。

　彼は口の端を吊つり上げた。それは確かに笑顔ではあったが、ぞっとするような笑みだった。こちらにゆっくりと歩きながら、底冷えするような声で言ってくる。

「バカなことをしたものです」

「バッカじゃないの。あたしはあたしの好きなようにする。そう決めた」

「はっはっ……なるほど」

　シーメンスは肩をすくめると、

「リラ、“〝伏せ”〟だ」

「……！」

　躾しつけの言葉だった。逆らうことなどできはしない。リラはその場でよつん這ばいになった。

　シーメンスはそんな彼女の腹部を思い切り蹴けり上げた。

「あぐっ……！」

　鈍い打撃音。鈍痛とこみ上げてくる吐き気に掠かすれた声がもれる。

「調子に乗らないでくださいよ、この雌犬が」

　リラのほっそりとした顎あごを掴つかみ、シーメンスは息がかかるほどに顔を近づけた。

「自分は殺されないと高をくくってるのだろうが、君の生き甲が斐いを奪うことはできるのですよ。誰だれのおかげで歌を歌っていられるのか、もう一度よおく考えてごらんなさい」

「ぅ……くぁ……」

　顎の骨が砕けるのではないかと思うくらいの力だった。投げ捨てるように手を離されると、もう一度腹を思い切り蹴り上げられた。

「ぐっ……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　悔しいから、悲鳴は上げない。少しでもこの男の気を晴らさせることが我慢ならなかった。躾しつけの言葉の効力が切れて床に這はいつくばる。痛みと嗚お咽えつを堪こらえ、肩を震わせるようにして息をする。そんなリラを一いち瞥べつし、シーメンスは室内に設置してある船内電話の受話器を取った。

「ぼくです。棺ひつぎの中身が逃げました。ええ、よろしく」

　続けてリラの髪を鷲わし掴づかみにして無理矢理に立ち上がらせる。

「余計な手間が増えてしまったが、まあいいでしょう。ちょっとした余興だ。今度はしっかりと殺してもらわないとね」



◆◇◆◇◆



　部屋を弾丸のような勢いで飛び出したルノアは、そのまま猫科の動物を思わせるしなやかな動きで一等客室が並ぶ赤絨じゆう毯たんの広い通路を駆けた。

　手錠の痕あとが残っている手首を擦こする。今は逃げるしかない。シーメンスはまともにやり合って勝てる相手ではない。あれはほとんど絶え間なく〈タペストリー〉を編み変えて半恒常的に魔術による仮想現実を維持している。もちろん一分一秒というわけではないだろうが、なんにせよ魔術を使っていない隙すきを突くしかない。それには一人では無理だ。

（シグ・ヘンケルス……）

　胸中に浮かんだのは、頼りない男の顔だった。だが、彼女にしてみればそれが頼りにできる唯一の存在だった。

　まっしぐらに客室がある区画を走り抜けた。一等客室甲板のエントランス。乱雑な足音を響かせて、機関短銃で武装した男が三人、階段を勢いよく上ってきた。彼らの姿はスーツ姿であったり、接客係の制服であったり、厨ちゆう房ぼうの料理人だったりした。

　シーメンスの言葉を思い出す。どこにでも浸透している。深く静かに。

　ルノアは逃げ道を探して視線を巡らせた。目が合った受付嬢が――カウンターの下から機関短銃を取り出してこちらに向けた。

　機関短銃の咆ほう哮こうが鳴り響く。三〇発の弾倉が一瞬で空になり、金色の空薬やつ莢きようが滝のようにカウンターに零こぼれ落ちた。猛烈な銃火が瞬き、放たれた凶悪な弾丸が射線上にあるあらゆるものを薙なぎ払ってボロ雑ぞう巾きんのような姿へと変へん貌ぽうさせた。

　ルノアは床を転がってその掃射を回避すると、同時に〈タペストリー〉を幻視した。世界の設計図を編み変える。転がった勢いで身を起こすと同時に、掲げた右手に魔術の刃やいばが出現した。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　その言葉は階段を上ってきた男たちの機関短銃の銃声によってかき消され、エントランスロビーを嵐のような勢いで弾丸が薙ぎ払った。床を抉えぐり飛ばし、壁に無数の弾だん痕こんを刻み、ガラスのテーブルが粉々に砕け散る。

　ルノアはだが、そんな弾雨の中を怯ひるまない。躊ちゆう躇ちよはしなかった。殺やらなければ殺られる。

　中空を疾しつ駆くした魔術の刃やいばが、新しい弾倉を装そう填てんしようとしていたスーツの男を袈け裟さ斬ぎりにした。魔術の刃は鎖骨と数本の肋ろつ骨こつを両断して軽々と肺に達し、鮮血が天井にまで噴き上がり文字どおりの血雨を降らせる。

　相手は一瞬で絶命していた。

　力任せに〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を引き抜いたルノアは、たった今斬り捨てた一人を蹴けり飛ばし、背後の一人に振り向きざまに一ひと太た刀ちを浴びせた。大きく踏み込んでその男の左肩から右胸にかけてを容赦なく両断。血に塗まみれて滑る拳こぶしを握り直し、彼女はさらに魔術の刃を振るう。

　ストックで殴りかかってくる一撃を横へと捌さばき、踏み込みざまに右袈裟、すかさず突き。

　パッと血煙。

　透きとおるような白い端整な顔に返り血を浴びて、ルノアは絶叫した。喉のどから滲にじんだ血の味を噛かみ締める。踏み込みざまの一撃をカウンターを乗り越えてきた受付嬢が機関短銃で受け、甲高い金属音が響いた。

　ルノアは敵を見据え、さっと刃を引く。次の瞬間、強烈な踏み込みとともに繰り出されたのは右手一本での刺し突とつだった。それは電光石火の剣けん閃せんで、なんの反応もできない受付嬢の背中から血に塗れた魔術の刃が生えた。

　肩で大きく息をして、ルノアは一瞬で地獄と化した光景を睥へい睨げいした。

　硬質な音が響く。薬やつ莢きようを薬室に送り込むために自動拳けん銃じゆうのスライドを前後させた音だ。

　反射的に振り返る。銃声。

「!?」

　瞬間、右足に力が入らなくなり膝ひざをつく。黒いズボンに小さな穴が穿うがたれていた。じっとりとなにかが滲んでくる。血だ。とまらない。撃ったのは――シーメンスだった。相変わらずの笑顔で自動拳銃を構え、リラを引きずるようにして連れてきている。

　銃声。

「っ！」

　今度は右腕。貫通した弾丸が空中に赤い尾を曳ひいた。〈幻刀虎鉄〉を取り落とす。魔術の刃がガラスの砕けるような音を残して消滅した。

「あまり手間をかけさせないでくださいね」

　こちらを殺す気はない。リラに殺させる必要があるからだ。

　ルノアは奥歯を噛み締め――渾こん身しんの力で立ち上がった。太ふと腿ももから溢あふれた血が滴したたる。痛みは無視した。思い切り走り出したつもりだったが、実際には脚を引きずる早歩き程度のものだった。

　銃声。

　倒れ込むようにしてかわした。視線をやる。右手を掴つかまれているリラが嫌がって抵抗していた。シーメンスがうんざりした表情で平手打ちをした。ぱんっ、という痛々しい音が響いた。

　ルノアはその隙すきにどうにかしてもう一度立ち上がった。とにかくどこかに逃げなければ。
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「落ち着いて誘導係の指示に従ってください」

「走らないでくださーい！　走らないで！」

　船の接客係がメガホンを片手にがなり立てていた。一等客室甲板から二等客室甲板へ、不安な表情をした乗客たちが次々と誘導されていく。パーティは中止になり、部屋で寝ていた客は叩たたき起こされた。なにが起きたのか、ほとんどの乗客はよく分かってはいないようだった。

　シグはそんな乗客の流れをかき分けながらリラの一等客室に向かっていた。肩がぶつかり、足が引っかかって転びそうになる。一等客室が並ぶ廊下。乗客がいなくなったことを確認して、接客係が隔壁を閉めようとしていた。

　シグは閉まりかかっている隔壁の向こう側に飛び込んだ。

　その勢いで絨じゆう毯たんをごろごろと転がる。

「おい君――」

　隔壁を閉めていた接客係の言葉が、隔壁の閉じる重々しい金属音にかき消される。

　転がった勢いのまま身を起こし、そのまま走り出す。

「なんだってんだ」

　彼もなにが起こったのかを詳しく知っているわけではなかった。だが、恐らくはルノア絡みなのだろう。シャルロッテの話だと、彼女は連れていかれた。シーメンスに。つまりザウエルとルッツが追っていた連中は、シーメンスだったということになる。

　ルノアには大きな借りができた。シャルロッテを放ほうって逃げることもできたはずだ。だが、彼女はそうしなかった。もしそうすればシャルロッテは囚とらわれの身となり、棺ひつぎの中身との交換を要求されたことだろう。その時にザウエルがどうしたのかは想像するしかないが、あっさりと要求を呑のむことはない。学校執行部の命令は、魔術士の命よりも遥はるかに優先されるからだ。

　もし今、ルノアの身に危機が迫っているなら今度はこちらが助けてやる番だ。シャルロッテの借りを返すというだけではない。自分はたとえ認められなくとも、彼女のパートナーなのだ。

　リラの部屋が見えた。鍵かぎがかかってない分厚いドアを蹴け破やぶった。腰の剣に手をかけ室内に視線を巡らせる。案の定もぬけの殻だ。すぐさま部屋を飛び出す。この船の大きさにはうんざりするが、このままいけば客室が並ぶ区画を抜けてエントランスロビーに出るはずだった。

「シグ！」

「ルッツか。なんの騒ぎだよ、こりゃ」

「見れば分かる」

　黄色い『立ち入り禁止』のテープを潜くぐってエントランスロビーに足を踏み入れた瞬間、シグは噎むせ返るような血の臭においに吐き気を覚えた。死体を見るのは初めてではないが、こんな血の海のような光景は初めてだった。胃液の逆流をなんとか堪こらえるが、それでも何度か咳せき込んだ。

　これをやったのは、ルノアなのだろう。息を呑のんで頭を振った。殺やるか殺られるか。彼女は確かに甘くはない。

「ルノアがさらわれたことは知ってるか？」

「ここにくる前に部屋に寄ったよ。やっぱりそれ絡みかなのか？　ロッテもいなかった」

「ロッテは無事だ」

　ザウエルとルッツに知らせる前に自分のところにくるとは、彼女も相当に気が動転していたのだろう。あるいは、今でも一番頼りにしてくれているのかもしれない。

　周囲に視線を巡らせると、ロビーに設置されている船内電話でなにかを話しているザウエルの背中が見えた。さらには複数の血の足跡が点々と続いていた。

　シグは血をたっぷりと含んだ絨じゆう毯たんを踏み締めた。

「俺おれは先にいく。先生に言っといてくれ」

「おい。いくってどこへ」

　シグは振り返り、一言だけ言った。

「舞踏会は一人じゃ踊れない」
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　右腕に右足。もうどちらも感覚がなかった。それでも血は相変わらず流れ続けていた。

　空に吹く強い風が白銀の髪を揺らした。それだけで倒れてしまいそうになりながら、ルノアは鉄てつ柵さくに身体からだをあずけるようにして荒い息を吐いた。エンベロープの上に設置された展望台。どうにか這はいずるようにして逃げてきたが、ついに追いつめられた。これ以上、逃げ場はない。

「鬼ごっこもそろそろ終わりにしませんか」

　ゆっくりと階段を上ってきたシーメンスが肩をすくめるようにして言ってくる。相変わらず、リラを引きずるようにして連れてきていた。

「ふん。早くしないと、殺される前に死んでしまうかもな」

　ルノアは霞かすむ視界をどうにかするようにして頭を振った。まだ鋼はがねの眼光は死んでいない。

「やれやれ。大した根性だ」

　リラが展望台の床に放ほうり出された。

「今からぼくが彼女をなんの抵抗もできない虫の息にしようと思う。そのあとで君に殺してもらうとするよ。最後のチャンスだ。このまま〈黒い歌姫〉でいたいのでしょう？　君のやりたいことをやらせてあげるんだ。それもこれも、ぼくの心一つだということを忘れるな」

「分かってるわよ……」

　リラは肩を震わせ、うな垂れるようにして小さくうなずいた。

「いい子だ」

「下げ衆すめ。暴力と脅迫で服従させるなど――貴様は舞踏会のパートナーとして最低だ」

「はっはっ、そういう君のパートナーは姿が見えないようですね。せっかく舞踏会に参加できたというのにとんだ腰抜けだ」

　シーメンスが無造作に近づいてくる。

「最後くらい潔くしたらどうですか」

「生あい憎にくとわたしは往生際が悪いんだ」

　世界の設計図〈タペストリー〉を幻視した。だが、いつものようにはっきりとは視みえなかった。出血のせいで意識が朦もう朧ろうとして集中できない。こんな状態で〈タペストリー〉の編み変えをすれば失敗するかもしれない。

　だが、シーメンスはこちらが〈タペストリー〉を編み変えるまで待ってはくれなかった。首を鷲わし掴づかみにされ、右腕一本で身体からだが宙に浮く。爪つま先さきが床から――離れる。凄すさまじい握力だった。首の骨が軋きしみ、声にならない声が喉のどからもれる。首が折れそうだ。今すぐに。

「安心しなさい。殺しはしない。ぼかぁね」

　ルノアは意識が白くなるのを自覚した。ここで意識を失えば、もう目覚めることはないのだろう。リラ・フィオーレ――彼女もこの舞踏会には向いていない。シグのように。そんな彼女に殺されて、わたしは退場するというわけだ。

「ルノア！」

　聞き覚えのある声がした。なぜこんなにところにいるのだろう。

　シグは――すらりと抜刀したシグは、踏み込みざまにルノアを締め上げているシーメンスの右腕を斬きり落とした。肘ひじから先が見事に切断され、シーメンスは数歩たたらを踏んだ。

「なんとお……！」

　ぎょっとした表情で、シーメンスが声を上げた。

　ルノアは爪先が床に着くと同時に盛大に咳せき込んだ。

「とても大丈夫って感じじゃなさそうだよな」

「げほっ、見れば分かるだろう、バカ者」

　自分を守るようにして立つシグの背中を見上げる。

「……なぜ……きた」

「なぜって……お前、舞踏会は一人じゃ踊れないだろ」

　ルノアはわずかに笑みを浮かべた。不本意だが、認めなければならないのかもしれない。舞踏会は確かに一人では踊れない。もっとも、パートナーはかなり頼りないが。

　シグは自分が斬り落としたシーメンスの腕を蹴けり飛ばした。

「シーメンス、まさかあんただったとは」

「まあ、そういうことですよ。しかし、棺ひつぎの中身と契約したのが君だったとは」

　蹴けり飛ばした腕がさらさらと砂になっていく。舞い上がった砂がシーメンスの右腕に集まり、なにごともなかったかのように元に戻った。砂の魔術。

　その後ろにぺたんと座り込んでいるリラに視線をやる。暗く、陰いん鬱うつな表情。そこには勝気で意志の強い瞳ひとみの輝きも、どきっとするような笑顔も、なにもない。

「シグ、なんであんたが……」

　リラは力なく笑った。こんな姿は見られたくなかった。華やかな照明を浴びている姿でもなく、舞台裏の我がままで生意気な姿でもなく、これが本当のリラ・フィオーレ。なぜだか分からないが、シグにだけは見られたくなかった。見られてはいけないものだ。そんな気がした。

「彼女もわたしと同じだ。七人のうちの一人……」

「だろうな……くそ。ひどい扱いしやがる」

「おっと。勘違いしてもらっては困りますよ。ぼくと彼女の関係はビジネスのようなもの。ぼかぁ彼女に歌を、彼女はぼくにリンドブルムの叡えい智ちを。それを嫌だというのなら、契約が成り立たない。だからこうして躾しつけるわけです。犬だってそうやって利口になる」

　悪いことをしてはいけません、というのと同じような口調だった。そこには嗜し虐ぎやく的てきな響きも、優越感も、なにもない。それはそうだろう。犬を躾けるのに、いちいちそんな感情は持たない。

「あんたは……！」

　シグは心が冷え冷えとしてくるのを感じた。激情ではない、冷たい怒りだった。

　太陽の光に白く輝く刃やいばをすっと立てた。右足をわずかに引き、半身になって右みぎ脇わきを絞る。

　だが、シグはぎょっとした。立ち上がったリラが、ゆっくりとライフルの銃口をこちらに向けたからだ。

「シーメンスの言うとおりよ、シグ。躾しつけをきかない犬はね、捨てられるのよ。そして、ご褒美をもらえなくなっちゃうの」

　能面のような表情だった。このままではシグは殺されてしまうだろう。シーメンスは目的のための障害は容赦しない男だ。それは、よくない。多分、自分は悲しい。そんなことを思った自分自身に、リラは少しばかり驚いた。

「ほら、利口になった」

「彼は痛めつけるだけにして。あたしがルノアを殺すだけで満足でしょ」

「ふむ。女心は複雑怪奇」

「そんなんじゃない」

　リラが世界の設計図〈タペストリー〉を幻視するのが分かった。滑らかな手つきでボルトアクション。現実を構成している〈タペストリー〉が編み変えられる。

「〈魔弾射撃〉」

　銃声。すかさずボルトアクション。金色の空薬やつ莢きようが薬室から飛び出した。再び銃声。銃声。銃声。銃声。銃声。合計六発の弾丸が、ほとんど同時だと錯覚するほどの速さで撃ち出された。

　空へと放たれた弾丸は、だが途中で軌道を変え――

「やめろリラ！」

　シグは床を蹴けった。今まで身体からだがあった場所に、二発の弾丸が直撃して跳弾の悲鳴を上げる。

　そのままシーメンスとの距離を詰め、一いつ閃せん。まったく無駄のない、流れるような動作だった。だが、シーメンスはそれに反応すると、迷いなく左腕を白刃の軌道に晒さらした。

　研ぎ澄まされた鋭い刃やいばが、どこか重い手て応ごたえをもって――とまる。

「ぼくの〈熱砂戦線〉にはどんな攻撃もつうじない」

　砂と化した腕に喰くい込む刃を見やり、シーメンスは殺気だった光を瞳ひとみに灯ともした。強引に刃を払い除のけると、ぐっと右みぎ拳こぶしを握る。その一撃がシグの腹部に炸さく裂れつした。

「がっ！」

　彼の両足が展望台の床から浮いた。だが、それで終わらない。

　シーメンスはシグの右腕を掴つかんで引き戻し、強烈な回し蹴りを放った。

　鈍い打撃音が響く。シグは手にしていた長剣を投げ出しながら、数メートルを吹き飛んだ。展望台の鉄てつ柵さくに激突し、声のない悲鳴を上げる。派手に跳ね返り、そのまま床に倒れ込んだ。

「……がはっ、ごほっ……！」

　激しく咳せき込み、嘔おう吐とする。この男は強い。間違いなく。自分よりも。

「さすが半人前とはいえ〈竜の箱庭〉の魔術士だ。よく鍛えられているようですね」

　シグは出方を窺うかがうようにして距離を取り、隙すきなく間合いを詰める。慎重に、用心深く。

（魔術を――）

　使うしかないかもしれない。シーメンスが身体を砂にする前に攻撃するしか手はない。だが、〈タペストリー〉の編み変えには時間がかかる。こちらが魔術を使おうとしていることを察知したなら、それを簡単に許してくれる相手とも思えない。

「じっとしていると危ないですよ」

「くっ！」

　リラが操る弾丸に追い立てられる。シグの足元に次々と着弾する。その動きはまるで獲物を追い込む猟犬だった。その先には――シーメンスがいる。緩い足運びから、なんの前触れもなく鋭く踏み込んできた。急激な緩急に一瞬だけ判断が遅れ、シグの左肩を手刀が掠かすめていく。

（くそっ！）

　シーメンスの伸びきった右腕を掴み、こちらへぐっと引き寄せた。

　左足に重心を乗せ、ふっ――という息吹とともに右足を旋回させる。

　ごっ、という鈍い音がした。砂袋を蹴けったような手て応ごたえだった。

　側頭部に蹴りを喰くらったシーメンスは、倒れることすらしない。

「甘い」

　シグの手から右腕が強引に引き抜かれ、足払いを喰らう。蹴りを放ったあとだけにあっさり転倒。すかさず踵かかとの一撃が彼を襲う。転がるようにして紙一重でそれをかわし、シグが全身の筋肉を使って跳ね起きた瞬間、狙ねらい澄ました後ろ回し蹴りが一いつ閃せんされる。

　咄とつ嗟さに両腕でそれを受けとめ、蹴りの威力に骨が軋きしんだ。身体からだが軽く浮き上がる。

　シーメンスの動きはとまらない。仰のけ反ぞっているシグの股またの間に右足を入れるようにして踏み込み、押し当てた右肩でシグの身体をさらに宙へと浮かした。右足を軸にした強烈な後ろ回し蹴りが側頭部を――

　頭蓋骨が拉ひしやげるような一際激しい音がして、シグは爆発的な勢いで吹っ飛んだ。

　ルノアを掠かすめるようにして再び鉄てつ柵さくに激突し、それを拉げさせてエンベロープへと飛び出した。分厚い耐火布の上をゴム毬まりのように何度も弾んで十数メートルを転がる。

（シグ……もう立たないでよ。お願いだから）

　ぐったりと倒れ込むシグの姿を瞳ひとみに映し、リラは自分の身体が震えているのが分かった。涙が零こぼれそうだった。彼に死んでほしくないと思う。そして――

「さ、リラ。おやりなさい」

　シーメンスの酷薄な声に促うながされるようにして、リラはライフルのボルトハンドルを前後させた。金色の空薬やつ莢きようが中空に飛び出し、弾倉に残る最後の一発が薬室に送り込まれた。

「あたしは――まだもう少しリラ・フィオーレでいたいのよ」

　ルノアは無言でリラを見つめた。その目はまだ死んでいない。

　シグがゆっくりと立ち上がった。

　引き金に指がかかる。

　リラが〈タペストリー〉を幻視した。

　シグは全身の痛みを無視して走った。

〈タペストリー〉が編み変えられる。

　鉄柵に手をかけ――

　引き金が絞られる。

　銃声。

　甲高い金属の悲鳴。

　文庫本のページが弾丸を弾はじいた。

「シグ、まったく君は無茶をする」

「ルッツか！」

　シグが鉄柵を乗り越える。

　シーメンスの口元が引ひき攣つり、瞬間、強烈な蹴りを喰らって横っ飛びに吹っ飛んだ。鉄柵を拉げさせてエンベロープへと転がり出る。蹴りを放ったのはザウエルだった。シーメンスを追いかけるようにして鉄てつ柵さくを乗り越え、ゆっくりと近づいていく。

　シグはそのままリラを押し倒した。手から離れたライフルが床を滑っていく。ほとんど息が触れるほどの距離でリラを見つめ、

「もうやめてくれ。リラ・フィオーレは、こんなことしちゃいけなんだ」

　そう、彼女はこんなことをしてはいけないのだ。彼女がするべきことは、歌で世界中を魅了して、我がままで周りを振り回して、それでいいのだ。

　リラは小刻みに首を振った。

「あたしだって……」

　黄金色の瞳ひとみにはうっすらと涙が浮いていた。

「あたしだってこんなことしたくないわよ！　けど、仕方ないじゃない！　どうにもならい。そうでしょっ!?　誰だれがあたしに歌わせてくれるっていうの。こんなろくでもない運命で、歌を取り上げられたらあたしはどうしたらいい!?　あたしはまだリラ・フィオーレでいたいの！」

　リラは叫んだ。シグが思わず怯ひるんでしまうような剣幕だった。両目に溜たまっていた涙が零こぼれ出した。力を使い果たしたかのようにか細い声で、彼女は続けた。

「あの男にしか、それはできない」

「大勢の観客から大歓声を浴びたいのならそうかもしれないな」

　シグは大きく息を吐いた。真まっ直すぐにリラを見た。瞳に自分の姿が映り込んでいる。歌わせてやろうと思った。彼女を。なにかの対価としてではなく、思うままに。

「そうじゃなくていいんなら、どこでだって歌えるさ」

「誰が〈黒い歌姫〉じゃなくなったあたしの歌を聴いてくれるっていうのよ」

　現実は厳しい。売れるためには歌が好きだとか、上う手まいだけでは意味がない。宣伝に予算をかけ、ファンが求めている虚像を演じて、売れ筋の歌を歌わなければ。そうでなければ誰が聴いてくれるというのか。

「ここにいるぞ。とりあえず約一名。特等席で聴かせてくれるんだったよな」

　思いがけない言葉に、リラは目をぱちくりとさせた。

「最前列の一番いいとこ用意しとけよ」

　バカみたい、と思った。でも、不思議とそれでもいいような気がした。

　たった一人でもそう言ってくれる人がいるのは、本当は、絶対に言ってやらないけど、嬉うれしかった。シグは自分をリンドブルムの叡えい智ちを得るための道具でもなく、アイドル歌手の〈黒い歌姫〉でもなく、ちゃんとリラ・フィオーレとして見てくれる。

　彼の前では自分は一人の女の子で――そう思ったらなんだか急に顔が熱くなった。

　そっぽを向くようにして、

「……バッカじゃないの」

　それだけを言った。誰にも気づかれないように、口元を少しだけ緩めながら。

「あー……ん、ごほん。メロドラマも結構だけど、状況を考えた方がいいんじゃないか君たち」

　今まで遠巻きに眺めていたルッツが、咳せき払ばらいとともにそんなことを言った。さらには鉄てつ柵さくに背中をあずけて座り込んでいるルノアも、

「まったくだ。わたしがこんな怪け我がをしているというのにひどい奴やつ」

　二人ははっとして、飛びすさるようにして互いから離れた。

「違うわよ！　あたしは、別に、なんかちょっといい雰囲気とかにはなってないんだから。だいたい、なるわけないでしょ！　こんな黒ずくめのだっさい魔術士に」

「お前なあ……」

「なによ!?」

　手をわたわたとさせるリラの顔からは、深刻で陰いん鬱うつな表情は消えていた。なんとなく安心したら、今まで忘れていた全身の痛みが戻ってきた。シーメンスにしこたま痛めつけられたのだ。骨の何本かは折れたかもしれない。

「おっと、随分とやられたもんだ」

　倒れそうになったところをルッツに支えられる。

「まあな、くっそ。けど、あいつは強い」

　シーメンスに近づいていくザウエルの背中を見やる。

「先生だって手こずるかもな」
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　背中を丸めるようにして煙草たばこに火を灯ともしながら、ザウエルはゆっくりとシーメンスに近づいていった。特殊軽合金の骨組みに張られた耐火布は存外に頑丈で、だだっ広いエンベロープはどれだけ暴れても空に放ほうり出されることはなさそうだった。

「俺おれの生徒をあんまり虐いじめてもらっちゃ困るよ、おたく。え？」

「〈竜の箱庭〉の〈蒼そう焔えん使つかい〉か」

　シーメンスは張りついた笑顔で立ち上がった。すでに〈タペストリー〉を編み変え、身体からだが崩れ始めている。

「やれやれ。ようやく尻尾しつぽを掴つかんだよ。手間を取らせてくれたな、まったく」

「さすがの〈蒼焔使い〉も、ぼくの魔術には手も足も出ませんよ。上には上がいる」

「自信過剰な奴だ」

　ザウエルは苦笑して紫煙を盛大に吐くと、静かに色いろ眼鏡めがねを外した。左目が斜視の碧へき眼がんが冷たい光を湛たたえる。極寒の冬ですらこうは寒々しくないのではないかと思えるほどに、酷薄な眼光。見るだけで人を殺してしまいそうな、死神のような目。

「おたくとはくぐってきた修羅場が違うんだ。悪いが一瞬で終わらせてもらう」

　それは本当に刹せつ那なの時間だった。咥くわえていた煙草を吐き捨て、空中でそれを握り締める。

　ザウエルは〈タペストリー〉を幻視して、編み変えた。あまりにもの速さと正確さ。その様は誰だれもがまともに視みることができなかった。

「〈火刑台上の戦いくさ乙女おとめ〉」

　全身が蒼あお白じろい炎に包まれる。ザウエルを中心に数十メートルの熱波が走った。焦げるような空気。それは魔術の炎の熱だけではない。人を殺すという、明確な殺気だった。

　ザウエルは身体からだがほとんどシーメンスと交差するほどに左足を踏み込んだ。

「!?」

　シーメンスはなにが起こったのか分からなかった。貫手にしたザウエルの右手が、背中から生えていた。だが、砂の身体は痛みなど感じない。

「終わりだ」

　蒼白い魔術の炎がシーメンスに燃え移った。一瞬で全身に炎が回り、砂の身体を焼き尽くす。普通の炎ならなんの問題もない。だが――

「げぇっ……!?」

　燃えていた。否。正確には溶解していた。砂の身体が高熱に耐えきれず液化している。

「一つ、教えておいてやろう。魔術には相性がある。おたくの魔術は確かにどんな物理的な攻撃も受けつけないかもしれないが――鉱物は溶けるんだよ」

　液化した身体がエンベロープの耐火布を焼き、大きな穴を開けた。飛行船の特殊軽合金の骨組みと水素ガスが満載されている巨大な気き嚢のうが露あらわになる。

　ザウエルは舌打ちした。

（おいおい。爆発してくれるなよ）

　それでも彼は魔術の炎を消そうとはしなかった。オレンジ色に溶けたシーメンスの身体が流れていく。冷えて硬化すれば、もう二度ともとに戻れない。

「まったく……〈竜の箱庭〉の棺ひつぎを手に入れようとしただけじゃなく、すでに一つ見つけて舞踏会に参加していたとはな。確かに上う手まく考えたもんだ。アイドルに仕立て上げて世界中を回れば、残りの棺を探していてもあまり警戒されないからな」

「……お、お前は……！」

　身体が魔術の炎で溶解していく中、シーメンスはザウエルの言葉に目を見開いた。

「あまり俺おれたちを甘く見るなよ。おたくが思っている以上に、俺たちは世界中のどこにでも浸透している。深く、静かに。おたくがこそこそとなにかやってたのは上もとっくの昔にご存知だ。〈党〉を出し抜いてリンドブルムの叡えい智ちを手に入れて、どうするつもりだ？　だがまあ、今回派手にやってくれてよかったよ。俺にお鉢が回ってきて面倒だったがな」

「お……おぉ……お前は〈党〉の――」

　蒼白い炎が一際激しく燃え上がった。

「――くそ」

　それがシーメンスの最後の言葉だった。完全に身体が液化して崩れ落ちる。流れ落ちた高熱の身体は鉄の刺し繍しゆうのごとく何重にもなっている特殊軽合金の骨組みを焼き、溶かし、ぐにゃぐにゃに変形させて、気き嚢のうに届く前に冷えて固まった。

「ご名答」

　全身を包んでいた蒼あお白じろい炎が消え失うせる中、ザウエルはにこりともせずに独りごちた。
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「やはりあの男、ただ者ではないようだな――っく、痛いだろうが。もっと優しくしろ」

「うるさいな。我慢しろよ、これくらい」

「む。なんだその言い草は」

　シグは止血のために破ったシャツでルノアの太ふと腿ももをきつく縛りながら、

「あんな魔術、初めて見たよ」

「ああ。圧倒的じゃないか、先生は」

　ルッツは息を呑のんで戦せん慄りつしていた。

　シグはこちらに歩いてくるザウエル、そしてリラへと視線をやる。リラはあまりにもあっけないシーメンスの最期に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「これで自由ってわけだ」

「……そうね」

　新しいパートナーと契約しない限り魔術も使えない。舞踏会の勝者になる資格を失い、〈黒い歌姫〉を売り込んでいたマネージャーも失った――ただのリラ・フィオーレ。

「リラ・フィオーレにはライフルよりもマイクが似合ってるぞ」

「バカ……分かってるわよ。そんなこと」

　リラはその事実を確認するかのように言葉を噛かみ締めた。躊躇ためらいがちに、笑う。そんな彼女の笑顔は、だがすぐに驚きの表情に変わった。それはシグも、ルノアも、ルッツも同じだった。

　けたたましい警報の音が飛行船から鳴り響いた。不安感を煽あおるような耳障りな警告音。船内では赤色灯が光を放ち、船内放送が乗客に避難を勧告しているはずだった。

「なんの音だ？」

　耳を塞ふさぎながらルノアが声を張り上げた。

　シグは警報に負けないように叫んだ。

「空襲警報だ！　空賊がくる！」

　空の彼方かなたに目を凝こらすが、まだ空賊の機影は確認できない。だが、恐らく飛行船のレーダーは捕ほ捉そくしているはずだった。

「ま、大丈夫だろ。腕っこきの傭よう兵へいを雇ってるからな」

　のん気な声はザウエルのものだった。彼は警報など無視するようにして、

「さて、と。色々と想定外のことが起きたもんでね。後始末をどうしようかと思っているんだが……シグ、お前さ」

　頭をがりがりとかき、授業をするようないつもの調子でザウエルは言った。

「ルノアにリラ・フィオーレを殺させろ」
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「空襲警報！」

「総員戦闘配置だ！　急げよ！」

「搭乗！　搭乗！」

　格納庫にはけたたましい警報の音が鳴り響き、赤色灯が痛々しいほどに回転していた。三葉機を固定していたワイヤーロープが次々と外され、車輪止めが蹴け飛とばされた。整備員が忙しく走り回り、飛行服に身を包んだ戦闘機乗りが次々と愛機に乗り込んでいく。

　エンジンに次々と火が灯ともり、機体の前についていた整備員が両手でプロペラを思い切り回した。バラッ、バララララララッ……とプロペラが勢いよく回転を始める。排気管から黒煙が上がった。格納庫に駐機してある機体が次々とプロペラを回転させ始めている。

「空賊……？」

　騒がしい格納庫の様子を、シャルロッテはぼんやりした頭で眺めていた。ワイバーンの隣で膝ひざを抱えていた彼女はゆっくりと立ち上がった。頭を振る。シグはどうしただろうか。

「クラウゼヴィッツ、この船が沈むと大変です。わたしたちも戦わないと」

　シャルロッテの言葉に、ワイバーンはどこか心配そうに首を振った。

「大丈夫です。わたしはこれでもザウエル教室の魔術士なのです」

　そんなやり取りをしている彼女の背後を、一人の整備員が悠然ととおりすぎていく。長身の女で、肩から使い古した軍用のコートを羽織っていた。手には銀色のアタッシュケース。

　女は薄ら笑いを浮かべた。

「くっくっ……ようやくきたか」
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　警報が鳴り響く中、ザウエルは煙草たばこを咥くわえ、マッチでゆっくりと火を灯した。いつもとなにも変わらない仕草。紫煙を肺から吐き出し、わずかに笑う。

「先生……？」

　意味が分からず、シグはそれだけを言った。ルッツと顔を見合わせ、視線を戻す。

「聞こえなかったのか？　ルノアにリラを殺してもらえ」

「なにを……言ってんです？」

「シーメンスを始末して棺ひつぎを手に入れるだけの、簡単な仕事のはずだったんだがな。想定外のことが起きすぎた。奴やつがすでに棺の一つを見つけて舞踏会に参加していたとは思わなかったし、その上お前が契約しちゃったからな。だから俺おれはこうすることにした」

　ザウエルはぞっとするような斜視の碧へき眼がんでシグを睥へい睨げいした。

「お前とルノアを舞踏会の勝者にする。ま、手に入れる叡えい智ちはお前の好きにはならないがな。死ぬよりはましだろう。俺も教え子を殺したくはない」

「……あんたは……一体……」

　なにがどうなっているのか、シグはまったく理解できなかった。〈竜の箱庭〉に入学し、基礎課程の授業で出会ってより五年間師事してきたワルサー・ザウエル講師。眼前にいる男は、確かにそうだった。そして、知らず知らずに時折見せる剃かみ刀そりのような目をしていた。

「〈党〉の……」

　そう言ったのはリラだった。肩を抱くようにして一歩、二歩とあとずさる。顔面は蒼そう白はくで怯おびえるようにして小刻みに震えていた。

「シーメンスの言っていた、組織とやらのことか？」

　痛みに顔を歪ゆがめながら、ルノアがふらふらと立ち上がった。呼吸は乱れ、額ひたいからは嫌な汗がじっとりと滲にじんでいた。それでもザウエルを牽けん制せいするようにして睨にらみ据える。

「ご名答。〈党〉はある目的のために結成された結社だ。マウザーが魔術にかけた〈血ち塗まみれの竜王女〉を捜してるのさ。リンドブルムの叡智を手に入れてある目的を成し遂げるためにな」

「先生、あんたは端はなから棺ひつぎを――」

「ま、そういうことだ。組織を出し抜いてあんなことをしてくれたシーメンスを始末して、本物の棺は組織に送る手はずだったんだがな。お前らのおかげで色々と計画が狂ったよ」

「それでなんで――俺とルノアを舞踏会の勝者にするっていうんです」

「俺は別に血も涙もないわけじゃないんだよ。教え子を殺したくないのは人情ってもんさ。それに、〈党〉は自分たちが全面的に支援して舞踏会の勝者にする候補者を各派で選定していてな。俺がいる派は閥ばつにももちろんいる。だが、七人のうちの一人と一緒なら差し替えも文句ない。一人殺してればなおさらだ」

　咥くわえたままの煙草たばこから灰が風に吹かれて落ちた。表情は変わらない。真剣そのものだ。

「命を助けてやる代わりに〈党〉とやらのために働けってことですか。リラを殺して？」

「そういうことだ。どうする？」

　息を呑のんだ。リラを見やる。彼女を、ルノアに、殺させる？　だが舞踏会の勝者になるということはいずれそうしなければならないのではないか。今さらながらにそのことに気づき、シグは愕がく然ぜんとした。

「バカバカしい」

　シグの思考を両断するようにして吐き捨てたのはルノアだった。

「わたしはリラを殺すつもりもないぞ。今はな」

「ほう。今は、ね」

「約束したからな」

「なるほど。シグ、お前はどうなんだ」

　授業で所見を聞かれるようなもの言いだった。

「嫌だと……言ったら？」

「ま、お前を殺すしかないな。で、二人を回収するだけだ」

　そこにはなんの迷いも気負いもなかった。教え子を殺したくはない、というのは嘘うそではないのだろう。だが、ザウエルにとっては〈党〉とやらの目的が優先される。それだけのことだ。

　ザウエルはルノアとリラを順番に見た。リラは気け圧おされたように尻しり餅もちをつきそうになったが、勇気を総動員してどうにかして堪こらえたようだった。

　二人がなにを約束したのかは知る由もなかったが――シグは拳こぶしを握った。誰だれがなんと言おうと、自分はルノアのパートナーだ。相手が先生だろうとやるだけだ。

　その意志を汲くみ取って、ザウエルは軽く肩をすくめた。

「残念。交渉決裂だな」

　咥くわえていた煙草たばこをそっと手に取る。

「さて、と。俺おれはこれからシグを殺さにゃならんわけだが……ルッツ、お前はどうする」

「どうする、ですか」

　今まで黙っていたルッツは苦笑じみた表情を見せた。

「黙って見てれば僕は助かるんですかね。〈党〉とやらのことを知ってしまったのに？」

　嘆息し、ルッツは不意に表情を変えた。

「それに――友人が殺されるのを黙って見てるわけにはいかないかな」

「いい奴やつに育ったよ、お前は。ちょっと早いが卒業だ。お前たちが俺の最後の生徒になっちまったな。今までの集大成を見せてみろ。死にたくなけりゃ、あがいてみせろよ」

　間合いを取り、軽く手招きする。

　シグは床に転がっていた長剣を拾い上げた。ルッツの横に並び、囁ささやく。

（いいのかよ。先生は……本気だ）

（だけど君を見捨ててはいけないね。一応は数少ない友人だ。どうだ、僕って立派だろ？）

　シグを引き寄せ、さらに続ける。

（そんな話はさておき――僕が魔術で仕掛けるぞ。隙すきをつくってやる。見逃すな）

「わたしもやるぞ」

　苦しそうな声で言ったルノアを、だがシグは制した。

「そんな様子じゃ〈タペストリー〉を上う手まく幻視できないんじゃないのか」

　確かにそのとおりだった。ルノアはむっつりと押し黙った。

「パートナーってのは背中を守り合うことも大事だけど、信頼して任せることも大事だろ」

「ふん。勘違いするな。別にお前のことをパートナーとして認めたわけではないからな」

「そうかよ。ま、そのうちに絶対認めさせてやるからな」

「シグ、やられたりしたら――許さないわよ」

「ああ、まだ歌を聴かせてもらってない」

　腰に両手を当てて精一杯の強がりを見せるリラにそう言って、シグは剣の刃やいばをゆっくりと立てた。右足を引いて半身になり、右みぎ脇わきを絞るようにして構える。

　ザウエルが煙草たばこを握り締め、ルッツが外がい套とうの裏側に吊つるした文庫本を手にするのとはほとんど同時だった。互いに世界の設計図〈タペストリー〉を幻視する。編み変えるのも――ほぼ同時だった。ただし、構成の複雑さはザウエルの方が遥はるかに上だ。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

「〈火刑台上の戦いくさ乙女おとめ〉」

　ルッツの手にある文庫本のページが一斉に舞い上がる。

　ザウエルの全身が蒼あお白じろい炎に包まれる。

　鋭利な鋼はがねの刃と化した文庫本のページがザウエルに次々と襲いかかった。学校支給の戦闘服もルッツの〈鋼刃白書〉の前ではなんの意味もない。だが――殺到した紙の刃が、内部から爆発するかのように膨れ上がり弾はじけ飛んだ。焼け焦げた紙片が紙かみ吹雪ふぶきとなって舞い踊る。

「ルッツ、教えただろう。魔術には相性ってものがある」

　まさしく火刑台に架かけられたかのように全身を魔術の炎で包み込んだザウエルは、まったくの無傷だった。ザウエルの言うとおりだ。相性が悪すぎる。なにせ紙と炎だ。

　シグは――紙吹雪でザウエルの姿が見えなくなった瞬間に床を蹴けった。

　間合いが一足飛びの距離にまで近づく。瞬間、彼は踏み込んだ。

　電光の剣けん閃せんが煌きらめいて、上段から袈け裟さ懸がけに撃ち下ろす。

　が、その前一瞬。ザウエルは右足を滑らせるようにして踏み込むと右みぎ肘ひじをかち上げた。

　シグの白刃が跳ね上がった。体勢が崩れる。

　ザウエルがさらに身体からだを密着させるようにして、肩をこちらの胸へと押し当てた。蒼白い炎が肌を焦がす。魔術の炎を纏まとった左ひだり拳こぶしがくる。

　真っ向からの必殺の一撃を、だがシグは背後に跳ぶようにしてかわした。インパクトの瞬間、打点をずらす。ザウエルから散々教え込まれた芸当だった。

「やるな」

　ザウエルが薄く笑った。

　シグは再び長剣をすっと立て、右脇を引き絞り、飛びかかるようにして強襲した。

　牽けん制せいの空振りを交え、ザウエルの左脇腹を抉えぐり込むようにして一撃を繰り出す。

　その一いつ閃せんを、ザウエルは左足をさらに引いて身体をほとんど横に向けるような体勢から右拳の裏うら拳けんで叩たたき落とした。耳障りな金属の悲鳴と派手な火花が上がる。

　そのままお互いがぎりぎりの距離で対たい峙じした。

　じりじりと間合いを詰め、同時に動く。

　シグの白刃が鋭い軌跡を残しつつ中空を疾しつ駆くした。

　ザウエルの拳が蒼白い帯を引くようにして中空を疾駆した。

　二人の閃せん光こうが弧こを描く。

　ザウエルが、わずかに速い。

　貫手がシグの頭部を掠かすめ肌を焦がす、だが――浅い。

　シグはザウエルの腕を払い除のけた。腰を低くして踏み込み、右胴を貫くような一撃を見舞う。なにか金属を押し潰つぶすような手て応ごたえとともに、刃やいばが魔術の炎に喰くい込んだ。そのまま力任せに胴を貫く。本来ならば致命傷のはずだ。だが、魔術の炎と戦闘服が斬ざん撃げきをほとんど無効化した。

　そのすぐ背後から、文庫本の一ページを破って指に挟んだルッツが襲いかかる。それは最も早はやただの紙ではなく、どんな刃物よりも鋭い切れ味を持っている。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉は優れた魔術だが、相手が悪かったかな」

　ザウエルはルッツの間合いに入りながらも、余裕のある声を上げた。

　ルッツは勢いそのままに一気に間合いを詰め、斬きりかかる。

　右斜め上に一いつ閃せん。その一撃はザウエルの頬ほおを掠め――一瞬で灰になった。

　その彼の手首をザウエルの右手が掴つかむ。ぴたり、と動きがとまった。どれだけ力を込めても、微動だにしない。掴まれている手首に、骨が軋きしむほどの圧力が加わる。同時に戦闘服が焼け焦げる嫌な臭においが鼻を突いた。強烈な膝ひざ蹴げりが腹部にめり込み、

「がっ！」

　血の混じった悲鳴をルッツがもらした瞬間、不意に身体からだが宙に浮いた。

　一瞬、なにが起こったのか理解できない。

　彼はザウエルに力任せに投げ捨てられていた。数瞬の間中空を舞い、エンベロープに強したたかに身体を打ちつける。そのまま数メートルを転がって、ようやっとその勢いがとまった。

「ルッツ！」

「他人の心配してるなよ、シグ」

　ザウエルがその眼光をこちら向けた。狙ねらい澄ました後ろ回し蹴りが一閃する。

　咄とつ嗟さに両腕でそれを受けとめ、身体が軽く浮き上がり、文字どおりに吹っ飛んだ。鉄てつ柵さくに背中から激突し、息をもらす。

　ザウエルは息一つ乱すことなく、悠然と佇たたずんでいた。この男の強さは本物だ。全身を包む蒼い炎は攻防一体。まともな攻撃では傷一つ負わせることはできないだろう。魔術の炎と戦闘服の耐刃防弾繊維を斬るだけの威力と速さを持つ一撃がいる。だが、そんなもの――シグは全身の痛みを振り切るように頭を振って立ち上がった。

　いや。ないわけではない。ザウエルの炎の魔術を破る強力な一撃。

　ルッツを見やった。気を失ったのか、倒れたままだ。

「ルノア……頼みがある」

　かすれた声で満まん身しん創そう痍いの相棒を呼んだ。

「どうにか時間を稼げるか」

「なにか策でもあるのか」

　シグは強こわ張ばった表情でうなずいた。

「……魔術を使う。けど、俺おれは魔術の腕前はド三流だ。〈タペストリー〉の編み変えに時間がかかる」

「奴やつをどうにかできる代物なんだろうな。お前の魔術は」

「ああ……俺のことちょっとは見直すと思うぞ」

　苦しげに笑う。ザウエルの注意を逸そらし、どうにかして時間をつくらなければならない。息も絶え絶えといった様子のルノアにはこの頼みは酷に違いない。だが、彼女は言った。

「分かった。本当に少しは見直させてみろ」

　右腕は動かない。右足も。それでもルノアは左手をきつく握り締め、鉄てつ柵さくをどうにか乗り越えた。右足を引きずるようにしながら、シグとザウエルの中間辺りまで歩いていく。

「わたしが相手になるぞ、ワルサー・ザウエル」

「やれやれ。おたく相手にはあまり本気にはなれないな」

「見くびるなよ」

　ルノアは〈タペストリー〉を幻視した。失血のせいではっきり視みえない。頭を振った。集中する。〈タペストリー〉を――編み変えた。世界が変わる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　左手に魔術の刃やいばが出現。鋼鉄の意志で右足に言うことを聞かせ、姿勢を低くして駆ける。魔術の刃の切っ先を足元の耐火布に擦こすれるくらいにまで下げ、一気にザウエルとの距離を詰めた。

　ザウエルの目が、ルノアを値踏みするようにしてすっと細められた。

　ルノアはそんなことはお構いなしだった。滑り込むようにして自分の間合いにザウエルを捉とらえると、踏み込みと同時になんの躊ちゆう躇ちよもなく魔術の刃を斬きり上げる。

　ザウエルはオーケストラの指揮者がそうするように、優雅に右腕を動かした。

　魔術の刃がその右手によって掴つかまれる。ぎりぎりと力を込めるが微動だにしない。いくらなんでも、魔術の刃すら素手で受けとめるなど……！

　ザウエルが右腕に力を込めた。魔術の刃が――握り潰つぶされる。ガラスが砕けるような音を残して粉々に消えてなくなる。

　ルノアは前のめりに体勢を崩し、それに合わせるようにしてザウエルが前まえ蹴げりを放つ。

　服が焼け焦げ、軽々と数メートルを吹き飛ばされる。ルノアはエンベロープを転がりながらその勢いで身を起こし、鋭い眼光でザウエルを見据えた。

　彼女はすでに世界の設計図――〈タペストリー〉を幻視していた。世界を変える。

　長さが一〇メートル近い魔術の刃が再び左手に出現した。

　横よこ薙なぎに一いつ閃せん。だが、ザウエルはいとも簡単に右手でそれを受けとめてみせた。

「バカめ。わたしを甘く見たな！」

　右手の拳こぶしを開く。再び〈タペストリー〉を幻視する。

　シグは彼女がなにをしようとしているのかを悟った。二刀流だ。だが、一度編み変えた〈タペストリー〉を元に戻さないままもう一度編み変えるなど――〈矛盾の蛇〉に襲われる可能性が高くなる。ルノアはそれも覚悟の上だったが、シグの言葉がその覚悟を台無しにした。

「ルノア――“〝お座り”〟だ」

　ルノアは愕がく然ぜんとした表情でこちらを見た。

　瞬間。弾はじかれたようにしてその場にお座りする。

　彼女は屈辱に打ち震え、頬ほおを紅潮させて力の限り叫んだ。

「お、お前！　なにを考えているのだ！　死ね！　死んでしまえ！」

「もう十分だ」

　シグはいつものように剣を立て、右みぎ脇わきを絞るようにして構えた。癖くせの強いクルツ派一刀流。〈タペストリー〉の編み変えはほとんど終わっていた。最後の糸を、紡ぎ出す。現実世界が、シグの意志のまま仮想現実に置き換わる。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　瞬間。シグの黒髪が逆立った。眉み間けんと鼻筋に皺しわを寄せ、唸うなるような声とともに鋭い犬歯が露あらわになる。服の下の体たい躯くは一回りほど大きくなり、筋肉の線がくっきり浮き出ていた。

　ずだん、という爆はぜるような音を残してシグが足元を蹴けった。

　一瞬でザウエルを必殺の間合いに捉とらえる。それはもう人間の瞬発力ではなかった。

　袈け裟さ懸がけに撃ち下ろした白刃を、だがザウエルは紙一重でかわした。



    

  
    
      



    

  
    
      　予想以上の速さだったはずだ。それをこうも簡単に……！　シグはたたみかけた。振り切った剣の柄つかから右手を離す。左足を踏み込むと同時、左手一本で峻しゆん烈れつな突きを見舞う。

　ザウエルの目には、それは一筋の剣けん閃せんとしか映らなかった。だが、踏み込みの一呼吸の間に放たれた突きは三撃。一撃目は難なくかわし、二撃目は身体からだを捻ひねってなんとかかわし、三撃目はついに脇わき腹ばらを掠かすめた。

　シグは手首を返して刃やいばを横に倒すと、横よこ薙なぎの一撃へと変化させた。

　堪たまらずにザウエルは蒼あお白じろい炎を纏まとう右腕で受けた。

　だが、その一撃は炎を斬きり裂いて肉を断ち、骨に深々と喰くい込んだ。これがシグの魔術〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉。自らの身体能力を爆発的に強化する魔術だった。おとぎ話の人狼のように。

「ぐ……！」

　ザウエルが思わず声をもらす。

　一呼吸だけの対たい峙じ。

　牽けん制せいの突き。横薙ぎ、踏み込んでの袈け裟さ懸がけ、連続する突き。

　ザウエルはそれら全てを見切り、予測し、反撃する。白刃と拳こぶしがぶつかり合い、蒼白い火花を散らした。互いに必殺の一撃をぎりぎりで避け、何度も何度も甲高い悲鳴を上げる細身の刃。火花を散らす両拳。

　シグは刃は毀こぼれが目立ち始めた白刃を真っ向から撃ち込んだ。

　瞬間。剣閃が面めんから膝ひざへと変わる。膝払い。

　ザウエルがわずかに目を見開いた。どうにかかわしたが、体勢を崩す。

　シグはその隙すきを逃さない。電光石火の一撃を右側から撃ち込んだ。

（獲とった！）

　一いつ閃せん。完全に必殺の間合いだ。

　ザウエルはだが、傷ついた右腕を無造作に白刃の軌跡にさらした。今一度、魔術の炎を白刃が斬り裂いた。骨に刃が喰い込んだ瞬間、ザウエルは右腕を横に払った。それに合わせて剣閃は軌跡を変え――シグは体勢を崩した。同時にザウエルの右腕が肘ひじの下から切断された。

　ザウエルは体勢を崩したシグの胸倉を左手で掴つかみ上げると、感心したような声をもらした。

「俺おれに右腕一本捨てさせるとはな」

　続けざまに強烈な膝ひざ蹴げりを繰り出した。

　一発。二発。三発。

　耳を覆いたくなるような生々しく鈍い打撃音。肌を焦がす蒼白い炎。

　四発。五発。

　そのまま叩たたきつけられるようにして、シグは放ほうり捨てられた。編み変えた〈タペストリー〉を維持できなくなって、魔術の効果が切れる。もとより〈仄暗き人狼〉によって無理矢理に身体を強化して動かしていたのだ。もう指一本とて動かせる気がしなかった。

「驚いたぞ……お前の魔術が完成していたとは」

　さすがに息を荒らげながら、ザウエルはうめいた。魔術の炎を維持できなくなって、身体からだを包む蒼あお白じろい炎が消え失うせる。切断された右腕から嘘うそのような大量の血がぼたぼたと零こぼれていた。

「まったく、大した奴やつだ。殺すのが本当に惜しくなってくる」

　ザウエルはゆっくりと煙草たばこを咥くわえた。こちらに近づいてくる。

（シグ、しっかりしろ）

　躾しつけの言葉の効果が切れたルノアが、這はうようにして側そばにやってくる。彼女の惨状もひどいものだったが、シグもぼろ雑ぞう巾きんのような有様だった。ルッツは気を失ったままで、魔術を使えないリラでは戦力にもならない。はっきり言って、もう勝ち目はない。

　すぐ目の前には、シーメンスが溶解した際に耐火布が燃えて穿うがたれた穴がある。骨組みに使われている特殊軽合金すら変形してぐにゃぐにゃになっており、その下にあるものを目にすることができた。シグは自分の閃ひらめきにぞっとした。できることは、まだ一つだけ残っている。

（ルノア、まだ魔術は使えるか）

（使えはするが、あの男にはつうじない）

（ああ、分かってる。だから――）

　シグの言葉を耳にして、ルノアは愕がく然ぜんとした。

（正気か。そんなことをすれば――）

　そこまで言って、だが、言葉をとめる。確かに、この局面を打開するにはそれしか手はないかもしれない。こんなことを考えるとは、先ほどの魔術といい、土壇場で大した度胸だ。

（ふん。いいだろう。生きるも死ぬも、お前に賭かけるしかなさそうだ）

　ルノアはどうにか片かた膝ひざをつくような格好で身を起こし、〈タペストリー〉を幻視した。

「もうそろそろ観念したらどうだ」

　ザウエルはマッチを取り出し、左手だけで器用に煙草に火を灯ともした。紫煙を一度だけ吐き出し、手にした煙草を握り締める。

　ルノアとザウエルが〈タペストリー〉を編み変え終わるのは、ほぼ同時だった。ただ、わずかにルノアが先だ。

　左手に出現した魔術の刃やいばは尺が一〇メートル以上もあるもので、ルノアは逆手にすると迷わず――エンベロープに穿たれた穴から見える気き嚢のうへと突き立てた。

「走れ――っっ！」

　シグは力の限り絶叫した。身を起こして走ろうとするが、足が縺もつれて倒れ込む。

　ザウエルが目を見開いたのが分かった。気嚢にはこの飛行船を浮かせるための水素ガスが満載されている。だが、もう魔術の発動はとめられない。

　蒼白い炎がザウエルの左腕を包み込み、気嚢からもれ出て酸素と混じった水素ガスに触れた瞬間――耳をつんざく爆音が、飛行船そのものを揺るがした。足元が激しくぶれて、船尾の方に急激に傾いていく。飛行船の骨格が衝撃に軋きしみを上げ、耳障りな金属音の大合唱が鼓膜を震わせてくる。

　純白の閃せん光こうにも似た爆発のあと、遥はるか天空にまで紅ぐ蓮れんの炎が上がった。熱風に巻き上げられた無数の火の玉が、世界の下側にある雲へと降り注いでいく。

　噴き上がった炎の柱は完かん璧ぺきな防災設計によって一区画を蹂じゆう躙りんしたにすぎなかった。だが、猛烈な炎の赤と肌を焦がす熱風に煽あおられて、シグは中空に投げ出された。足がエンベロープの耐火布から離れ、水の中を泳いでいるような感覚に襲われる。

　赤い炎に照らされるルノア。

　衝撃に巻き込まれて空へと身を投げ出すリラ。

　傾いた飛行船のエンベロープを滑っていくルッツ。

　白い炎に一瞬で巻き込まれたザウエル。

　そして、シグの瞳ひとみは間近に迫った炎の牙きばをはっきりと映した。



◆◇◆◇◆



　空賊の襲撃を告げる警報は未いまだに鳴り続けており、空平線の彼方かなたからやってきた複葉機の編隊がエンジンを猛烈に唸うならせて飛行船の周囲を飛び交っていた。迎撃のために発進した三葉機とあちこちで格闘戦を繰り広げ、黒煙を上げて次々と雲海の中へと消えていく。

　格納庫にあった三葉機は全て出払い、整備員たちは被弾した機体の着艦や、補給のために帰還してくる機体に備えて万事抜かりなく動き回っていた。

「敵機接近！」

　誰だれかが声を張り上げた。瞬間、飛行甲板に着艦した複座式の複葉機が格納庫に突っ込んできた。操縦席のパイロットが機関短銃を持った右手を突き出し様に発砲した。銃声が咆ほう哮こうし、弾丸がそこいらを薙なぎ払う。運の悪い整備員が悲鳴を上げる間もなく仰のけ反ぞるようにして倒れ、血の海をつくった。操縦席から飛び降りた男が弾倉を交換しながら叫んだ。

「少佐！」

「遅いんだよ、軍曹」

　少佐と呼ばれたのは――整備員の格好をしているウーフーだった。左手に銀のアタッシュケースを提げ、右手の自動拳けん銃じゆうを二発、三発、と発砲して周囲を牽けん制せい。右足を引きずりながらも慣れた身のこなしで操縦席へと乗り込む。

　複葉機が格納庫を旋回し始めた。軍曹と呼ばれた男が慌てて後部席に乗り込む。

　ウーフーは手際よく確認作業を行った。計器類よし、方ほう向こう舵だよし、昇降舵よし、補助翼よし。

「急いでください！　鴨かも撃うちになります！」

　後部席に備えつけてある機関銃に二五〇連発の弾帯をぶち込むなり、軍曹はこちらに機関短銃や自動拳けん銃じゆうを構えていた整備員に向けて発砲した。腹の底に響くような銃声が唸うなり声を上げ、無数の銃火が瞬き、一瞬であらゆるものを薙なぎ払った。

「このあたしがこんなところで死ぬってのかい？」

　ウーフーは引ひき攣つった暗い笑みを浮かべながらスロットルを絞り、操そう縦じゆう桿かんを目いっぱい引いた。機体がするすると前に進み始める。飛行甲板ではなく格納庫の中で機体が速度を増す。みるみると加速する。もうこれ以上操縦桿は引けない。機体が浮いた。

　浮力を得た複葉機は格納庫の入口から、飛行甲板を横切るようにして、空と雲しかない世界へと舞い上がった。

「少佐、見てください。ワイバーンですよ」

「ああ、思い出すだろう。極東の砂漠、地獄の一丁目一番地」

　ウーフーはくつくつと笑った。軍曹の言葉どおり、ワイバーンが飛行甲板から翼を大きく広げて飛ひ翔しようしようとしていた。それを横目に、

「ずらかるよ！　信号を上げろ」

　軍曹が信号弾を打ち上げようとしたまさにその瞬間――大気を震わせる爆音が轟とどろいた。エンベロープから紅ぐ蓮れんの炎が天を焦がすかのように上がり、〈竜王女〉号そのものが大きく傾く。無数の火の玉が降り注ぎ、運の悪い機体はその直撃を受けて空の藻も屑くずと消えた。

「ええい、なんだってんだい……！」

　爆風に煽あおられた機体をどうにか立て直し、ウーフーは忌いま々いましげに舌打ちした。



◆◇◆◇◆



　光が広がっていく。その波に呑のみ込まれ、凄すさまじい衝撃に襲われ――シグの記憶はそこで途切れた。それはほんの数秒のことだったのだろう。次に気づいた時、シグは空にいた。どこまでも広がる紺こん碧ぺきの空。

　自分の身体からだが妙に軽いということを、彼は自覚した。周囲には拉ひしやげたなにかの部品や飛行船の骨組みなどといったものが無数に浮かんでいた。否、浮かんでいるのではなく落下している。そう、自分もまた落下している。燃え上がる部品があちこちに見えるというのに風は冷たい。

　ザウエルは――どうなったか分からない。だが、間違いなく無事ではすまないだろう。複雑な気分だった。決して優秀な生徒ではなかった自分に目をかけてくれた恩師だったのだ、彼は。それがなんだってこんなことに――

「シグ！」

　と、耳元で自分の名前を叫ばれる。そして、彼はようやっと自分が逆さまになって頭から落下しているのだと知った。遥はるか眼下は白い雲。バラバラになった飛行船の部品が次々と落下して、その中へと沈んでいる。

　名前を呼んできたのは意識を取り戻したルッツだった。一いつ旦たん、離れたが、空を滑るようにして再びこちらに近づいてくる。空くう挺てい降下の技術だ。指で次々になにかを指し示す。

　その方向に視線をやると、シャルロッテが駆るクラウゼヴィッツが見えた。さらに重力に身を任せているルノア、そしてぐったりしているリラ。全ての位置はバラバラだ。

「どうする！」

「どうするったって！」

　風の音をかき消すようにして怒鳴り合う。

　シャルロッテはこちらに気づいて大きく旋回していた。回収するつもりらしい。ルノアを見やった。彼女もこちらに気づき、左手でリラの方を指差した。リラは気を失っている。だが、ルノアも大おお怪け我がをしているのだ。空中で上う手まく体勢を取って、シャルロッテに首尾よく回収してもらえるだろうか――そう思っている間にもどんどん落下している。

（これは……）

　ジレンマというやつだ。ルノアか、リラか。こちらの懊おう悩のうを見て取ったのか、ルノアがしきりに自分の口元を指差し、ぱくぱくとさせていた。その動きをどうにか読み取る。

（わたしを、信頼しろ……？）

　ルノアは確かにそう言っていた。相変わらずの鋼鉄の意志を宿した瞳ひとみだった。シグは微苦笑をもらした。そうだった。自分が彼女がどうにかしてくれると信頼しないでどうする。

「ルッツ！　俺おれはリラを捕まえてくる！　お前は先に回収してもらえ！」

「本気か！　間に合うか分からないぞ！」

「やるだけやってやるよ！」

　見捨てるわけにはいかない。リラはせっかく自由になったんだ。人生を楽しむのはこれからだ。

　シグはどうにか手足で風を操り、リラに近づいていった。手を伸ばし、その身体からだが乱暴にリラにぶつかった。引き寄せる。二人は抱き合うようにしてくるくると回転した。その衝撃でリラは目を覚まし――まずは自分がシグに抱き締められているという状況だけを理解した。顔を真っ赤にして悲鳴を上げる。

「バッカ！　あんたなにやってんのよ！　どさくさに紛れて！」

「バカはお前だ！　よく見ろ、状況を！」

　暴れるリラを押さえるようにさらにきつく抱き締める。耳たぶに唇が触れるような距離で、

「いいから落ち着け！」

　リラの顔がますます赤くなる。ただ、暴れるのはやめてくれた。唇を尖とがらせてつぶやく。

「あ、あんたねえ。いくらなんでもちょっと大胆すぎるでしょ。に、二度目よ。二度目！　あたしも別に絶対嫌ってわけじゃないのよ。ただ、出会ってからまだ一日しか……って……!?」

　そこでリラもようやく自分が落下していることに気づいた。悲鳴を上げる余裕もなく、彼女は息を呑のんでぎゅっと身を硬くした。

　シグはどうにか姿勢を安定させ、シャルロッテの姿を探した。ルッツを回収したワイバーンが近づいてくる。順番的にはルノアが最後になってしまう。間に合うだろうか。

「シーくん！」

　こちらの下に回り込みながら、シャルロッテが手を差し出してくる。指先がわずかに触れ合い、離れ、もう一度触れ合い、がっちりと手を握った。ワイバーンの背中に引き上げられる。

　ルッツが感心したように言った。

「やる時はやる男だよなあ、君は」

「無茶ばかりしないでください。怒りますよ」

　シャルロッテが言ってくる。言葉は静かで、真剣だった。

「悪い……」

「本当に謝罪の気持ちがあるのなら体で払ってほしいものです」

「なんでそうなる」

　うめいた瞬間、ワイバーンのスピードががくんと落ちた。

　リラが小さな悲鳴を上げてシグに抱きついてくる。

「ロッテ!?」

「定員オーバーです。残念ですが」

　抑揚のない声は、だが少し焦っているようだった。ルノアのほとんど真上につけたものの、落下スピードに追いつけない。彼女もどうにかして落下の速度を緩めようとしているが、上う手まくはいかないようだった。

　シグはワイバーンの背中から乗り出すようにして手を伸ばした。

「ルノア！　もうちょっとだ！」

　それに応こたえるように、ルノアが左手をこちらに伸ばす。だが、怪け我がのせいで右半身が上手く使えず気流を捌さばけない。近づいては、離れ、また近づく。そんなもどかしい数秒の時間が、何分にも感じられた。

「シーくん！　もう限界です！」

　シャルロッテが声を上げ、ワイバーンがルノアを追うのを諦あきらめ、瞬間――シグはルノアの左手を掴つかんだ。身体からだが引っ張られ、そのまま空に投げ出される。

　誰だれもが呆あつ気けに取られてその様子を目で追った。誰かが上げた悲鳴は、風の音にかき消された。シグはルノアと一緒に落下して、ワイバーンは気流に乗って舞い上がった。どんどんと距離が離れていく。

「無茶なことを。わたしは死んでも棺ひつぎに戻るだけだが、お前は違うんだぞ」

「けど、それだとお前の記憶は白紙になるんだろ。せっかく、ちょっとは俺おれを見直させたのに」

「あまりいい気になるな」

　ルノアは笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      「だがまあ、少しは認めてやってもいいぞ。まだまだだが。無事だったなら嫌というほどに教育してやるから覚悟しておけ」

「へいへい」

　白銀の髪が太陽の光に反射して、きらきらと輝いている。こんな時でもルノアは気高く、美しかった。出会ったのは偶然だろうか。それとも運命だろうか。シグは神――だかなんだか――に言ってやろうと思った。

（もし運命なら、出会わせておいて、これでお終しまいはないだろうが！）

　胸中でそう叫んだ瞬間、視界に落下物からの回避運動を取った複葉機が飛び込んできた。

　どうすることもできない。二人はそのまま複葉機に激突した。翼をぶち破り、操縦席と後部席の間に挟まれたようなかたちになる。機体が衝撃に大きく高度を下げた。

「なんだってんだい！」

　操縦席から女の悪態が聞こえてきた。必死に高度を上げながら、こちらを振り返ってくる。黄き褐かつ色しよくの髪。橙だいだい色いろの双そう眸ぼう。思想信条クソ食らえの商売人。金額さえ折り合えば、どんな仕事もきっちりこなすビジネスの傭よう兵へい。

「お前、〈竜の箱庭〉のガキじゃないか」

　さすがにぎょっとした声を上げる彼女に、シグは言った。

「とりあえず……〈竜の箱庭〉まで」

　やっぱりそうだった。そんな簡単に運命なんてものが終わるわけないのだ……！

　頭上を飛行するワイバーンの影を仰ぎ見る。そして、半ば呆ほうけた表情をしているルノアを見やりながら、声を押し殺してシグは笑った。

　と、依頼を受けてもらうための唯一の条件を聞かれる。

「くっくっ……お客さん、お代はいくらだい」

「いくらでも。学校持ちで」

　それを聞いた女は満足そうに笑った。

　定員オーバーの複葉機はどうにかして高度を保ちながら、未いまだに炎上を続ける〈竜王女〉号から離れていった。プロペラの風切り音とエンジンの唸うなり声だけを残しながら――



    

  
    
      
終章



『番組の途中ですが臨時ニュースをお伝えいたします。第三帝国のファーレンハイト航空九○三便〈竜王女〉号の爆発炎上事故につきまして、神聖連合皇国指導部の事故調査委員会は襲撃した空賊が関与している可能性を示唆し、当局は一億マルスの賞金を――』

　目が覚めた。寝ていたソファから身を起こし、シグは寝ね癖ぐせのついた頭をかいた。窓を突き抜ける朝の陽ひ射ざしが薄暗い室内をぼんやりと照らし、窓際に置いてある鉢植えのサボテンは今日も元気だ。点つけっ放しだったラジオがこの間のできごとの続きを読み上げている。

　それは見慣れた部屋の光景だった。魔術士養成学校〈竜の箱庭〉の学生寮。もちろん自分の部屋だ。だが、今は招かざる客が住み着いている。

　欠伸あくびを噛かみ殺し――ぼかん！　平穏な朝は爆発の音と軽い震動でぶち壊された。

「な……なんだ？」

　シグは慌てて部屋を飛び出して、爆発の原因と思わしきキッチンへと飛び込んだ。焦げた臭においが鼻を突き、妙に黒い煙がもれている。

「一体なにが？」

　恐る恐る中を見やると、そこにはケホケホと咳せき込みながら呆ぼう然ぜんと佇たたずむルノアの姿があった。

　キッチンはバカげた喜劇かと言わんばかりに煤すすけていて、それは彼女も同じだった。白銀の髪はぼさぼさで、可愛かわいらしいフリルつきの白いエプロンも見る影もない。

「ルノア！」

「む。シグか」

「む。じゃねえ。なにやってんだお前は！」

「腹が減ったし、せっかくだから朝食を作ろうと思ったのだ」

　言葉はひどく小さかった。

「そしたら爆発したってのか？」

「そうだ。どうやらここの道具はわたしと相性が悪いらしい」

「相性で爆発なんぞするか！　この生活能力ゼロ女が！」

「なんという言い草だ。せっかくのわたしの厚意を」

　白銀の髪と白い肌を煤けさせたまま、どこか偉そうに彼女は言った。

「……お前、そもそも居候のくせにそのでかい態度を改めたらどうだ。大体だな、モグリなんだから大人おとなしくしろ。バレても知らねえぞ」

〈竜の箱庭〉というのは魔術士養成学校の名であると同時に、要よう塞さい化かされた学園都市の名でもある。その人口は生徒と学校関係者、そして学校とは関係ない人々を合わせて約一万人。中には住民登録をしていないモグリも存在している。今やルノアもそんな中の一人だ。

「お前こそ、わたしは怪け我が人にんだぞ。もう少し丁重に扱え」

「とっくの昔に治ち癒ゆの魔術で治してもらっただろうが」

　モグリのルノアはすっかりここに居ついていた。少しはこちらを認めてくれたらしいが、その兆候はいまいち見受けられない。

「くそっ、なんだってんだ朝っぱらから」

　頭をがりがりとやりながら部屋に戻ると、ラジオのニュースはまだ続いていた。どうやら〈竜王女〉号の一件はウーフーに全ての罪を被かぶせることになったらしい。〈竜の箱庭〉がなにか根回しをしたのかは分からない。あのあと――色々と複雑な経路を経て〈竜の箱庭〉に帰りついたシグを待っていたのは学校執行部からの召喚と尋問だった。ワルサー・ザウエルの件について、彼はなにも言わなかった。ザウエルは棺ひつぎを強ごう奪だつした連中と勇敢に戦って殉じゆん職しよくしたのだ。事故はその際に起きた。棺を取り戻すことはできなかった。そういうことにした。

　執行部の連中はこちらを疑っていたようだったが、本当のことを話すことはできない。〈竜の箱庭〉もまた棺を集めている。本当のことを知られるわけにはいかないと思った。

　リラは世紀の事故に巻き込まれた芸能人として多くのメディアに取り上げられた。事故で芸能界の育ての親である事務所の社長兼マネージャーを亡くした悲劇のヒロインとして世間から消費され尽くした。事務所の移籍や引退説がまことしやかに囁ささやかれ、今まで以上に彼女のレコードが飛ぶように売れた。

「それから――」

　シグは平然と室内にいるもう一人に目をやった。

「なんでお前もここに入り浸る!?」

「シーくんがあの女と間違いを起こさないか見張っているのです」

「起こすか！」

「もちろんわたしはシーくんを信じています。けれど、シーくんも健全な男の子。万が一ということもあります。我慢できなくなったらわたしがいつでも――」

　シグは無言でつかつかとシャルロッテに近づき、頭に手刀をお見舞いした。

「あぅ……痛いです。でも、ちょっと快感が……」

　シャルロッテの傷は幸い痕あとが残ることなく治ち癒ゆできた。新調した眼鏡めがねは赤いフレームで、以前かけていたものよりも少しだけオシャレだった。

『以上、臨時ニュースでした。それではここでリクエストがあった曲をおかけしたいと思いまーす。あ、これ〈黒い歌姫〉リラ・フィオーレのデビュー曲ですねー。〈キュンキュンさせてよダーリン〉。リクエストをいただいたのは――』

　ラジオからリラの歌声が流れてくる。よく伸びる高音、深く響く低音、一度聞いたら忘れられないような感情的で、魅力的な声音。だが、それはすぐにドアを叩たたく音に遮さえぎられた。

　どんどんどんどんっ！

　まったく次から次に。シグはうんざりと嘆息してドアを開けた。

「はいはい。どなた――」

　そこまで言って言葉に詰まる。大人おとなびた容姿のぱっつり前髪の少女が、両手を腰に当てて仁王立ちしていた。肩からは大きな旅行鞄かばんをたすきがけして背負っていた。少女は――今まさにラジオから歌声を響かせているリラ・フィオーレは、目が合うなり旅行鞄をこちらに投げ渡し、ずけずけと部屋の中に上がり込んだ。

「おおい！」

　慌てて背中を追いかける。彼女は室内をぐるりと睥へい睨げいし、ぽかんとしているシャルロッテを見て、煤すすけているルノアを見て、それから機関銃のようにまくし立てた。

「あれから芸能記者には四六時中追いかけ回されるし、マネージャーがいないせいで事務所は回らないし、それでも仕事は入ってくるし、家まで押しかけられるし、みんな腫はれ物を触るように扱うし、そのくせ悲劇のヒロインでお金稼ごうって魂こん胆たんが見え見えだし。もううんざり！」

　余程ストレスがたまっていたのか、目を吊つり上げて、肩でぜえぜえと息をする。迫力に気け圧おされてシグが黙っていると、彼女は大きく深呼吸した。

「にしても狭い部屋ねえ。あんたよくこんなとこで生活できるわね。でもまあ仕方ないわ。ゼロからスタートするのは貧乏生活からって相場は決まってるものね」

「おい」

「なによ？」

「なんなんだこれは」

　突然の嵐のように現れたリラに、シグはようやっとその言葉を告げた。

「鬱うつ陶とうしいから事務所を清算したのよ」

「ほう」

「で、新しい事務所つくることにしたの。名前はまだ決めてないけど」

「なるほど」

「だからシグ。あんたあたしのマネージャーになりなさいよね」

「なんでだ！」

　叫ぶ。しかも、ひょっとして、こいつはここを事務所にする気じゃないだろうな!?

「なによ！　文句あるの！　いつでも特等席で聴かせてあげるわよ！」

「そういう問題か！　だいたいお前は――」

「うるっさい！」

　彼女はシグの首の後ろに腕を回すと、本当にいきなり、なんの前触れもなく、薄い桃色の唇を重ねてきた。柔らかで温かな感触。わけが分からず、シグは硬直した。今度はゆっくりと離れながら、リラは言った。

「はい、これで契約終了。あたしがそう決めたんだからそうするの。いいわね？」

　自分からしたくせに、照れたようにしてそっぽを向く。おとぎ話の王子と王女でもあるまいし、とシグは思ったが、あまりにも突然のことになにも言えなかった。

　沈黙を肯定と受け取って、リラは強引にうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「よろしい。あ、家賃は借りてた五万マルスを分割で払うわ。月々一〇〇〇マルスくらい」

「よ、よろしくありません！」

　震える声を上げたのはシャルロッテだった。声だけでなく身体からだも戦慄わななかせている。両りよう拳こぶしを握り締め、彼女はリラを睨にらみ据えた。

「な、な、なんて破は廉れん恥ちな人なんですか、あなたは。わ、わたしのシーくんに、なんてことを！」

　シャルロッテは制服のベルトに差し込んであった伸縮式の金かな槌づちを抜き放った。

「げ！　やめろロッテ、殺す気か!?」

「万死に値します！」

　どうにかシャルロッテを羽交い絞めにしつつ、シグは傍観していたルノアに叫んだ。

「お前もどうにかしろ！」

「わたしには関係ない。その程度は自分で解決しろ。だがまあ、いつまでも女に振り回されているようでは格好がつかないからな。身体が万全になったらわたしが教育してやる」

「そういう問題じゃねえ！」

「む。別にもう一人くらい住人が増えてもわたしは構わないぞ」

「そっちでもない！　お前、わざとだろ！　なあ、おい」

「シーくん、放してください！」

「放せるか！」

　一体これはどういう状況だ。神――だかなんだか――ってのは、余程のバカなのか。これは運命とかそういう言葉で片づけるには荷が重すぎる展開だぞ。

　シャルロッテの凶行を必死にとめている中、リラは高らかに宣言した。

「そういうわけだから、今日からここはあたしの城よ」

「俺おれの部屋だーっ！」

　シグは心底から叫んだ。その叫びは遥はるか空の彼方かなたまで届いた。

　紺こん碧ぺきの空は眩まぶしく、空平線はどこまでも続いていた。

　天を見上げれば真っ青な空。

　地を見下ろせば真っ白な雲。

　遥か彼方の向こうまで、延々と続く空平線。

　空と雲海に囲まれた世界に輝く朝の太陽だけが、ひょっとしたらシグの声を聞いてくれたかもしれない。だからといって、別になにが変わるわけでもなかったが――



［終劇］



    

  
    
      
あとがき



　目下の悩みは近所の猫が三メートル以上近寄らせてくれないということ。うーむ、どうすればいいのやら。

　どうもはじめまして。北元きたもとあきのと申します。ピカピカの新人です。

　この作品は第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作をいただいたものをなんやかんや改稿したものです。北元が消費した大量の煙草たばこ分とコーヒー分、あとは担当さんの苦労とかでできあがっております。

　本作品は空と雲しかないという、ちょっと変わった世界を舞台にしたファンタジーです。飛行船とか飛行機とかが出てきますが、定番っぽい剣と魔術も出てきます。でも、がんがんと銃弾も飛び交います。だって二に挺ちよう拳けん銃じゆうとか好きなんですもの。

　そして、世界を救う勇者とか、魔王とか、魔物なんかは出てきません。すいません。

　でも、可愛かわいい女の子とかはいっぱい出てきます。三人娘がよりどりみどりです。個人的な趣味で眼鏡めがねっ娘のロッテを推しますが、今回はあんまりおいしい役回りをさせてあげられなかったなあ、と。機会があれば（一応は）主人公のシグといい思いはさせてあげよう。うん。作者の特権で。

　あ、それから渋いおっさんも出てきます。ホントは苦みばしったオッサンだらけで刑事モノでもやりたいという個人的な思いは、まあ、捨て置きましょう。ほとんどの人は、『ドキッ、オッサンだらけのファンタジー』よりも、『ドキッ、女の子いっぱいのファンタジー』がいいに決まっているのですから。

　そういう意味では、ルノア（あとがきから読んでいる方へ＝表紙の女の子だよ）をはじめ、近衛このえ先生が三人娘をそれぞれの個性を出しながら魅力的に描いてくださったので、感謝の言葉しかありません。イラストに負けないように、愛されるキャラクターたちを書いていかねばな、と。作者はロッテを贔ひい屓きしようと密やかに思っておりますが。



　感謝といえば、「とりあえずお前は近所の猫にすら感謝しておけ（近寄らせてくれないのに）」、というありがたい助言をいただいたりしているので、この辺りで新人のあとがきの掟だと思われる謝辞＆謝罪をしておこうかと思います。

　まずは色々とご迷惑をかけてしまった担当編集のＳ女史。こんな私に機会をいただいた編集長様をはじめＭＦ文庫Ｊ編集部のみなさまと出版に尽力いただいた全ての方に感謝を。

　それから、イラストを担当していただいた近衛乙嗣おとつぐ先生。改めましてありがとうございます。個人的にはザウエルが抜群すぎて笑ってしまいました。

　あとはまとめて、（生）温かく見守っていただいた方々。ありがたいやら、なんなのやら。とりあえず、出版記念パーティとかはしなくていいです。これはホントに、関西特有の振りとかじゃなく。

　そして、この本を手にとっていただいている読者のみなさんにも、最大限の感謝を。カラーイラストで文中にはないシーンがあることに気づいた方は超スルドイです。あれは改稿で北元きたもとがカットしたシーンを近衛このえさんに気に入っていただいたらしく、担当のＳ女史が残すことにしてくれたものです。割と派手な戦闘シーンで見栄えもばっちり。イラスト化されて残ったので、カットされた文章たちも成仏するかと思います。



　ふぅ……これで渡世の仁義は果たしました。もう思い残すことはありません。不ふつ束つか者ものですが末永くお付き合いできるようにがんばらせていただきます……！



　ちなみに冒頭の悩みをある人にやんわりと言ってみたところ、

「三メートルは生理的に嫌いな距離だね。かわいそうに」

　と、宣告されました。マジで……!?



二〇〇九年一〇月　北元あきの



    

  
    
      　著者

　北元あきの（きたもと・あきの）

　　兵庫県明石市生まれ。ネコ好き。

　　広告業界の片隅で企画書やコピーを書くかたわら、

　　本作で第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞。

　　ライトノベル業界の片隅にひっそりと生息区域を拡大。



　イラスト

　近衛乙嗣（このえ・おとつぐ）

　　代表作の「RIGHT×LIGHT」シリーズ（ガガガ文庫）をはじめとする小説の挿絵他、ＴＣＧ「Lycee」のイラストなどを手がける。最近カートを嗜むようになったが、スピンする度にポイントを貰えると勘違いしているのではないかとの専らの噂。
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